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    ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ


    



    遠見啓介［とおみ・けいすけ］


    主人公。高校二年生。


    



    アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト


    《方舟》からやってきた飛行少女。友月家に居候いそうろう中。


    



    友月未由［ともづき・みゆ］


    友月財ざい閥ばつ当主候補。


    



    朝ノ宮陽名［あさのみや・ひな］


    啓介のクラスメイト。自称・占い師。


    



    ツグミ


    啓介のクラスメイト。読心能力を持っている。


    



    倉野英里香［くらの・えりか］


    アリッサの弟子になった小学生。


    



    倉野正行［くらの・まさゆき］


    霊的治安維持部特別対策室美み傘かさ市支部長。またの名をマキビシマン。


    



    遠見由衣［とおみ・ゆい］


    啓介の亡き妹。遠見神社に神様として祀まつられている。


    



    エノク＝ケテル


    魔術結社《群れクラウド》の党首。


    



    鈴［りん］


    エノクと行動を共にする少女。
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     序章


    



    　ガタンコトン、カタンゴトン──。


    　規則的に響く車輪の音。音に合わせて小さく振動する車両。乗客が数人しかいない古びた電車内には液晶パネルや電光掲示板は見当たらない。利用客の少ないローカル線なので、何世代か前の車両が未いまだ現役で使われているのだろう。


    『次は水みな櫛くし～、水櫛～……』


    　雑音が少ない早朝の空気を揺らし、車掌のアナウンスが流れる。今のオレはスウェットパーカのフードを目ま深ぶかに被かぶっているため、案内の声は少しくぐもって聞こえた。


    　……水櫛か。


    　目的の駅名ではない。二人掛けの席の通路側に座るオレは、天井で揺れる女性週刊誌の吊つり広告に何となく目をやった。けばけばしい色の広告には大きな文字で教育上よろしくない見出しが躍っていて、オレは顔をしかめる。


    　日本人のモラル意識はどこかちぐはぐだ。一貫性がない。宗教による規律が存在しない国だからこその自由と混こん沌とん。政治と生活に宗教が深く根付いている国で生まれ育ったオレにとって、この国の曖あい昧まいさは少々危あやういものに思えた。


    「…………」


    　オレはそっと連れの様子を横目で窺うかがう。窓際の隣席には華きや奢しやな体たい躯くの少女が座っており、外の景色を食い入るように見つめている。年は十歳前後、同じ長さで切り揃そろえられた黒い前髪の下にはエメラルドグリーンの瞳が輝いていた。


    　彼女はどうやら車内広告になど興味はないらしい。それによく考えれば、つい最近まで視覚に頼らず生きてきた彼女は文字の勉強中だ。物覚えは早く、平仮名なら何とか読めるようになったが、漢字が交ざるとさすがにまだ難しい。


    　余計な心配だったかとオレは小さく笑い、少女に声をかけた。


    「──鈴りんはずっと外を見ているな。飛行機からの景色や広大なアメリカの風景に比べれば、日本の街並みなんてどこも似たようなものだろ？」


    　この国の人間は文化というものを観光資源としか見ていない。特徴的な建物が残っているのは観光地ぐらいで、あとはほとんどが代わり栄えのしない風景だ。この一か月、オレと共に旅をしていた鈴にはきっと物足りなく映るはず。


    　そんなふうにオレは考えていたのだが、少女──鈴はこちらを向いて首を横に振った。


    「ううん、そんなことない。みんな違うよ。同じものなんて一つも見つからないもん」


    「確かに全く同一のものはないだろうが……よく飽きないな」


    「飽きるわけないよ。だって世界の色を見るのがわたしの夢の一つだったんだから」


    　本当に嬉うれしそうな顔で鈴は言い、再び窓の外へ視線を戻す。


    「夢、か……」


    　鈴に聞こえないような小さな声で呟つぶやき、オレは苦笑した。


    　オレの夢は、今まで一度も叶かなったことがない。


    　幼い頃、オレは小さな村で牧師をしていた父に憧れていた。立派な牧師になり、村の教会を父から引き継ぐことが夢だった。けれど内紛が始まり、その結果──国内の宗教的勢力圏が塗り替えられた。少数派の〝異教徒〟となった父は殺され、母とオレと妹は村を追われた。


    　次に抱いた夢は、家族を守っていくことだった。親類を頼って移住した街で神学校に通いながら、オレはあらゆる手段で金を稼いだ。汚いことにも手を染めた。だがそこまでして守ろうとした家族は──妹は、街中で突然始まった銃撃戦に巻き込まれて命を落とした。それがきっかけで母も体調を崩し、呆あつ気けなく帰らぬ人となった。


    　オレには何もなくなった。自分が成すこととして見み出いだせたのは復ふく讐しゆうだけだった。家族を死に追いやった全ての要因に責任を取らせると決意した。偶然それを可能とする能力と権力も手に入った。


    　しかしその願いを、夢を、あと一歩で叶えられるというところで、オレはまたもや阻はばまれた。ある兄きよう妹だいによってオレの夢は打ち砕かれた。


    　もはや生きる理由もない。だがそれでもオレが人生を続けているのは──。


    　景色に見入る鈴りんの横顔を眺める。


    　──この少女に、願われたからだ。


    　オレは復讐を遂げようとする過程で鈴を利用した。その償いとして鈴の望みを何でも叶えることにしたのだが、鈴が願ったのは〝オレが家族になること〟だった。


    「あ、見て、えーくん！　変な建物があるよ。ちっちゃいピンク色のお城！」


    　急に振り返った鈴が、窓の向こうを示す。やはりこの国のモラルには色々と問題がある。


    「……指をさすな。あれは子供が興味を持つような場所じゃない。それと〝えーくん〟はやめるんだ。力が抜ける」


    　オレは嘆息して言葉を返す。


    「うーん……だって、お兄ちゃんとか兄さんって呼ぶと何だか悲しそうな顔をするし……やっぱり、えーくんがいいかなって」


    　宝石のような瞳でオレを見上げ、困ったような表情になる鈴。そんな自覚はなかったので少し動揺するが、それが表には出ないよう努めてオレは答える。


    「……気を使ってくれたことには礼を言おう。だがほかにあるだろ、色々と」


    　エノク＝ケテルというのがオレの名だ。しかし、これまでの人生でオレを〝えーくん〟などと呼んだ人間は鈴のほかにいない。


    「えっとね、一応どっちにしようか迷ってた候補ならあるよ」


    「どんなのだ？」


    　おそらく〝えーくん〟よりはマシだろうと思って訊たずねる。


    「えのくん」


    「は？」


    「だから、えのくん」


    　オレはこめかみに指を押し当て、頭を振る。


    「……聞かなかったことにする。頼むから絶対にその呼び方だけはしないでほしい」


    「分かったよ、えーくん」


    　確信犯的に微ほほ笑えむ鈴りん。


    　オレが要求を呑のんだ直後から、鈴は本当に遠慮なく家族として接してくるようになった。どうしてそこまでオレのような人間を信じることができるのかは分からない。もちろん約束を違たがえるつもりはなかったが、鈴の信頼は時に重くも感じる。


    　──まあこの重さがなければ、オレはこうして生きていなかっただろうが。


    　鈴の家族を続けるために、オレはみっともなく足あ搔がいている。何もしなければオレが復ふく讐しゆうのために利用してきた組織や人々に命を奪われるのは目に見えていた。だから探した。そうならないための方策を。


    　オレにもう、夢はない。ほかにやることがないからこそ、単なる義務感であっても空っぽになった体を動かす理由になりえた。


    　刺客を警戒しながらの旅で接触したのは、強力なボディーガード候補。交渉は難航したが、条件付きで契約することができた。けれど全ての条件が満たされるまで、ボディーガードは仕事をしてくれない。この列車にも乗っていない。別ルートでオレたちと同じ場所へと向かっている。未いまだオレは自分の命を自分で守らなければいけない状況にあった。合流地点までは自力で到達すること──それが提示された条件の一つだ。
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    　列車の速度が次第に落ち、景色の流れが緩やかになっていく。先ほどアナウンスしていた水みな櫛くしという駅に間もなく停車するのだろう。


    　高架上の駅へとゆっくり滑り込んでいく列車。だが水櫛駅のホームに剣けん呑のんな雰囲気の男たちが立っているのに気づき、オレは腰を上げた。体格や立ち姿から見て、武道の心得があるのは間違いない。


    「この駅で降りるぞ」


    　短く告げると鈴りんはこちらを見て首を傾かしげる。


    「え？　でもわたしたちが降りるのって傘さん陽よう駅じゃ──」


    「状況が変わった。ここからは別のルートで美み傘かさ市を目指す。行くぞ、鈴」


    　網棚の上に置いておいた荷物を下ろし、鈴を促す。オレの真剣な声を聞いて鈴も真ま面じ目めな顔になり、それ以上は何も言わずリュックサックを背負った。


    　駅の看板を見ると次が傘陽駅らしい。あと一駅のところで邪魔されたというわけだ。別に腹は立たない。ここまでが上う手まくいきすぎていた。


    　今、オレを狙ねらう組織だけでなく裏の世界全体が〝ある予言〟のせいで混乱している。その隙すきに逃げ切れるかと期待していたが、そこまで甘くはないようだ。


    　列車の中では逃げ場がない。とにかく列車を降り、既に形成されていると思われる包囲網から脱出しなければ……。


    　焦あせりを抑え込み、冷静に思考する。オレはもう絶対的な〝異界の力〟を有していない。


    　以前ならあんな男たちなど恐れるに足りなかっただろうが、今は状況が違う。


    　切り札はあるが、正攻法で敵を突破するのは無理だろう。必要なのは裏をかくこと。相手が想像すらしていない方法で抜け道を探すこと。かつてオレががむしゃらに、危険を顧かえりみず、家族のために金を稼いでいた時と同じだ。


    　──やってみせる。手段を問わなければ決して不可能なことではない。


    　自然と口元が吊つり上がる。獰どう猛もうな笑みを浮かべていることを自覚する。


    　誰であろうと阻はばませはしない。


    　何一つ夢を叶かなえられなかったオレだが、その代わり鈴の夢はどんなことをしてでも全て実現させてやる。


    　今のオレは──ただそれだけのために生きているのだから。
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     第一章　混沌の魔術師


    



    
      １

    


    



    　悪人の味方をしてほしい。


    　世界を〝おしまい〟にしてしまう英え里り香かを、守ってやってほしい。


    　倉くら野の正まさ行ゆきは真剣な表情でそう言って、戸惑う僕に頭を下げた──。


    



    



    　冷たい風が校舎の屋上を吹き抜ける。グラウンドの方角からかすかに朝練に励む運動部の掛け声が聞こえてくる。チチチチと鳴き交わす二羽の小鳥が、屋上のフェンスにとまって羽は繕づくろいを始めた。


    　──一日の始まりを感じさせる活力を内包した静けさ。澄んだ早朝の空気に、長い沈黙が横たわる。


    　僕は給水塔の上に立つ奇抜な忍しのび装しよう束ぞくの男、倉野正行を呆ぼう然ぜんと見上げていた。隣にいる白いコートを着た小柄な少女、朝あさノの宮みや陽ひ名なも困惑した表情を浮かべている。


    　だが黙っていても埒らちが明かないと思ったのか、陽名ちゃんは静寂を破って倉野正行に話しかけた。


    「あの……話が唐突すぎて、よく分からないのですが……」


    　その言葉は僕の思いを代弁していた。


    　理解が追いつかない。状況を把握できない。


    　僕は一週間前、陽名ちゃんに告白され、その返事をするために屋上へとやってきた。悩んだ末に出した結論は「本当の恋人になってほしいという陽名ちゃんの望みには応えられない」というもの。だが陽名ちゃんは即座に修正案を提示し、それなら「アリッサさんと未み由ゆさんを説得できたら自分も恋人にしてください」と畳みかけてきた。


    　効果的な反論ができず、半なかば押し切られるように話を纏まとめられてしまったのだが……その際に陽名ちゃんは「自分たちには時間がないかもしれない」のだと告げた。


    　特別な目を持つ陽名ちゃんには未来が〝ない〟ことが視みえてしまったらしい。もうすぐ何もかもが同時に〝おしまい〟になってしまう可能性がある……そんな予言はとてもすぐに受け入れられるようなものではなく、僕は戸惑うばかりだった。その時点で僕の脳の処理能力は既に限界を超えていた。


    　そしてさらに倉野正行までが突然現れ、陽名ちゃんの言葉を肯定し、〝おしまい〟の原因が英里香にあると言ったのだ。


    　あまりにも衝撃的な台詞せりふを連続で叩たたきつけられて、もはや頭がまともに働かない。


    　納得できないこと、意味が分からないこと、原因が想像できないこと、それらが多すぎて何から問いかければいいのか判断できない。


    「んー、そうだな……何から説明したものか……」


    　腕を組み、思案する倉くら野の正まさ行ゆき。


    　僕らに事情を伝える意思はあるようなので少しほっとする。彼は少なくとも陽ひ名なちゃんより〝おしまい〟について詳しいようだ。それなら持っている情報は全て教えてもらおう。昨日まで滞在していた《方はこ舟ぶね》の人たちも、英え里り香かが何か特別な存在であるかのような態度を見せてはいたが、詳細は一切語ろうとしなかったのだ。


    　情報を小出しにされるのは好きじゃない。状況が分からなければ自分にとって正しい選択を見つけられないし、中途半端な情報と突発的な状況に流されていては、ただ利用されるだけの結果になりかねない。


    　一度大きく息を吐いて、新鮮な空気を吸い込む。体の中に入った冷気が、オーバーヒートしていた頭を少し冷やしてくれた。


    　サングラスとマスクで隠された倉野正行の顔を真まっ直すぐに見つめて、僕は口を開く。


    「正行さん、まず最初に一つ──一番大事なことを聞かせてください。あなたは英里香を守ってほしいと言いましたが……今この時にも英里香の身に何か危険が迫っているんですか？」


    　これだけは確認しておかなければならなかった。もし状況が切羽詰まっているのなら、詳しい話は後回しにせざるを得ない。〝おしまい〟に英里香がどう関わっていようが、まずは彼女の安全確保のために行動するのが最優先になる。


    「いや、今はまだ心配ない。どんな魔術結社も……私自身が所属している組織ですら英里香が〝おしまい〟の原因だとは知らないからな。まあ、時間の問題であるのは確かだが」


    　倉野正行は苦い声こわ音ねで答えた。彼がこの場にいる時点である程度予想できた返答だったが、差し迫った危険はないと知り安あん堵どする。けれど今の言葉だと、彼は自分の組織すら欺あざむいているということになる。


    「分かりました。そういうことなら、まずは話を聞きます。朝のホームルームまで時間は結構ありますから、できるだけ詳しい事情を教えてください」


    　僕がそう言うと倉野正行は重々しく頷うなずく。


    「ありがとう啓けい介すけくん、助かるよ。ではまず物事の発端から──」


    　──ジャッジャッジャ！　ジャジャーン!!


    　真剣な口調で彼が語り出そうとした時、場の雰囲気にそぐわない軽快なノリの着信音が鳴り響く。僕の携帯電話ではない。隣の陽名ちゃんも自分ではないと首を横に振る。ということは……。


    「ああ、すまない。私だ」


    　懐ふところから携帯電話を取り出す倉野正行。


    「これは私がリスペクトしているヒーロー、忍者英雄マキビシマンのオープニングテーマなのだよ。なかなかいい曲だろう？」


    　彼はわざわざ着信メロディの解説をしてから、携帯電話を耳元に当てた。この人はどこまで本気なのか、どうにも見極められない。


    「──どうした？　何かあったか？」


    　辺りが静かなため、倉くら野の正まさ行ゆきが電話に応じる声がこちらまで届く。


    「何？　《群れクラウド》……？」


    　だが彼は途中で驚き混じりの声を上げ、急に声を潜めて話し始めた。口元に手を当てているので、会話がはっきりとは聞き取れなくなる。


    　陽ひ名なちゃんは僕の腕を引っ張ると、顔を近づけて囁ささやいた。


    「啓けい介すけさん、今《群れクラウド》って聞こえたですよね？」


    「ああ……」


    　表情を険しくして僕は頷うなずく。《群れクラウド》というのは世界最大の魔術結社で、何度も僕らと敵対した組織だ。陽名ちゃんもかつてはその一員だった。その名前が出るなんて穏やかではない。


    「必ず…………しろ、分かったな？」


    　倉野正行は電話の向こうにいる何者かへ鋭い口調で指示を出し、僕らへ視線を戻した。


    「啓介くん、悪いが早急に対処しなければならない問題が起きた。話はまた今度だ」


    「ちょ、ちょっと待ってください！　問題って何ですか？　さっき《群れクラウド》って言ってましたけど──」


    「説明している時間はない。では、さらばだ！」


    　そう言うやいなや、倉野正行は給水塔の上から勢いよく跳躍する。屋上を囲む柵さくを飛び越えて、十数メートル下の裏庭へと落下していく。


    「なっ!?」


    　驚いて息を呑のみ、急いで屋上の端へ駆け寄る。もう手が届く距離ではない。だが心配する必要はなかったらしい。


    　彼は空中でフック付きロープを投げて屋上の柵に引っ掛け、そのまま壁を伝うようにしてするすると裏庭へと降り立った。彼が一度腕を振るうとロープが波打ち、簡単にフックが外れる。ロープを回収した彼は素早く傍そばの茂みに飛び込み、姿を消した。まさに忍者さながらの動きだ。


    「あの人、本当に何者なのでしょうか……」


    　呆あきれたような口調で呟つぶやく陽名ちゃん。


    　きちんと話ができていればそれも分かっただろうにと、僕は溜ため息いきを吐つく。英え里り香かの謎が深まっただけで、結局核心に迫る情報は得られなかった。


    「追いかけても捕まりそうにないし、また話しに来てくれるのを待つしかないな」


    　僕の言葉に陽名ちゃんは頷く。


    「そうですね……ただ、あの人が対処しに行った問題に《群れクラウド》が関わっているのなら、ちょっと心配です」


    「《群れクラウド》か……もしかして英え里り香かを狙ねらってきたのか？」


    　僕は柵さくの向こうに広がる美み傘かさ市の景色を眺めながら呟つぶやく。英里香が〝おしまい〟とやらの原因だなんて全然ピンとこないが、仮に事実だとすれば命を狙われる理由になりえる。


    「うーん、どうでしょう。もしそういう事態なら、正まさ行ゆきさんはわたくしたちに協力を求めたと思うです。こんなところに現れたのも、それが目的みたいでしたからね」


    「じゃあ──英里香に危険はなく、僕らの手も不要な問題って可能性が高いのか。まあでも、用心だけはしておいた方がいいな。今日は空が曇っていて由ゆ衣いに会えないだろうから神社に行くつもりはなかったんだけど……やっぱり放課後寄ってみるよ。英里香がいるかもしれない」


    「英里香さん、いつものように神社で魔術の練習をしていますかね……？」


    　疑問の声を上げる陽ひ名なちゃん。言いたいことは分かる。今日は英里香の師匠であるアリッサがいない。帰ってくるのは明後日あさつての予定だ。だから当然魔術の練習も休みのはず。


    「いなかったらいなかったでいい。あくまで念のためだ」


    「わかりました。それなら、わたくしもお供しますです。啓けい介すけさん一人じゃ頼りないですから」


    　陽名ちゃんはそう言って笑い、僕の右手を引っ張る。


    「じゃあそろそろ教室へ行きましょう。コートを着ていても、ここはちょっと寒いです」


    　僕に触れた陽名ちゃんの手はとても冷たい。もしかしたらずいぶん前に屋上へ来て、僕を待っていたのかもしれない。告白の答えを聞くために──。


    　ずきり、と胸の奥が痛む。


    　僕は陽名ちゃんが望む恋人にはなれなかった。


    　陽名ちゃんは最初から僕の返事を予想していて修正案を提示し、その勢いに押し切られてしまったが……彼女の一番の願いに応えられなかった事実は変わらない。


    　こんなにも僕のことを、僕なんかのことを想ってくれる人に、一番の幸せを手渡すことができなかった。さっき僕は、確かにこの子のことを〝フった〟のだ。


    「陽名ちゃん……」


    　思わず、呼びかけてしまう。


    「どうかしたですか？」


    　だが振り返った陽名ちゃんは笑顔で、僕は何も言えなくなる。今いま更さら謝っても意味がない。そんなことは陽名ちゃんも求めていない。そう感じた。


    「いや……何でもない」


    　僕は苦笑を浮かべて、首を横に振る。


    「ふふ、変な啓介さんなのです。あ、もしかして数学の宿題を忘れてしまったのですか？」


    「え？　数学の宿題？　そんなのあったっけ？」


    　ぽかんとする僕を見て陽名ちゃんは嘆息する。


    「ありましたよー。連休だからって、どっさり出されたじゃないですか。もう……仕方ないですね……教室に戻ったら手伝ってあげるのです」


    「写させては……くれないのか？　何なら昼飯とか奢おごるけど……」


    　縋すがるように問いかけるが、陽ひ名なちゃんは厳しい眼まな差ざしで僕を見る。


    「それじゃあ啓けい介すけさんのためにならないのです。幸い数学は五時間目なので、休み時間をフルに使えば何とかなるはずです。忘れたなんて先生に言ったら、たぶん居残りですよ？　そうなると放課後に神社へ行く時間がなくなってしまうです」


    「うぅ……意地悪だ」


    「ふふ、これまでは啓介さんを困らせるいじわるばかりしていましたけど、これからは啓介さんのためになるいじわるをたくさんしていくつもりです。覚悟してくださいね？」


    　弾んだ声で陽名ちゃんは言う。校舎の中に入り屋上への扉を閉めると、だいぶ寒さが和やわらいだ。


    「ど、どうしてそんな方針転換を……？」


    　理由が分からず訊たずねると、陽名ちゃんは階段の踊り場で足を止めて微ほほ笑えむ。


    「だって──好きな人にはもっと素敵になってほしいのです」


    　陽名ちゃんは頰ほおを染めながらも、躊躇ためらわずにはっきりと自分の想いを口にした。


    「っ……!?」


    　僕は思わず視線を逸そらし、顔を背そむける。顔と耳が熱い。とてもじゃないが真まっ直すぐ陽名ちゃんの目を見ることができなかった。


    　先ほどまで感じていた痛みとは別の苦しさが胸を締めつける。


    　どうして陽名ちゃんは、僕にここまで……。


    　上う手まく言い表わせない感情が湧わきあがってきて、この場から逃げ出したくなる。


    　けれど、陽名ちゃんの冷えきった細い指先を振りほどくことは……どうしてもできなかった。


    　結局そのまま、生徒の姿がない静かな校舎を二人で歩く。


    　教室へたどり着いた時──陽名ちゃんの手には、ほんの少しだけ温ぬくもりが戻っていた。
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    　その日の授業は普段よりも三十分ほど遅れて始まった。


    　近くの駅でトラブルがあり、電車通勤している先生たちが足止めを食らったらしい。その一人だった国語教師は、何者かが電車内に設置されている非常用の消火器を噴射するなどの悪質な悪いた戯ずらを行ったようだ──と腹立たしげに語っていた。


    　この件は正まさ行ゆきさんが対処しに向かった問題と何か関係があるのだろうか……。


    　八つ当たり気味に〝一人の悪意がどれだけ世間に迷惑を与えるか〟ということを語り続けている国語教師。その様子を眺めつつ、僕は事件と正まさ行ゆきさんとの関連性を考えていたが……情報があまりに少なすぎて結論を出すのは不可能だった。


    　陽ひ名なちゃんも同意見だったようで、とりあえず僕らは最も差し迫った問題である数学の宿題に休み時間を費やした。


    　飛び級で僕らの学年に転入してきた陽名ちゃんはクラス一の秀才で、勉強を教えるのも上う手まい。僕はかろうじて昼休み中に宿題を終わらせ──何とか居残りを避けることができた。


    　そして放課後、僕は急いで帰り支度をする。英え里り香かは僕らより先に神社へ来ていることが多い。いるかいないかは分からないが、早めに向かった方がいいだろう。


    　しかし僕が席を立った瞬間、誰かが後ろから服の端を引っ張った。


    「うわっ、とと……」


    　崩れかけたバランスを慌てて立て直し、振り返る。するとそこには膨ふくれっ面で僕を睨にらむ少女の姿があった。


    「み、未み由ゆ？」


    　僕は彼女の名前を口にする。彼女──友とも月づき未由は僕のクラスメイトであり、僕にとってとても大事な人。肩までの黒髪と陶磁器のような白い肌は、まるで精せい緻ちに作られた人形のように美しい。だが今の未由は何な故ぜか肌をわずかに紅潮させ、僕をじっと見据えている。その黒い瞳は少し涙目だ。


    「啓けい介すけくん……もう帰っちゃうの？」


    　僕が制服の上に羽は織おった黒い上着の端を摘つまみ、小さな声で問いかけてくる未由。まるで今にも未由が泣きだしてしまいそうな様子に見えて、僕は慌てる。


    「あ、ああ、今日はちょっと用事が……って、それより未由こそどうしたんだ？　何か……あったのか？」


    　心配になって訊たずねると、未由はますます不機嫌そうな顔になって僕を睨んだ。


    「……何か、じゃないよ。啓介くん、今日はほとんど私に話しかけてくれなかったじゃない」


    「あ──」


    　言われて気づく。休み時間はずっと数学の宿題にかかりきりだったので、一緒に昼食をとることもできなかったのだ。思い返すと今日は陽名ちゃんとしかまともに会話をしていない。


    「朝からずーっと陽名さんと一緒に宿題してたよね？　勉強の邪魔しちゃ悪いと思って我慢してたけど……私、待ってたんだよ？　《方はこ舟ぶね》で別れてからの話、色々聞きたかったのに……」


    　僕らは昨日までの三連休を利用してアリッサの故郷である《方舟》に滞在していた。けれど僕とアリッサと英里香は《方舟》中枢の《箱ガー庭デン》へ向かうため、途中から未由たちと別行動をとったのだ。未由がその時のことを知りたがるのは当然だ。僕も今日学校で皆に会ったら話すつもりでいた。


    　だが今朝は色々なことがありすぎて、休み時間は数学の宿題に手一杯で、いつの間にかすっかり頭から抜け落ちてしまっていた。


    「──ごめん、未み由ゆ。《箱ガー庭デン》であったことは、必ず話すよ。でも今はちょっとやることがあって……」


    「啓けい介すけくんの用事って何？　私には、言えないこと？」


    　僕の上着をぐっと握りしめ、詰め寄ってくる未由。きちんと説明しなければ放してくれそうにない。


    　神社へ行くのはあくまで念のため。英え里り香かはアリッサの不在を知っているので、空から振りに終わる可能性が高い。ほかのみんなを誘わなかったのは無駄足に付き合わせるのを悪いと思ったからなのだが……。


    　するとそこに帰り支度を終えた陽ひ名なちゃんがやってくる。


    「啓介さん、そろそろ行かないと日が暮れちゃいますよ？」


    　暖かそうな白いコートを制服の上に着た陽名ちゃんは、急せかすように僕の腕を引っ張った。


    「……どういうこと？　また、陽名さんと一緒なの？」


    　ますます未由の眼まな差ざしが鋭くなる。気温は低いのに背中が汗で濡ぬれる。


    　こうなったら事情を伝えるしかないだろうと僕は口を開くが、その直前で陽名ちゃんが割り込んだ。


    「未由さん、気になるなら一緒に行きましょう。歩きながら説明するです」


    「へ？　あ……うん」


    　にっこりと微ほほ笑えんで言う陽名ちゃんに毒気を抜かれ、未由は頷うなずいた。


    　僕は右腕を陽名ちゃんに、上着の裾すそを未由に摑つかまれ、引き摺ずられるようにして教室を出る。


    「──あら？」


    　廊下で友達と談笑していたクラスメイトの冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えが僕らの様子を見て、苦笑を浮かべた。


    「遠とお見みくん、何だか大変そうな状況ね。まあたぶん自じ業ごう自じ得とくなんだろうけど」


    　長い髪をかき上げ、哀れむような眼まな差ざしを向ける冬上。悔しいが、その通りなので反論できない。


    「わたくしたちはこれから神社へ行くつもりなのですが、雪絵も来ますか？」


    　陽名ちゃんが足を止めて冬上に訊たずねる。


    「んー、私は遠慮しておくわ。今日ツグミちゃんが学校を休んでいるみたいだから、帰りに教会へ寄ってみるつもりなのよ」


    　そんなことは初耳だったので僕は驚く。


    「ツグミ、風か邪ぜなのか？」


    「分からないわ。あの子、風邪なんか引きそうにないから余計心配なのよね……」


    　ツグミに対してだけは多少過保護な面がある冬上は表情を曇らせた。


    　僕らの後輩として学園の中等部に通うツグミは、陽名ちゃんと同じくかつて《群れクラウド》の一員だった。常人離れした身体能力と特殊な力を持っているツグミが、風か邪ぜで寝込んでいる様子はなかなか想像し難がたい。何か用事があって学校を休んだだけという可能性もある。


    「確かに心配だな……風邪だったら、お大事にって伝えといてくれ。明日も休んでいるようなら、今度は僕もお見舞いに行くから」


    　僕の言葉に冬ふゆ上がみは頷うなずく。


    「分かったわ。任せといて」


    　ひらひらと手を振る冬上と別れ、僕らは下駄箱へと歩き出す。


    「さっき神社へ行くって言ったけど、何をしに行くの？」


    　未み由ゆが不思議そうに陽ひ名なちゃんへ問いかけた。空が曇っている日は由ゆ衣いと会えないことを未由も知っているのだ。


    「それは学園を出てから話すです。ここではどこで誰が聞いているか分からないですからね」


    　授業が終わって間もない校内は、まだたくさんの生徒で[image: ]あふれている。今朝の出来事を説明するのは、もう少し人ひと気けのないところの方がいい。


    「……また何か、起こったんだね」


    　未由は真ま面じ目めな顔になるが、陽名ちゃんは曖あい昧まいな笑顔を浮かべた。


    「まあそういうことなのですが……ほかにも理由はあるのです。正直、人に聞かれると恥ずかしい内容が混じっていますから」


    「恥ずかしい……？」


    　意味が分からないようで、首を傾かしげる未由。だが僕には察しがついた。倉くら野の正まさ行ゆきの話をするには、まず何な故ぜ早朝に二人で校舎の屋上にいたのかを語らなければならない。そこを仮にぼかしたとしても、未由は疑問を抱くだろう。


    「わたくし、未由さんにとても大事な話があるのですよ。その機会が早く巡ってきてよかったです。時間は──無駄にできないですから」


    　言う気だ。陽名ちゃんは言う気だ。


    　どっと汗が噴き出す。僕は陽名ちゃんの願いを拒んだ。しかしその後に陽名ちゃんが提示した修正案については、勢いで押し切られたような形になっている。


    　それについては改めて陽名ちゃんと話し合うつもりだったのだが……もうそんな余裕はなくなってしまった。


    　陽名ちゃんは〝未来がない〟ことを視みてしまったらしい。具体的に何が起こるかは分からず、陽名ちゃん自身も確信が持てないでいるようだ。けれど〝おしまい〟を恐れた陽名ちゃんは、僕との関係を変えようとしている。先ほどの言葉通り──残り少ないかもしれない時間を無駄にしないために。


    　陽名ちゃんは強い意志を瞳に宿らせ、未由を見つめていた。後戻りは不可能なのだと僕は悟る。


    　こうなったら僕もありのままを語るしかないだろう。噓うそや言い訳だけは口にしてはいけない。


    　……本当に自じ業ごう自じ得とくだからな。


    　僕は小さく息を吐き、覚悟を決めた。


    　結局のところ僕は陽ひ名なちゃんの〝手の握り方〟を選んだだけで、〝手を離す〟ことはできなかったのだから──。


    



    



    　傘さん陽よう学園の校門前には細い川が流れている。早朝に薄く張っていた氷は既になく、川面は西日を反射して黄金色に輝いていた。


    　この川に沿って上流へ行くと女子寮があり、下流へ向かうと男子寮がある。神社は川の上流方向なのだが、学園側の道は帰宅する女生徒たちで[image: ]あふれている。そのため僕らは橋で向こう岸に渡ってから話を始めた。


    　こちらの道は学園側よりも細く、人通りは少ない。歩きながらの内緒話には適している。


    「──うーん、〝おしまい〟がどうとかいう話はピンとこないけど……英え里り香かちゃんが狙ねらわれるかもしれないのなら、確かに様子を見に行った方がいいね」


    　今朝の出来事をとりあえず正まさ行ゆきさんが登場した辺りから説明すると、未み由ゆは多少戸惑った様子を見せながらもそう言った。


    　ほぼ同じ意見だった僕は未由の顔を見て頷うなずく。


    「ああ、僕も〝おしまい〟については正直半はん信しん半はん疑ぎだ。《群れクラウド》が本当に動いているかも分からない。でも、やれることはやっておかないと後悔するかもしれないからな」


    「うん……そうだね。あ、けどさっきの話だと、陽名さんは〝おしまい〟を視みて──というか、予知しているんだよね？　それってどういうものなの？」


    　未由に問いかけられた陽名ちゃんは、ちょっと困った表情を見せる。


    「えっとですねー……わたくしの力は、本来目に見えないものが〝色〟で分かる……という程度のものなのですよ。感情や気配の色の変化で未来を予測することはできますが、明確なビジョンが視えるわけじゃないのです」


    「そっか……じゃあ少し質問を変えるね。陽名さんはどうして〝おしまい〟が来ると思ったの？」


    「──全てが無色になってしまったからです」


    　陽名ちゃんは硬い声で答える。


    「無色？」


    「はいです。対象を長く、じっと見つめることで、わたくしはその先に変化する色を──未来の可能性を視ることができるのですが、それが全部無色だったのです。最初は未来を視る力を失なくしてしまったのだろうと思ったのですけど、やがて自分は〝何もない〟未来を視ていることに気づきました」


    「何もない未来……か。あの、気を悪くしないで聞いてほしいんだけど……陽ひ名なさんの予知ってどれぐらいの確率で当たるの？」


    　当然といえば当然の疑問を未み由ゆにぶつけられて、陽名ちゃんは苦笑を浮かべた。


    「的中率はそんなに高くないですよ。未来なんてちょっとした行動一つで変わるものですから。でも……どうしても、無色の未来は消えませんでした。皆さんが《方はこ舟ぶね》へ行っている間、いろんなことを試したんですけどね……」


    「例えば、どんなことをしたんだ？」


    　僕は気になって問いかける。


    「急いでそうな人にわざわざ声をかけて道を訊たずねたり、枯れかけていた草花に水をやって元気にしたり、とにかく色々しましたです」


    「何て言うか……すごく地味な嫌いやがらせと善行だな」


    「地味でも、こんな程度のことでも、未来は変わるものなのです。今までは……そうでした」


    　それなのに目に映る無色の未来は変わらなかったということか。僕らが《方舟》のビーチで遊んでいた時に、陽名ちゃんは一人で頑張っていたのだ。そう考えると申し訳なくなる。


    　未由も気まずそうに視線を落としていた。しばらく沈黙が続き、空気が重くなる。


    「……すみませんです。不安を煽あおるようなことばかり言ってしまって。未来視に特化した魔術師なら、もっとはっきりしたことを言えるのだと思うのですが……」


    　雰囲気を暗くしたことを気にして謝る陽名ちゃん。僕と未由は慌てて首を横に振る。


    「いや、陽名ちゃんは何も悪くないって！」


    「そ、そうだよ。何も知らないよりも、ずっといい。教えてくれてありがとう、陽名さん」


    　陽名ちゃんは僕らの言葉を聞いて安あん堵どした顔になる。


    「そう言ってくれて助かります。〝おしまい〟についての詳しい事情……英え里り香かさんが原因というのはどういう意味なのか……それらは正まさ行ゆきさんが教えてくれるまで待つしかないかもです」


    「まあ向こうも僕らに頼みたいことがあるようだったし、用事が片付けばすぐに現れるはずさ。また変なところからいきなり、な」


    　冗談めかして僕が言うと陽名ちゃんは頷うなずく。


    「そうですね、突然給水塔の上に登場した時はすっごく驚いたです」


    　忍しのび装しよう束ぞくで仁に王おう立だちする倉くら野の正行の姿を思い出したのか、口元を押さえて笑い始める陽名ちゃん。僕も釣られて笑ってしまう。


    　だがそんな僕らの様子を眺めていた未由が呟つぶやいた一言が、空気を凍りつかせた。


    「──そういえば、どうしてそんな朝早くに二人で屋上にいたの？」


    　僕と陽名ちゃんは笑みを引っ込めて、未由を見る。


    「え？　な、何？　私、何か変なこと言った？」


    　戸惑う未み由ゆ。陽ひ名なちゃんはコホンと小さく咳せき払ばらいをしてから口を開いた。


    「あのですね……そのことでわたくしは未由さんに大事なお話があるのです」


    　歩調を緩ゆるめ、真ま面じ目めな口調で話し始める陽名ちゃん。僕らも歩く速度を合わせる。


    　僕は口を挟まず、説明は陽名ちゃんに任せようと決めた。僕はもう陽名ちゃんに答えを返した。それを陽名ちゃんがどう受け取り、どう考えたかが、朝の出来事の〝結果〟なのだと思う。


    「大事な話？」


    　真剣な陽名ちゃんの顔を見て、未由は居住まいを正した。


    「はいです。未由さん、お願いがあります──」


    　陽名ちゃんはそこで一旦言葉を切り、大きく息を吸う。そして肺に溜ためた空気を一気に、想いを込めた声と共に吐き出した。


    「──わたくしと啓けい介すけさんの交際を、認めてください！」


    　空気が静止する。皆の足が止まる。未由はぽかんと口を開けて陽名ちゃんを見つめた。


    　過程どころか結果すら素っ飛ばした一言に、僕は焦あせる。てっきり順を追って説明するかと思っていたのに、陽名ちゃんが口にしたのは未来への希望だけだった。後戻りしないにも程がある。


    　次第に未由の顔が引きつり始め、その視線が僕の方へゆっくりと移動する。


    「ねえ、啓介くん……これは、どういうこと？」


    　ぎこちない笑みを作って僕に問いかける未由。その迫力に体が震ふるえた。


    　口は挟まないと決意した直後だったが、これは弁解しないと非常にマズイ。どうすべきかと視線を彷徨さまよわせていると、何な故ぜかあたふたと慌てている陽名ちゃんに気づく。


    「あ、あのあの、ごめんなさいです。順序を間違えてしまいました！」


    　両手をばたばた振りながら、僕と未由の間に割って入る陽名ちゃん。


    「わたくしとしたことが……緊張して最後に言おうと思っていた台詞せりふを、最初に言ってしまったのです」


    「ふうん……最後には言おうと思ってたんだ」


    　ますます僕へ向ける未由の眼まな差ざしが鋭くなるが、陽名ちゃんはピョンピョン飛び跳ねてそれを遮さえぎる。


    「待ってください！　勘違いしてはいけないのです。啓介さんはむしろ、未由さんにとって嬉うれしいはずのことをしたのですよ？」


    「嬉しいこと？」


    　未由は首を傾かしげ、訝いぶかしげに問い返した。


    「はいです。わたくしは啓介さんに告白して──まあ、その、フられてしまったのですよ。つまりは未由さんとアリッサさんの方を啓介さんは選んだのです」


    「へ……？」


    　先ほど「交際を認めてくれ」と言われた時以上に呆ぼう然ぜんとなる未み由ゆ。完全に想定外の台詞せりふだったらしい。


    「そのことを、嬉うれしくないとは言わせませんよ？　もし嬉しくないと言うなら、わたくしが未由さんのことを啓けい介すけさんの恋人として認めないのです」


    「え？　あの、その……わ、私は……えっと──」


    　未由はしどろもどろになり、無意味に手を上げ下げしている。確認するような視線を向けられ、僕は小さく頷うなずく。そこでようやく状況を認識できたようで、未由の顔に驚きが広がった。


    「ほ、本当に陽ひ名なさん……啓介くんに告白したの？　啓介くんのことが、その……異性として好き……なの？」


    「もちろんです。わたくしは啓介さんのことが大好きで、だから告白したのですよ。未由さんはわたくしが好きでもない相手に告白すると思うのですか？」


    「それは、思わないけど……」


    　陽名ちゃんにとって僕が大切な人の仇かたきであることは、未由も知っている。だからすぐに納得できないのだろう。


    「ただし、わたくしが啓介さんにした告白は──未由さんやアリッサさん以上の〝本当の恋人〟に……たった一人の大切な人にしてほしいというものでした。それは残念ながら断られてしまいましたが、わたくしはまだ諦あきらめていません」


    　落ち込んだ顔など見せず、陽名ちゃんは挑むような目つきで未由を見上げる。


    「一番になれないのなら、未由さんやアリッサさんと同じ立場で妥協します。啓介さんは渋っていますが……お二人が許してくれれば、きっと頷いてくれるはずなのです。だから未由さん、わたくしと啓介さんの交際を認めてください！」


    　頭を下げ、先ほどと同じ台詞を口にする陽名ちゃん。


    「み、認められるわけないよ。だってそんなの……嫌いやだもの」


    　多少気け圧おされながらも未由は断る。


    「啓介さんを二人占めなんてズルいです。わたくしは啓介さんのことが一番大好きで、啓介さんもわたくしに好意を持ってくれています」


    　陽名ちゃんの真っすぐな想いに思わず顔が熱くなる。


    「たとえ一番じゃないとしても、女の子として見てくれています。わたくしと未由さんたちに違いはほとんどないはずです。それなのに恋人は先着順だなんてヒドイのです」


    　陽名ちゃんは語気を強めて畳みかけるが、未由の瞳にも強い光が宿る。


    「……言いたいことは、分かるよ。たぶん、陽名さんの言っていることは間違っていないんだと思う。でも……たとえ酷ひどくても、こういったことは大抵先着順で、それはどうしようもないことなんじゃないかな」


    　声から動揺を消し、笑顔さえ浮かべて答える未み由ゆ。それは今まで見た未由の表情の中で最も恐ろしく感じる笑みだった。けれど陽ひ名なちゃんは怯ひるむことなく、言い返す。


    「先着順というのは最初から枠が決まっている場合にのみ意味があるのです。〝恋人〟という席にアリッサさんと二人で座っている未由さんは、既にその枠を壊してしまっています。それなのに先着順を主張するなんて、ちゃんちゃらおかしいのです」


    　二人のやり取りに肝きもが冷える。口を挟むどころか、身動きすらできない緊張感が場を覆おおっていた。


    「──そうだね、確かに私自身は主張しちゃダメなのかも。それなら、啓けい介すけくんに決めてもらえばいいんだよね？」


    　急に名前を呼ばれてビクリとする。だが陽名ちゃんは首を横に振り、口を開きかけた僕を制した。


    「啓介さんの答えはもう既に聞いています。未由さんとアリッサさんが認めない限り、わたくしは受け入れてもらえないでしょう」


    「なら……結論は出てるよね？　私はさっき嫌いやだって言ったんだから」


    　未由は胸を張って言うが、陽名ちゃんは小さく笑って肩を竦すくめた。


    「いいえ、まだですよ。未由さんには、わたくしの意見を一方的に却下する権利はありません。対等に、啓介さんを賭かけて勝負する義務があります」


    「義務？　そんなもの──」


    「ないと言い切れますか？　戦いのどさくさに紛れて……わたくしの知らないうちに啓介さんの隣を手に入れておいて……何の負い目も感じないのですか？　不公平だとは……思ってくれないのですか？」


    　目め尻じりに涙を溜ためて訴える陽名ちゃん。それを見た未由はさすがに強気な姿勢を崩し、狼狽うろたえた。


    「ひ、陽名さん……な、泣かないでよ」


    「泣きたくもなります！　未由さんとアリッサさんのお二人が啓介さんの恋人に……なんて、そんなふざけた状況を知った時……わたくしがどれだけショックを受けたのか、分かるのですか？」


    「う……」


    　陽名ちゃんに詰め寄られ、困り果てた様子の未由。


    「だから未由さん、対等な勝負を受けてください。そうじゃないと、わたくしは納得できません！」


    「聞くだけ聞くけど…………勝負って、何をするつもりなの？」


    　未由は大きく息を吐いてから、渋々といった様子で問いかけた。先ほどのように一言で切り捨てるのは、可哀かわい想そうだと思ったのかもしれない。


    　だが陽ひ名なちゃんは苦笑を浮かべて言う。


    「あ、それは考え中なのです」


    　肩透かしを食らった未み由ゆは、額に手を当てて首を振った。


    「陽名さん……そこまで言ったんなら、勝負方法ぐらい考えておいてほしいな」


    「仕方ないじゃないですか、時間がなかったのです。それに、アリッサさんとも話した上で決めた方がいいと思うので、もう少し待ってくださいです」


    「ちょ、ちょっと、私はまだ勝負するなんて言ってないよ！」


    　未由は慌てて異議を唱となえるが、陽名ちゃんは瞳を潤うるませて悲しそうに呟つぶやく。


    「勝負、してくれないんですか？　わたくしは、チャンスすらもらえないのですか？　未由さんやアリッサさんは、負けても啓けい介すけさんを失うわけじゃないのに……」


    「うぅ……もう、だから泣くのは卑ひ怯きようだよ。分かった、分かったから……」


    　諦あきらめた顔で陽名ちゃんの提案を受け入れる未由。


    　同学年のクラスメイトとはいえ、幼い容姿の陽名ちゃんを泣かせるのはいたたまれなかったようだ。


    　こんな状況にしてしまったのは、間違いなく僕の責任。疲れた様子で肩を落としている未由を、僕は不ふ甲が斐いない思いで眺める。すると横から服の袖そでをくいくい引かれた。視線を下ろすと陽名ちゃんが未由には見えないようにＶサインを出して、悪いた戯ずらっぽく笑っていた。
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    　僕も未み由ゆと同じようにがっくりと肩を落とす。


    　陽ひ名なちゃんの言葉と涙は、いったいどこまでが本気で、どこまで演技だったのか──どれだけ考えても僕には分かりそうにない。


    　ただ一つ確かなのは、きっと僕ではどうやっても陽名ちゃんに勝てないのだろうということだけだった。
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    　勝負の件はとりあえずアリッサが戻ってくる木曜まで持ち越しとなり、僕らは神社への歩みを再開した。


    　あれだけ言い争いをした後だというのに、陽名ちゃんと未由は僕を挟んで普通に話をしている。切り替えが早すぎて、僕にはついていけない。


    「──未由さん、わたくし知っているのですよ？　寮の部屋にこっそりウェディングドレスのカタログを持ち込んで、毎晩ベッドの中で眺めていますよね？」


    　陽名ちゃんがいきなりそんなことを言い出して、僕は咳せき込む。


    「ひ、陽名さん!?　な、何でそれを……」


    　未由は狼ろう狽ばいし、顔を真っ赤にした。


    「ふふ、未由さんは夢中になるあまり、周囲への警戒が手薄になっているのです。けど、未由さんもしたたかですよね。アリッサさんを出し抜いて、自分が啓けい介すけさんと結婚する気満々なのですから」


    　女子寮で未由と相部屋の陽名ちゃんは、意地悪く微ほほ笑えむ。


    「だ、出し抜くだなんてそんな……ただ、アリッサさんの戸籍は色々ごまかしているだけだから、ちゃんと籍を入れるなら私の方かなって……」


    「それを出し抜くというのです。わたくしも未由さんと九く棚だなさんにいろいろ便べん宜ぎを図ってもらった身ですから強くはいえませんが、結婚をそういう基準で決めるのはよくないと思います」


    　まるで僕がいないかのごとく、交わされる会話。僕は一人気まずく、肩をすぼめているしかない。というか、本当に僕がいることを忘れているんじゃないかという気がしてくる。


    　女の子というのはやはり底が知れない。


    　二十分ほどの道のりは、普段より何倍も長く感じた。道の先に赤い鳥居が見えてきた時は心底安あん堵どし、喜々として前方を指差す。


    「二人とも、神社が見えたぞ！」


    「はい？　言われなくても分かってますが……」


    　陽名ちゃんは会話を止め、訝いぶかしげに僕を見る。


    「啓介くん、何だかちょっと変なテンションだよね……」


    　未み由ゆには心配そうな顔をされてしまった。


    　こんなテンションにならざるを得なかったのは二人のせいだ──なんてことを言えるはずもなく、僕は苦笑いを浮かべながら腕を下ろす。


    「は、はは……と、とにかく急ごう。英え里り香かがいるかもしれない」


    　力のない声で僕は言い、歩調を速めた。


    　鳥居の前にたどり着く。鳥居の向こうには山頂の社やしろへ続く石段が伸びているが、英里香の姿は見えない。


    　長い石段を上り、社殿の周辺も捜してみる。だがどこにも英里香はおらず、僕らは鳥居の前まで引き返してきた。


    「──英里香さん、来ていないようですね。まあ明後日あさつてまでアリッサさんは帰ってこないのですから、当然と言えば当然なのですが」


    　陽ひ名なちゃんは神社を振り返って呟つぶやく。


    「そうだな……無駄足にはなったけど、英里香が寄り道せず家に帰っているのならむしろ安心だ。二人とも付き合ってくれてありがとう」


    　僕は陽名ちゃんと未由に礼を言う。道中は正直生きた心地がしなかったが、二人がいて心強かったことも確かだ。何か起こった場合の対応力や戦闘力は、僕より彼女たちの方がずっと高い。


    「いえいえ、わたくしは〝好き〟でついてきただけですから。そうですよね、未由さん？」


    　どこか含みのある口調で同意を求める陽名ちゃん。


    「う、うん……まあ、お礼を言われるようなことじゃないと思うよ。英里香ちゃんのことが心配なのは、私も一緒だし。何かあったら必ず教えてね？」


    　苦笑いを見せて未由は頷うなずき、僕に念を押した。


    「ああ──分かった。じゃあ僕は駅前の方に寄って帰るつもりだから、ここで解散にしよう」


    「はいです。では、また明日」


    　陽名ちゃんは胸の前で小さく手を振り、背を向ける。


    「じゃあね──啓けい介すけくん」


    　未由もそう言って微ほほ笑えむが、すぐには歩き出さず──僕の耳元に口を寄せた。


    「色々と不満はあるけど……陽名さんとも付き合うことにしたから──なんて啓介くんが言い出さなくて、よかった。もしそんなこと言われたら……私、泣いちゃってたかもしれない」


    　陽名ちゃんには届かない声で囁ささやく未由。


    「きちんとできなくて、本当にごめん……」


    「そうだね、正直もうちょっと頑張ってほしかったな。だけど……最低限の線引きはしてくれた。後は私に任せておいて」


    「え？　任せるって何を……」


    　僕はきょとんとして問いかける。すると未み由ゆは何がおかしいのか、口元に手を当てて笑う。


    「ふふっ、何ってもちろん陽ひ名なさんとのことだよ。勝負は受けちゃったけど、絶対に負けたりしないから。啓けい介すけくんの心をこれ以上、ほかの子に取られたくないもん」


    　とても魅力的な笑顔なのに、とても嬉うれしい言葉なのに、何な故ぜか背筋に震ふるえが走り、体が竦すくむ。未由の全身からただならぬ気迫を感じた。


    「また明日ね、ばいばい」


    「あ、ああ……また、明日な」


    　掠かすれた声で返事をし、軽く手を振り返すのが精一杯だった。小走りで陽名ちゃんに追いついた未由は、談笑しながら遠ざかっていく。


    　並んで歩く二人の姿はとても仲の良い友人同士にしか見えない。けれど僕は、この世で最も恐ろしいものの一つを目にしている気がしてならなかった。


    　立ち止まっていると寒さが足元から這はい上がってくる。二人の様子が不安ではあったが、アリッサの帰還までは何もないはずだと自分に言い聞かせ、背を向けた。


    　街の中心部へ向かう道を歩き出す。


    　今日はいろいろと買い物の予定があった。


    　連休中は部屋を空けることが分かっていたので、日持ちしない食べ物は事前に片付けたのだが……そのせいで冷蔵庫の中が寂しいのだ。


    　それに──もう一つ。駅前には英え里り香かが住んでいるマンションがある。《方はこ舟ぶね》からの帰還後に英里香を送っていったので場所は知っている。


    　神社にいない以上、とっくに家へ帰っている時間だが……念のため英里香のマンションの様子も見ておくつもりだった。


    　駅へ近づくほどに人通りは増え、道幅は広くなり、行き交う車も多くなる。賑にぎやかな大通りに出ると、既にクリスマス用の装飾を凝らしている店舗が目立った。まだ十一月だというのに気が早い。


    　駅の方向から流れてくる人波に逆らってしばらく歩くと、英里香のマンションが見えてきた。以前来た時は夜だったので気づかなかったが、敷地の柵さくや地下駐車場の入り口に監視カメラが設置されている。多少気き後おくれしつつも、正面玄関へ向かう。


    　ポストで部屋番号が分かれば、インターフォンを通して話せるかもしれない。帰宅していることが分かれば、それで僕の用事は済む。


    　入り口は自動ドアになっており、僕が近づくと勝手に開く。エントランスには部屋数分の郵便受けがあったが、そのほとんどに名札が入っていない。倉くら野の、という名前も見つからなかった。安全上、わざと書いていないのだろう。そこから先へ進むには暗証番号の入力などが必要らしく、僕は諦あきらめて外へ出る。


    　ちょうどマンションに入ってこようとしていた女性とすれ違い、訝いぶかしげな目で見られてしまった。もしかしたら少しばかり挙動不審だったかもしれない。


    　僕は足早にその場を離れながら息を吐いた。そうそう上う手まく英え里り香かと会えるはずがないし、こうなることは想定済みだ。さっさと買い物を済ませて寮へ帰ろう。


    　見た感じ、マンションで何かが起こっている様子もなかった。今回は僕の考えすぎだったのだろう。


    　駅前のショッピングモールを目指して僕は歩く。けれどその時──行き交う車を挟んだ向かいの通りを、誰かが全速力で走っているのが目に留まった。


    　背負った赤いランドセルを揺らし、重そうな長い髪を振り乱し、息を切らして走っているのは、まさしく僕が捜していた少女だった。


    「──英里香？」


    　僕は少女の名を呟つぶやき、眉まゆを寄せる。マンションがあるのは通りのこちら側だ。見たいテレビがあるので家路を急いでいるというふうにも見えない。


    　どこからかクリスマスソングが流れてくる街は活気に[image: ]あふれ、騒がしい。ここから呼びかけても気づいてはくれないだろう。


    　どうすべきか迷いながら英里香の姿を目で追っていると、彼女は唐突に角かどを曲がり、細い裏道へと入ってしまった。その姿が見えなくなる。


    「──っ！」


    　考えている場合ではないと、僕は走り出す。点滅を始めた信号を慌てて渡り切り、英里香が消えた路地の前までやってきた。


    　小さなスナックやラーメン店が並ぶ通りは薄暗く、英里香の姿は見えない。


    「くそっ！」


    　小さく毒どく吐づいて、僕は英里香を捜す。


    　──まさか、誰かに追われているのか？


    　通りで見た時、英里香を追跡している人物の姿はなかった。けれどもし仮に《群れクラウド》が美み傘かさ市へ入り込んでいて、英里香を狙ねらっているとするならば……特殊な力を用いる相手の可能性がある。


    　ひどい焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれながら走る。英里香はアリッサの弟子で、魔術師だ。攻撃魔術は使えなくても、大抵の危機なら自力で乗り越えられるとは思う。けれど本当の悪意に晒さらされた時、まだ小学生の英里香が実力を発揮できる保証もない。事実、《方はこ舟ぶね》で禍まがつ神かみと相対した時、英里香はとても怖がっていた。


    「英里香！」


    　名前を叫んでみるが、返事はない。けれど突き当たりの角を曲がった時、路地の奥に赤いランドセルが見えた。


    「英里香っ!!」


    　僕が大声で呼びかけると、英え里り香かはこちらを振り向く。


    「啓けい介すけお兄様……？」


    　駆け寄った僕をびっくりした顔で見上げる英里香。


    「大丈夫か!?　どこも怪け我が、してないよな？」


    「え？　は、はい……別に怪我はしてません」


    　僕の剣幕に戸惑いながら、英里香は頷うなずく。僕はその様子を見て、想像していたような事態ではないようだと気づいた。


    「英里香は……誰かから逃げていたんじゃないのか？」


    　確認するように問いかける。


    「いいえ、違います。追いかけられているのは私じゃありません」


    「私じゃない？」


    　英里香の言い回しがよく分からず、僕は聞き返す。


    「実はその……さっき、怖そうな人たちから逃げている人を見かけたんです。それで助けなきゃと思って後を追ったんですが……見失ってしまったみたいです」


    　まるで悪いた戯ずらがバレた時のような表情で、気まずそうに答える英里香。


    　僕は額を押さえて、大きく嘆息する。


    「つまり──英里香は〝正義の味方〟をしようとしてたってことか？」


    「は、はい……」


    　英里香が狙ねらわれているわけではなかったことに安あん堵どするが、徐々に怒りが湧わいてくる。


    「あのな、英里香はまだ魔術師の修業中だろう？　攻撃魔術も教わっていないし、アリッサから許可も出ていないのに、そんなことをするのは無謀すぎるんじゃないか？」


    　厳しい口調で僕は言う。英里香はアリッサのように素早く魔術を使うことができないので、敵が複数だと対応しきれなくなる可能性が高い。そのうえ、相手が一般人の場合は魔術を使う瞬間を見られてはいけないという制約まで生まれてしまう。そうなると初撃で敵を制圧するしかないが、それは攻撃魔術の使えない英里香にとって困難なことのはずだ。


    　けれど英里香は臆おくすることなく顔を上げて、僕の目を見つめ返した。


    「見過ごせなかったんです。まだ一人前じゃないけど……私は魔術が使えるようになりました。力があるのに何もしなかったら、絶対後悔すると思ったんです」


    「その気持ちは分からなくもないけどさ……」


    　どう言ったものかと僕は頭を搔かく。


    　──自分に何ができるかを自覚すると、〝何もしないこと〟に罪の意識を覚えるようになる。力が及ぶ全ての物事に責任があるのだと錯覚してしまう。


    　魔術という力を持っていなければ、こんな薄暗い路地裏へ一人で入ったりはしなかったはずだ。悪者に追われている人を見かけても、自分でどうにかしようとはせず、助けを呼ぶなどの手段を取ったはずだ。


    　強くなる、というのはこんなにも危あやういことなのかと僕は思い知る。《魔狼フエンリル》の力で戦っていた頃の僕も、他人からはこのように見えていたのかもしれない。


    「なあ、英え里り香か。力なんて結局どれだけあっても、相手より強くなければゼロと同じなんだよ。負けたら誰も、自分すら救えないんだから……人助けをするならもっと慎重になった方がいい」


    「……啓けい介すけお兄様は、何もしないのが正解だって言うんですか？」


    「違う、そうじゃない。まず、本当に自分が戦わなきゃいけない状況なのか考えろ──って言ってるんだ。英里香は魔術を手にして視野が狭まってる。警察に通報するとか、ほかに手段はいくらでもあったはずだ」


    「あ……」


    　英里香は今初めて気がついたという表情で、小さく声を漏もらす。


    「逃げてた人が心配なら、僕が今から警察を呼んでやる。その方が安全で確実だ」


    　そう言って僕は携帯電話を取り出すが、何な故ぜか液晶画面が真っ暗だ。電源ボタンを押してみるが反応はなかった。


    「あれ──充電が切れてるのか？」


    　そういえば《方はこ舟ぶね》へ行っている間、携帯電話は寮に置きっぱなしで、帰ってきてからも充電をした記憶がない。


    「仕方ないな、直接交番へ行こう。確か駅の近くにあったはずだ」


    「はい……分かりました」


    　僕の言葉に英里香は躊躇ためらいながらも頷うなずいたが──。


    　──ガンッ！


    　辺りに鈍い音が反響する。大通りへ戻ろうとしていた僕らは足を止め、顔を見合わせた。


    　ゴッ！　ガシャン！　ガラガラガラ──。


    　ぶつかり、砕け、転がるような音が、建物と建物の間──道ともいえないような細い隙すき間まの向こうから聞こえてくる。


    「────……！」


    　かすかに人の声も耳に届いた。英里香は眼まな差ざしを鋭くして、狭い裏路地の先を睨にらむ。


    「たぶん、さっきの人です……きっとまだ悪者に追いかけられているんです。警察を呼びに行っていたら間に合わなくなるかもしれません！」


    　止める間もなく走り出してしまう英里香。


    「お、おい！」


    　僕は慌てて後を追う。


    　しかし英里香が入り込んだ裏路地は道幅が狭く、地面にはビールケースや空あき瓶びんなどが置かれていて走りづらい。


    　英え里り香かは体の小ささを生かして障害物をすり抜け、どんどん先へと進んでしまう。思うように走れない僕は、英里香を見失わないでついていくのが精一杯だった。


    　争うような物音をたどって、裏路地を奥へ奥へと入り込んでいく。そしてだいぶ音が近づいてきた時、英里香はようやく足を止めてくれた。


    「英里香、お前な……僕の話、全然分かって──」


    　建物の陰に身を隠し、曲がり角かどの先を窺うかがっている英里香に追いついた僕は息を切らしながら文句を言おうとする。


    「静かに！」


    　だが英里香に押し殺した声で制されて、僕は言葉を飲み込んだ。いつの間にか争う音が止やんでいる。


    「この先です……見てください」


    　真剣な表情で促され、僕は仕方なく角の向こうを慎重に覗のぞいた。


    　角のすぐ傍そばに黒服の男が倒れていてぎょっとする。どうやら気を失っているらしい。黒服を着た男はほかにも四人おり、路地の奥──行き止まりになっている場所でこちらに背を向けて立っている。男たちの陰になってよく見えないが、誰かを取り囲んでいる様子だ。


    　何か会話をしているようだが、遠くて上う手まく聞き取れない。


    「啓けい介すけお兄様、やっぱり私……助けたいです」


    　ぎゅっと拳こぶしを固めて呟つぶやく英里香。


    「落ち着けって。状況も分からないのに首を突っ込むな。僕は英里香のほうが心配なんだ。そもそも、あの黒服たちが悪者だとは限らないだろ？」


    　僕は今にも飛び出していきそうな英里香を低い声で諫いさめる。


    「四人で一人を追い詰めている人たちが良い人であるはずありません。絶対に悪者です」


    「それは僕らが決めることじゃない。事情を聞いた上で警察が判断することだ」


    「だったら啓介お兄様は警察を呼んできてください。私はここで様子を見ています。だけどその間にもし、囲まれている人が暴力を振るわれたら……私は助けにいきます」


    　きっぱりと英里香は告げ、黒服たちに視線を向ける。完全に心を決めてしまったらしく、もはやどんな説得も通じそうにない。


    　英里香を一人残してこの場を離れるのは論外だ。僕は諦あきらめの息を吐いて、英里香に言う。


    「……どうやって助けるんだ？　考えはあるのか？」


    「えっと、それは……」


    　英里香は言葉を濁らせる。どうやら具体案は思いついていないらしい。魔術の使用を一般人に見られてはいけないという制約が厳しいのだろう。


    「じゃあとりあえず作戦を立てよう。英里香はあいつら全員を一発で行動不能にできる魔術は使えるのか？」


    　そこでようやく英え里り香かは僕が協力することにしたのだと気づいたようだ。驚いた表情を浮かべた後、安あん堵どを含んだ笑みを浮かべる。


    「──ありがとうございます、啓けい介すけお兄様。それで私の魔術についてですが……そんな強力なものはまだ教わっていません。拘こう束そく魔術なら使えるんですけど、あの人数を一度にというのは無理です」


    　ならば今ある手札で勝負するしかない。


    　僕がこれまで見た英里香の魔術は、飛行と風探知と照明の三種類。照明魔術は目くらましに使えそうだが、それだけでは少々不安だ。


    「そういえば──英里香は透明になる魔術は使えるのか？」


    　アリッサが昼の空を飛ぶ時によく使う透明化魔術の存在を思い出し、問いかける。


    「あ、はい。その魔術ならお師匠様に習いました」


    「それなら前に見せてくれた照明の魔術は、どのぐらいまで光量を上げられる？」


    　その質問で英里香は僕の考えていることが分かったらしい。表情を明るくして、弾んだ声で答える。


    「何も見えなくなるぐらい、とても眩まぶしくできますよ。それで悪者たちの目が眩くらんでいる間に囲まれている人を連れ出して、透明化魔術で身を隠すんですね？」


    「ああ、そういうことだ。まあ僕は何も役に立てないんだけどな」


    　僕では黒服の一人すら倒すことはできないだろう。だから作戦とはいっても結局は英里香の魔術頼りだ。


    「いいえ、啓介お兄様のおかげで良い作戦を立てられました。私一人だったら、飛行魔術を使って強引に助けていたかもしれません」


    　英里香は僕の言葉を否定し、角かどの向こうへと視線を戻した。かすかに聞こえてくる会話は言い争うような調子へと変化していた。


    　黒服たちが輪を縮める。囲んでいる人物を取り押さえるつもりなのだろう。


    　英里香は確認を取るように僕を見た。黒服に拘束されてからでは連れ出すのが難しくなる。やるなら今しかないと、僕は頷うなずき返す。


    「──願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆かける星の竜……朝焼けの色で大地を染めよ、夜の名な残ごりを吹き払え」


    　英里香は魔術発動のためのパスワードである《姿の言葉シヤープワーズ》を小さな声で唱となえ、奇跡を現実へ導くための《起動言語トリガー》を鋭く告げる。


    「照らす陽光レイランプ！」


    　手の平に生まれた小さな光の球を、英里香は空へ打ち上げる。緩ゆるやかな放物線を描いて黒服たちの頭上へ落ちていく光の球は次第に大きくなり、人垣の中へ落下した途端に爆発的な光を放った。


    　辺りが一瞬で山吹色の光に染まり、全ての輪郭が消し飛び、僕は反射的に目を閉じる。しばらくして瞼まぶたを薄く開けると、目を押さえて右う往おう左さ往おうする黒服たちの影がぼんやりと見えた。


    　光はだいぶ弱くなっているが、それでも光源を直視できない程度には眩まぶしい。


    　英え里り香かはその隙すきを見み逃のがさず角かどから走り出て、囲まれていた人物の元へ向かう。


    「誰だっ!?」


    　足音を聞いて黒服たちが身構えるが、英里香はそれに構わず包囲されていた人物の手を取って、こちらへ駆け戻ってくる。逆光になって見えづらいが、僕とそう体格の変わらない男のように見える。パーカのフードを目ま深ぶかに被かぶっていて人相は分からない。


    　黒服同様に男も目が眩くらんでいるようで、ふらふらとした足取りで英里香に腕を引かれていた。


    　英里香は僕が待っていた細い路地に駆け込むと助けた男を壁際に座らせ、自分も壁にぴったりと背中をくっつけて立つ。


    　そしてすぐさま照明の魔術を消して、早口で新たな魔術を詠えい唱しようし始めた。


    　僕は角から顔を引っ込めて、英里香と同じく壁に背をつける。


    　照明魔術が消えたことで黒服たちの視力も回復してきたらしく、角の向こうから「逃げたぞ、追え！」という声と足音が聞こえてくる。


    「虚飾せし光衣インビジブル！」


    　けれど彼らが僕らの潜ひそむ路地を覗のぞき込む寸前に、英里香は透明化魔術を完成させていた。


    　黒服の男たちが角の前に現れる。ほんの数十センチの距離。だが彼らは僕らの前を素通りして路地を走り抜けていく。


    「逃がすな！　お前は支部長に連絡を──」


    　細い道なので危あやうく体が当たりそうになるが、とっさに身を捻よじって僕は難を逃れた。四人いた最後の一人は路地の近くに倒れていた黒服を担ぎ上げ、少し遅れて僕らの前を通り過ぎる。


    　その姿が路地を曲がって見えなくなったところで、僕は安あん堵どの息を吐ついた。


    「何とか……やりすごせたな」


    　目立つ魔術を使わせずに済んでよかった。おそらく黒服たちは閃せん光こう弾だんを投げ込まれたとでも思っただろう。こんな街中に閃光弾を持ち歩いている人間がいるというのも不自然極まりない話だが、まさか魔術だなんて発想が出るはずもない。


    　助けられた男にしても同じことだ。透明化魔術は内側から見ると視界に何の変化もない。黒服たちが素通りしたことを不思議には思うだろうが、それがどういう現象によるものかは想像もできないだろう。


    　あとは男を警察に連れていき、保護してもらえばいい。もしそれを嫌いやがるようなら、ここでお別れだ。男と黒服たちの事情にまで首を突っ込むつもりはない。


    　僕は気を緩ゆるめ、英里香へ労ねぎらいの言葉をかけようとする。だがその直前、僕の耳に予想外の台詞せりふが届いた。


    「今の詠唱……《方はこ舟ぶね》の魔術か？」


    　聞き覚えのある、声。心の奥深くにこびりついた恐怖と、痛みと、怒りが呼び起こされる声こわ音ね。


    　全身に緊張が走り、僕は信じられない思いで視線を下ろす。


    　男は立ち上がり、被かぶっていたフードをパサリと外した。


    　僕とそれほど年齢が変わらないように見える少年の顔と、短い金色の髪が目に飛び込む。


    　こちらを見上げた少年の碧へき眼がんに僕の驚きよう愕がくしている顔が映り込んだ。


    　僕は彼を知っている。嫌いやというほど、その顔も、声も、記憶に刻まれている。


    　何で……こいつが──。


    「──ふん、誰かと思えば啓けい介すけか。まさかキミがオレを助けるとはな」


    　皮肉気な笑みを浮かべ、少年は言う。


    「エノ、ク……？」


    　僕は驚きを隠せないまま、呻うめくように少年の名を呟つぶやいたのだった。
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    　エノク＝ケテル。


    　それは僕がこれまで戦ってきた中で、最も強大だった敵てき対たい者しや。復ふく讐しゆうのため、神に等しい存在へ至ろうとした男の名だ。


    　一度は完全に敗北し、何もかも奪われたことさえある。だが《方舟》の人々や、未み由ゆたちが力を貸してくれたおかげで、僕は再びエノクへ立ち向かうことができ──大きな代償を払いながらも何とか勝利を収めた。


    　その代償とは、僕と由ゆ衣いが人間ではなくなること。地球と月の《連なる世界セフイロト》を総すべる存かみ在さまになってしまうこと。


    《連なる世界セフイロト》とは僕らが生きる《物質界マルクト》を礎いしずえにした精神世界だ。人々の魂や想いによって形作られた世界は多くの階層に分かれており、一つ上の世界を《形成界イエソド》、頂点の座を《王冠ケテル》という。ほかにも階層はあるようだが、アリッサから詳しく教えてもらったことがないので名前は知らない。


    　ただ、知識は少ないが……僕には実体験がある。だから感覚として理解していた。


    《王冠ケテル》に至った魂は、世界全体の意思──神と呼ぶべき存在になる。僕と由衣は、そんな場所にまでたどり着いてしまったのだ。


    　エノクにとっては目指す場所であり目的だった〝神の座〟だが……僕ら兄きよう妹だいにとっては死と変わらないものでしかなかった。


    　だが由衣はその役割を一人で引き受けて、僕を人間に戻してくれた。アリッサや未由たちと再び日常を送ることができるようにしてくれたのだ。


    　僕以外にも朋とも月づき未み永えいがあの戦いから帰還したことは知っている。けれどまさか──エノクまで？


    「まるで死人でも見たような顔だな、啓けい介すけ。キミの妹は何も話していなかったのか？」


    　嘲あざけるような口調でエノクは言う。この憎らしい顔と声は断じて偽にせ者ものなどではない。


    「どういうことだ？」


    　僕は表情を険しくして問い返す。事情の分からない英え里り香かは、戸惑った様子で僕とエノクを交互に見ていた。


    「どうもこうも……《連なる世界セフイロト》に溶けたオレの精神を、再び肉体に押し込め帰還させるなんて芸当、キミの妹以外にできるわけがないだろう？」


    「由ゆ衣いがお前を助けたっていうのか？」


    「ああ、そうなるな。まあ本当はオレを助けたというよりも、単に鈴りんの願いを叶かなえただけなんだろうが」


    　それを聞いて僕は理解する。僕が人間に戻れたのは由衣の力だけではなく、アリッサや未み由ゆたちが願ってくれたからだ。朋月未永もおそらくウルトさんが望んだから帰還できたのだろう。そしてエノクの帰りを願い、祈っていた少女もいたのだ。


    「そうか、鈴ちゃんが……」


    　鈴ちゃんはツグミと同じ教会を兼ねた児童養護施設で暮らしていた女の子だ。アリッサや由衣とも仲が良かった。


    　エノクとの戦いの後からずっと会っていないが、ツグミが聞いた話によると目の治療のためにどこかへ入院しているらしい。けれど何な故ぜか、どこの病院にいるのかは誰も知らないようで、何となく不自然なものを感じていた。


    「もしかして……お前が鈴ちゃんを入院させたのか？」


    「入院？　ああ、それは単なる方便だよ。天使の力で鈴に与えられた緑の瞳は失われていない。手術するまでもなく鈴は視力を得ている。この一か月、オレは鈴と外国を旅していたのさ」


    「旅？　何でそんな──」


    　僕は疑問の声を上げるが、エノクは呆あきれたような笑みを浮かべて言葉を遮さえぎる。


    「質問ばかりしてないで、その子にオレのことを説明してやったらどうだ？　さっきからずっと困った顔をしているぞ？」


    「あ……」


    　僕は会話に取り残されていた英里香へ視線を向ける。英里香はようやく口を挟むタイミングを得たことに安あん堵どした表情を見せ、僕に問いかけた。


    「あの……啓介お兄様、この方とはお知り合いなんでしょうか？」


    「知り合い──なんて生なま易やさしい関係じゃない。こいつ……エノク＝ケテルは、僕が前に殺し合いをした〝敵〟だ」


    「こ、殺し合い!?」


    　英え里り香かは驚き、声を裏返らせる。


    「そうだ。間違っても英里香が助けるような相手じゃない。だってこいつは言わば悪の組織の大ボスで──」


    　そこまで言って、僕は気づく。エノクは魔術結社《群れクラウド》の党首だ。ならば正まさ行ゆきさんが口にしていた《群れクラウド》というのは……。


    　頭の中で情報が繫つながり、一つの仮説が構築される。


    「どうかしましたか？」


    　急に黙り込んでしまった僕の顔を下から覗のぞき込む英里香。僕は表情を強こわ張ばらせ、信じたくない推測を口にする。


    「英里香……僕らは本当に酷ひどい間違いを犯してしまったのかも……さっきの黒服たちは──正行さんの部下だった可能性が高い」


    「へ？　父様の？」


    　英里香はぽかんと口を開ける。


    「つまり僕らは悪者を捕まえようとしていた正義の味方を邪魔してしまったんだよ、たぶん」


    　黒服たちは去り際に「支部長へ連絡を」と言っていた。確か正行さんの肩書きは何とか対策室の美み傘かさ市支部長だったように思う。


    「そ、そんな……」


    　ショックを受けた様子で英里香は肩を落とすが、すぐにはっとした表情になり僕をエノクから庇かばう位置へ移動する。


    「──エノクさん、でしたっけ。あなたはどうして追われていたんですか？　啓けい介すけお兄様の言うように悪者だからなんですか？」


    　油断なく身構えながら詰問する英里香。するとエノクは嘲あざ笑わらうように口元を歪ゆがめた。


    「オレは別に何もしていないさ。奴らがいきなり襲ってきたから逃げていただけだ。むしろオレの方が聞きたい。どうしてオレは追われている？　今の話だと、奴らのリーダーはキミの父親らしいじゃないか」


    「あなたが本当に悪の組織の偉い人ならば、それだけで父様が追いかける理由になります。だって父様は正義の味方ですから」


    　英里香の答えを聞いたエノクは、苦笑を浮かべて僕へ視線を向ける。


    「はは、ずいぶんと面白い──分かりやすい子だな。お兄様などと呼ばれているようだが、彼女はキミの新しい妹か？」


    　言外に〝由ゆ衣いの代用品か？〟というニュアンスを感じて心の内側が大きくざわめく。


    「……そんなわけないだろう。僕の妹は、由衣一人だ。この子──英里香は、アリッサの弟子さ」


    「へえ、アリッサの……どうりで《方はこ舟ぶね》の魔術が使えるわけだ。しかしよく《方舟》がそれを認めたな。何か理由があるのか？」


    「そこまでお前に話す必要はない。それより何な故ぜ美み傘かさ市に戻ってきた？　また何か企たくらんでいるのか？」


    　エノクの質問を無視して僕は逆に問いかける。


    「ふん──オレもわざわざキミに事情を説明してやる理由はないな」


    　肩を竦すくめるエノクだが、僕は英え里り香かの肩に手を置いて言葉を続けた。


    「僕にはなくても、英里香に説明する義務はあるはずだ。エノク、お前を助けたのは英里香なんだから」


    「馬鹿馬鹿しいな。オレは悪者なんだろう？　悪者が助けられたことを恩に感じて、ペラペラ事情を語ると思うのか？」


    「話す気は……ないんだな？」


    「ああ、キミたちには何の関わりもないことだからな。今は啓けい介すけに復ふく讐しゆうする気もないし、そんな余裕もないよ」


    　そう言うとエノクは僕らへ近づいてきて──そのまま横を通り過ぎる。


    「待て！　そんな言葉を信じろっていうのか？」


    　立ち去ろうとするエノクを僕は制する。するとエノクは足を止めて振り返り、僕らを見据えた。


    「なら──力ずくで吐かせてみるか？」


    「……っ!?」


    　反射的に一歩後ろへ退ひく。エノクにかつての超越的な力はないはずだ。黒服たちから逃げていた事実からもそれが分かる。けれど油断はできない。黒服の一人は気絶して倒れていたし、囲まれたにもかかわらずエノクはすぐに拘こう束そくされなかった。黒服たちを牽けん制せいできる武器か何かを持っているのかもしれない。


    　しかし……だからといって、このままエノクを行かせるわけにはいかなかった。何か取り返しのつかないことになってからでは遅すぎる。


    「力ずくか、それもいいかもな」


    　前に出ようとする英里香を後ろへ押しやりつつ、僕は笑みを浮かべる。


    　覚悟を決めた途端、体を強こわばらせていた緊張は噓うそのように引いた。


    　視線がぶつかり、狭い路地に剣けん呑のんな雰囲気が満ちていく。エノクの挑発に乗せられた自覚はあったが、引き下がることはできない。


    　こいつにだけは背を向けられない。舐なめられて堪たまるかという〝意地〟が僕を突き動かしていた。今は法術の媒介となる木刀すら持っていないが、取っ組み合いに持ち込めば勝ち目はあるはずだ。


    　心の奥に、久しく忘れていた熱が広がるのを感じる。危機に陥って仕方なく立ち向かうのではなく、僕自身がエノクとの戦いを望み、選択する。


    　以前の戦いはエノクが自滅して運よく負けなかっただけ。それも皆の力を借り、やっと拾った勝利だ。だから〝遠とお見み啓けい介すけ〟は本当の意味でまだエノクに勝っていない。つまりはまだ負けたまま。


    　負けっぱなしは──悔しい。


    　そしてそれはエノクも同じだろう。悲願の成じよう就じゆを僕らに邪魔された恨うらみや悔しさは、そう簡単に風化するものではないはずだ。


    　僕らは敵意を隠すことなく睨にらみ合う。だが場の緊張が限界に達しきる前に──邪魔が入った。


    



    『偽りの党首、エノク＝ケテル』


    



    　頭の中に直接声が響く。中性的で男性か女性か判断できない声こわ音ねだ。僕らは同時に路地の先へ視線を向ける。


    　そこには一頭の大型犬が立っていた。体毛が長く、毛色は頭の方が明るい茶色で尻しつ尾ぽの方にいくほど黒へと近づく見事なグラデーション。見たことのない犬種だ。首輪はしているが、繫つなぐ紐ひももなく、傍そばに飼い主もいない。僕らの姿はまだ魔術で見えていないはずなのに、真まっ直すぐこちらを向いている。


    『貴様の連れは私が預かった。無事に返してほしければ──いや、自らの命と引き換えにしてでも救いたいのならば、陽が落ちるまでに水みな傘かさ山やまの麓ふもとへ来い』


    　またもや脳内に声が反響する。まさか、あの犬が僕らに話しかけているのか？


    　普通に考えれば有り得ないことだが、僕はこの世界に常識が通用しない者たちがいることを知っていた。それはすなわち──魔術師だ。


    　ちっ、とエノクが舌打ちをして犬を睨む。


    「──さっきの黒服たちとは別口だな。キミは《群れクラウド》からの刺客か？　鈴りんをどうした？」


    『要求は既に言った。問答の必要はない』


    　質問には答えず、犬は背を向ける。


    「待て！　水傘山というのはどこだ？　オレはこの辺りの山の名前など知らない」


    　エノクは声に焦あせりを滲にじませて叫ぶが、犬は自分で調べろとでも言うように走り去る。


    　水傘山──僕も聞いたことがない。高校入学と同時にこの街へやってきた僕は、それほど周辺の地理に明るくなかった。


    「くっ！」


    　歯ぎしりをして後を追うエノク。僕と英え里り香かも遅れて続く。だが犬はすぐに路地の角かどを曲がって見えなくなり、僕らがその場所にたどり着いた時、既に犬の姿はどこにもなかった。


    「くそっ……オレが囮おとりになったことが裏目に出たか」


    　苛いら立だたしげに吐き捨てるエノク。


    「おい、いったい何がどうなってるんだ？」


    　僕が問いかけると、エノクは余裕のない表情で短く告げる。


    「煩うるさい。キミたちには関係ないことだ」


    「ふざけるな！　鈴りんちゃんが攫さらわれたんだろ？　だったら関係は大ありだ。鈴ちゃんは僕やアリッサたちにとって赤の他人じゃないんだからな」


    　エノクに詰め寄り、胸元を摑つかみあげる。アリッサやツグミは特に鈴ちゃんと仲がいい。由ゆ衣いにとっても、鈴ちゃんは美み傘かさ市でできた唯一の友人だ。何かあれば、間違いなく皆が悲しむ。


    「鬱うつ陶とうしい……説明している時間などないんだ。まずは水みな傘かさという山の場所を調べなければ──」


    　僕の手を振り払い駈け出そうとするエノク。しかし英え里り香かが告げた一言が、エノクの足を止めた。


    「水傘山の場所なら知ってます」


    「何？」


    「私、社会の授業で使う地図帳を眺めるのが好きで……特に引っ越してきたばかりの美傘市周辺は何度も見たので覚えています」


    「御ご託たくはいい、早く教えろ」


    　エノクは英里香に近づき、続きを促す。だが英里香は落ち着いた様子でエノクへ笑いかけた。


    「焦あせる必要はありません。まだ日没には時間があるので、歩いても十分間に合います。これから案内しますから……道中、詳しく事情を聞かせてもらえませんか？」


    「それを聞いてどうする」


    「もちろん、鈴さんという方の救出をお手伝いします」


    　英里香の返事を聞いて、エノクは呆あきれたように嗤わらう。


    「本気か？　オレは悪者だぞ？　キミは悪者の手伝いをするのかい？」


    　だがそう問いかけられても英里香は動じずに、芯の通った声で答えた。


    「あなたが悪者だったとしても、誘ゆう拐かいされた人を助けるのは正義の味方──いえ、この私──正義の魔術師・倉くら野の英里香のお仕事です！」


    　堂々と宣言する英里香の姿は、どこかアリッサを連想させた。二人が師弟であることを実感しながら、僕は心を決める。


    「エノク、鈴ちゃんを助け出すまでは休戦だ。お前が何と言おうと、僕も一緒に行くからな」


    　これが全てエノクの仕込みだという可能性はあるが、先ほど見せた焦りは本物に思えた。


    　何かを失いたくないという気持ち。僕は絶対に……それだけは見間違えたりしない。


    　何な故ぜならその想いは、僕の根底にある〝本質〟なのだから。


    「ふん……いいだろう。自分から駒になると言うのなら遠慮なく利用してやることにするよ。ただし、捨て駒にされる覚悟はしておくんだな」


    　忌いま忌ましそうな眼まな差ざしを僕らに向けながらも、協力を受け入れるエノク。


    　それはつまり、自分のプライドよりも鈴りんちゃんの命を優先したということだ。エノクにとって鈴ちゃんは、いったいどのような存在なのだろうか。


    　英え里り香かに「早く案内しろ」と急せかすエノクを見ながら、僕はそんな疑問を抱いていた。


    



    



    　水みな傘かさ山やまは美み傘かさ市の東──隣の水みな櫛くし市との境に並ぶ山の一つらしい。際立って高いわけではなく、地元の人間ですらほとんど名前を知らない山のようだ。


    　けれど英里香から近くに自然公園があることを聞き、目的地が僕にとって因縁深い場所だということに気づく。


    　おそらくはこれまで何度か戦場にもなった場所、自然公園を抜けた先に広がる森の付近だ。あの辺りは滅多に人も訪れないし、身を隠す木々はいくらでもある。獲物をおびき寄せるには都合がいい。


    　罠わなの中へ自ら飛び込むのはリスクが高いが……自然公園を目指すのならば途中で男子寮へ寄ることもできる。法術の媒介となる木刀があれば、僕も多少は役に立てるかもしれない。


    「──つまり……あなたは《群れクラウド》という魔術結社の党首なのに、結社のメンバーから命を狙ねらわれているんですか？」


    　英里香は僕らの歩幅に合わせて早足で歩きながら、エノクから事情を聞いている。エノクは根掘り葉掘り訊たずねてくる英里香に辟へき易えきした表情を向けながらも、根こん負けしたのか──もしくは英里香の魔術が利用できると思ったのか、ごまかすことなく質問に答えていた。


    「ああ、その通りさ。千年もの間《群れクラウド》が壊そうとしてきた世界を隔へだてる壁は、既にない。オレの利用価値は消え、《群れクラウド》という枠組みさえ不要となりつつある。多くの者にとってオレは邪魔者なのさ」


    　肩を竦すくめて言うエノクだが、英里香は話の内容が理解できない様子で首を傾かしげた。


    「世界を隔てる……壁？」


    「キミはアリッサの弟子なのに、そんなことも知らないのか？」


    「はい、私が教えてもらっているのは魔術だけなので」


    「大おお雑ざつ把ぱに言うと──人間の世界を囲い、《高次存在ヴイナー》から力を借りる魔術の使用を妨げていた偽りの宙そらのことだ。まあ詳しい話はアリッサから聞くんだな」


    　面倒そうに説明するエノク。


    「ということは、今は誰でも自由に魔術が使えるんですか？」


    　当然の疑問を英え里り香かは口にする。


    「いや、壁がなくなった代わりに、今は《連なる世界セフイロト》を管理している者がいる。おそらくはそいつが上位世界へのアクセスを制限しているせいで、現在も強力な魔術は使えない」


    　そこでエノクは意味ありげに僕を見た。たぶん由ゆ衣いのことを言っているのだろう。世界の管理をしているという話を由衣から聞いた覚えはないが、〝何もしないこと〟がそのような結果に繫つながっているのかもしれない。


    「だったら、状況は何も変わっていないんじゃ……？」


    「そうでもない。これまでのように完全な遮断をされていないため、微弱な魔術なら稀に発動する。つまりは神に祈りが届くようになったんだ。それだけで満足した者は多い。《群れクラウド》の解体を望んでいるのは、主にそういう連中さ」


    　その情報は初耳だった。《群れクラウド》の魔術師たちは基本的に自分の体から力を引き出す内的魔術しか使えなかったが、今は《高次存在ヴイナー》の力を借りた外的魔術も可能になったようだ。それはこの千年間、《方はこ舟ぶね》の魔術師だけの特権だった。だからこそ世界を隔へだてる壁を作ったアリッサの祖父・ヒース＝ストーリングは《簒さん奪だつ者しや》と呼ばれ、憎悪されたのだ。


    「けれど……それぐらいでは満足しない人もいるはずでしょう？　そういった人に守ってもらえば──」


    「確かに一応はまだオレを支持する保守派もいるが、いつ手の平を返すか分からない。特に前党首《頂の雄鶏ヴイゾフニル》を熱狂的に信奉していた奴らは危険だよ。オレは《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の人格を拒絶し、記憶だけを継承した半はん端ぱ者ものだからね。つまり味方は誰もいないのさ」


    　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくエノクへ、英里香は同情の眼まな差ざしを向けた。


    「お友達がいないと大変ですね。もっといろんな人と仲良くしておいた方がいいと思います」


    「……可哀かわい想そうなものを見るような目をしないでほしいね。これは友達とか、そういう問題じゃないんだ。それに手は打ってあった。この街で強力なボディーガードと合流する手て筈はずだったんだよ。けれど到着が遅れているらしく、そのせいでこんなことになったのさ」


    　そこまで聞いて僕はどうしても黙っていられなくなり、口を挟む。


    「自分が危険な状況にあると知っていたなら、どうして鈴りんちゃんを一緒に連れ回したんだよ？　守りたいなら安全な場所に置いておくべきだっただろう？」


    　僕はエノクを責めるが、返ってきたのは嘲ちよう笑しようだった。


    「啓けい介すけ、キミは何か勘違いをしているようだね。オレは鈴を守りたいなどと考えてはいない。失いたくないだなんて思ってはいないんだよ。キミと一緒にしないでくれ」


    「何だと……？」


    　予想外の言葉に僕は戸惑う。


    「オレは単に、夢を叶かなえているだけだ。家族が欲しいという鈴の夢をね。鈴にとっての家族とは決して離れ離れにならない相手らしい。だから、オレはできる限り傍そばにいることにした。死んだら傍そばにいられなくなるから、死なないための方法を模索しているに過ぎないんだ。オレ自身は別に自分の命など、どうでもいい」


    　エノクの瞳はとても空虚な色を湛たたえていた。かつて絶望に淀よどんでいたときよりも深い闇やみを感じて、僕は息を呑のむ。


    「……鈴りんちゃんを危険な目に遭わせてでも、叶かなえなきゃいけない夢なのか？」


    「危険な目に遭わせる──か。上から目線で自分本位な言葉だな。鈴は何もかも承知して、覚悟しているよ。オレが口を挟むことなど、何もない。大切なものを失くしたくないからと〝自分のために〟戦ってきたキミには、理解できないかもしれないけどね」


    　明らかな軽けい蔑べつを込めてエノクは言う。だが僕は言い返すことができなかった。エノクの指摘は間違いなく事実だったから。


    　黙った僕を見てエノクは満足そうに口元を歪ゆがめる。だが僕らの会話を聞いていた英え里り香かが不思議そうな表情でエノクに訊たずねた。


    「あれ？　でもエノクさんはさっき、間違いなく鈴さんのことを心配していましたよね？」


    「……そんなことはない」


    　微妙な間を挟んでエノクは答える。


    「噓うそ吐ついたって意味がありませんよ。だって見れば丸分かりでしたから。ね、啓けい介すけお兄様？」


    　同意を求められ、僕は思い返す。そうだ、僕もあの時エノクの表情と声に焦あせりを感じた。


    「──ああ、丸分かりだったな」


    　にやりと笑ってエノクを見る。


    「下らないな。オレにはもう、オレ自身の望みなどないんだ。今いま更さら、失うことを恐れたりはしない」


    　顔を背そむけ、苛いら立だたしげに吐き捨てるエノク。


    　確かにその言葉も噓とは思えない。僕のように〝自分のため〟に鈴ちゃんを助けようとしているわけではないのだろう。


    　けれど人は〝他人のため〟にも行動する。僕には難しいことだが、それができる人間は存在している。


    　例えば──僕の隣にも。


    　迷いなく、顔も知らない女の子を助けることを決めた倉くら野の英里香という少女は、真まっ直すぐ前を向いて歩いていた。


    



    
      ５

    


    



    　英里香は黒服に見つかってしまわないよう、探知魔術を定期的に使いながら人通りの少ない路地を選び、水みな傘かさ山やまの麓ふもとへ続く自然公園に僕らを案内した。


    　紅葉の時期もそろそろ終わろうとしているのか、地面には大量の落ち葉が積もっている。人ひと気けはなく、カラスが鳴き交わす声だけが響いていた。


    　この自然公園の先に、鈴りんちゃんを攫さらった奴が待っている。


    　僕は寮部屋から取ってきた木刀を強く握りしめた。かつての力を失ったエノクと、弱い法術しか使えない僕と、魔術師見習いの英え里り香かの三人では、正直心こころ許もとない。


    　アリッサの不在が痛い。未み由ゆには寮の電話を使ってことのあらましは伝えておいたが、日暮れまでに間に合うかは分からない。


    　携帯の充電が切れていなければもう少し早く連絡できたのだが、それは悔やんでも仕方のないことだった。


    「あの山か──」


    　葉の少なくなった木々の向こうを見つめ、エノクが呟つぶやく。その視線の先──街の東に位置する水みな傘かさ山やまは、夕日に照らされて赤く染まっていた。


    　僕らは太陽を背にして自然公園の奥へ向かう。


    「さっき見た大きな犬が待っているんでしょうか……。エノクさん、あの犬は魔術師なんですよね？」


    　緊張した顔で英里香は問いかける。だがエノクは鼻で笑った。


    「キミは面白いことを言うね。犬の魔術師なんているはずがないだろう。あの犬は単に操あやつられていただけだ。おそらくは精神感応テレパス系の内的魔術だな。オレの力を警戒して、間接的に攻撃できる魔術師を差し向けたんだろうさ」


    「エノクさんの力……ですか？」


    「ああ、《群れクラウド》の党首《頂の雄鶏ヴイゾフニル》は他人の体を強力な精神感応テレパスで乗っ取り、生き長らえてきた──そう思われている。奴らはオレにその力が継承されているかもしれないと考えているんだよ」


    　どこか妙な言い回しで答えるエノク。


    《頂の雄鶏ヴイゾフニル》はエノクが口にした方法で千年近く《群れクラウド》を支配してきた存在だ。しかしエノクの代で体の乗っ取りに失敗した。記憶までは転写できたが、エノクの人格を消すことができなかったのだ。鈴ちゃんを攫った刺客は、エノクに《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の力も受け継がれている可能性を考慮しているらしいが──。


    「まるで他ひ人と事ごとみたいな口ぶりですけど……本当に精神感応テレパスが使えるんですか？」


    　英里香は僕の疑念をそのまま言葉にしてくれた。


    「はは、そんな便利な力を持っていたら魔術師でもない黒服共に追い詰められはしなかったよ。奴らの思い込みだ」


    　笑いながらエノクは自分に精神感応テレパスがないことを認める。けれどやはり何か違和感が残った。黒服に追い詰められていたのは確かだが、その一人を倒していたのも事実なのだ。


    　本当にエノクは《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の力を使えないのか……？


    　僕は疑問を覚えるが、英え里り香かはエノクの言葉を信じたようで会話を先へ進める。


    「でも敵がエノクさんと直接対たい峙じするのを避けているなら、大勢に囲まれる心配はなさそうですね」


    「そうであってほしいね。まあ、今の《群れクラウド》には刺客を差し向ける余裕なんてほとんどないはずだ。刺客は少数と見て間違いないだろう」


    《群れクラウド》に余裕がない。そんなことは初耳だったので、僕は驚いて口を挟む。


    「余裕がないって……どうしてだ？　何かあったのか？」


    「ん？　知らないのかい？　呑のん気きなものだな。今《群れクラウド》だけでなく裏の世界全体が終末の再来で混乱しているというのに」


    「終末の……再来？　もしかして世界がもうすぐ〝おしまい〟になるとかいう話のことか？」


    　終末という言葉に嫌いやな予感を覚えながら問いかける。そういえば正まさ行ゆきさんは、既に世界中で〝おしまい〟は予言されていると言っていた。


    「何だ、やはりもう耳に届いているんじゃないか。まあレストタクトの予言など、眉まゆ唾つばだとは思うけどね。実際、一度は外れているんだし」


    「レストタクト？　それに一度は外れてるって……前にも同じことがあったのか？」


    　先ほどエノクは終末の再来とも言っていた。思わぬところで〝おしまい〟の情報が手に入り、僕は勢い込んでエノクに訊たずねる。


    「──歴史ある家系の魔術師ならば、大抵は知っている話だ。まだ世界を隔へだてる壁が作られる前、ある研究に没頭していた魔術師レストタクトが今と同じ現象を引き起こしたのさ。すなわち、世界中の予知能力者が例外なく終末を予言するという奇妙な現象をね」


    「例外なく終末を予言……」


    　それは本当に現在と同じ状況だ。けれどそれが起きたのは壁が作られる前だから千年以上前ということになる。しかし、未いまだに世界は終わっていない。


    「魔術師というのは変人が多いが、レストタクトは飛びっきり頭のネジが外れていて、本気で世界を終わらせる方法を研究していたらしい。それがどのようなものだったかは伝わっていないが、彼は研究の果てに終末の予言を世界にばらまいた。当然、世界中が大混乱だ」


    「その後……どうなったんだ？」


    「天使を崇あがめ、魔術師を狩る、武闘派教会の最大勢力《フレイル教団》がレストタクトの討伐と事態の打開に乗り出し……十数年後、終末の予言は唐突に消えた。それで終わりだよ。教団はもう滅びてしまっているから、それ以上の詳しい話は分からない」


    　つまり終末の予言というのは、止めることができるものだったということだ。きょとんとした顔で僕らの話を聞いている英里香を横目で見る。以前の予言と今回の予言に関係があるかは分からないが、少しだけ不安が拭ぬぐわれた気分だった。それに英里香の存在もまだ《群れクラウド》は摑つかんでいないらしい。


    「レストタクトって奴は、どうやって世界が終わる未来を作り出したんだろうな……」


    「さあね。まあレストタクトは世界を終わらせる方法を見つけたわけじゃなく、単に終末のビジョンを予言者たちに見せつけただけなんじゃないか……と、オレは考えているけどね」


    　確かに終末の予言を広めれば、人々は混乱し、戦争が起きるかもしれない。ただ──そんなことでは世界は終わらないだろう。レストタクトの求めた終末がその程度のものなのかという疑問は残る。


    「やけに真剣な顔で悩んでいるな、啓けい介すけ。まさかキミはこの予言を何とかしようとでも思っているのかい？」


    「いや、それは──どうにかする方法が分からない以上、何もできないだろ」


    　図星を突かれて僕は動揺しながら答える。英え里り香かが関わっているかもしれないから何とかしたいなどと、間違っても《群れクラウド》の党首の前で口にはできない。


    「そうだな、キミには何もできない。英雄ではなくなったのなら──ただの人間に戻ったのなら、人間らしくしていた方がいい。オレたちにできることは限られているんだ。それ以上を望むのならば、人間以上の存在にならなくてはならない。彼女のようにな」


    　エノクはそう言って英里香に視線を向けた。


    「私、ですか？」


    　急に話の矛ほこ先さきを向けられて驚く英里香。


    「ああ、正義の味方なんて普通の人間にはできないことをするために魔術を求めるのは正しい選択だよ。力を失くしたのにこんなところまでついてきた啓介より、よっぽど真っ当だ」


    　皮肉られているのは分かったが、僕は反論しない。自分の無力さは分かっている。それでも何かできることがあるかもしれないから、ここまで来たのだ。


    　道の先に小高い丘が見えてきた。頂上に一本だけ木が生えた芝しば生ふの丘は、アリッサや未み由ゆと一緒に魔術の修業をした馴な染じみの場所。この丘を越えれば水みな傘かさ山やまは、すぐ目の前だ。


    　エノクは足を止め、僕らに視線を向けた。


    「無駄話は終わりにしよう。ここからは二手に分かれる。呼び出されたのはオレだけだ。三人で正面から行く必要はない。英里香──だったか？　キミはさっきの不可視化魔術を使って、風下から回り込んでくれ。路地でこちらの位置がバレたのは匂においのせいだろうからな」


    　英里香に指示を出し、エノクは丘を登っていく。僕には何の指示もなかったが、おそらく英里香と一緒に行けということだろう。


    「──虚飾せし光衣インビジブル！」


    　言われた通りに英里香は不可視化魔術を使い、僕らは身を寄せ合いながら移動を開始した。この魔術は動きながら使うと効果範囲がかなり狭まるらしい。


    「啓介お兄様、もっとくっついてください」


    　英え里り香かが僕の腕を引っ張り、小声で注意をする。歩幅が違うせいで、速度を合わせるのが難しい。


    　冷たい風が北東の方角から吹きつける。もし西風だった場合は大きく迂う回かいしなければならなかったが、これならエノクの斜め後ろからついていくことができそうだ。


    　丘を越えると、一気に山側の眺望が開ける。


    　緩ゆるやかな丘を下った先には低い木の柵さくが設置されており、その先には常緑樹と紅葉した木々が交ざり合う森林が広がっていた。森は手前の一部分だけが不自然に荒れ地と化している。あの場所は以前の戦いで焼き払われてしまった区画だ。荒れ地には深い溝が刻まれていて、それは森の中まで続いていた。


    　この溝が巨大な剣の一振りでできたのだと説明しても、英里香はきっと信じてはくれないだろう。


    　木の柵も壊れている部分があり、そこには代わりに鉄条網が張られている。鉄条網には「この先、危険」というプレートがつけられていた。


    　だが、先を行くエノクは気にすることなく木の柵を乗り越え、炭化した木々が転がる荒れ地へ足を踏み入れた。


    　僕と英里香も後に続き、柵を慎重に越える。風向きに気をつけながら、足音を立てないようにゆっくり歩く。
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    　先ほどまで喧やかましいほど鳴いていたカラスの声も途絶え、木々のざわめきだけが辺りに満ちていた。


    　荒れ地の中央、大地に刻まれた亀裂の前でエノクは足を止める。僕らは荒れ地と森の境界に沿って移動し、燃えずに残っていた太い木の陰に身を隠した。ここならば不可視化魔術を解除しても、英え里り香かは安全に新たな魔術を詠唱できるだろう。


    　エノクとの距離は二十メートルほど。僕らのいる方向は風向きで分かっているはずなので、いざというときに合流するのは容易たやすい。


    「──おい、場所はここでいいんだろう？　そろそろ姿を見せたらどうだ！」


    　エノクが大きな声で呼びかける。静寂を揺らしたエノクの声は水みな傘かさ山やまにまで届き、小さな山やま彦びことなり返ってきた。


    　──ガサガサ。


    　茂みが音を立てる。森の中からのっそりと現れたのは、路地で見た頭が茶色く尻しつ尾ぽが黒い大型犬。


    「鈴りんはどこにいる？」


    　亀裂を挟んで大型犬と向かい合ったエノクは単刀直入に問いかける。すると大型犬の後ろからさらに別の犬が姿を現す。同じ犬種のようだが色のパターンは逆で、頭が黒く尻尾が茶色い。そしてその口には一人の少女をぶら下げていた。


    　鈴ちゃんだ。


    　一瞬、首筋を嚙かまれているように見えてぞっとするが、犬が咥くわえているのは鈴ちゃんの背負うリュックサックのようだった。外傷はなさそうだが、気を失っているらしい。


    　犬が歩くたび、細い手足は力なくぶらぶらと揺れていた。


    「殺しては、いないな？」


    　表情を険けわしくしてエノクが問うと、犬は鈴ちゃんを地面に落とした。


    「うぅ……」


    　体を打ち付けた鈴ちゃんは、小さく呻うめく。


    『──見ての通りだ』


    「本当に約束を守ってくれるとは……思いのほか、律りち儀ぎだな。キミは《群れクラウド》の魔術師だろうが、名前を聞いてもいいかい？」


    『……この犬たちの名前なら、頭が茶色いのがラスティで、黒いのがベンだ』


    「はは、真ま面じ目めに答える気はないということか」


    『これから死ぬ相手に、名乗っても仕方がないだろう？　ここへ来たということは、その覚悟はしてきたはずだ』


    　頭の中に声が響く。敵の精神感応テレパスだ。エノクから離れた場所にいる僕にも聞こえるということは、かなり強力なものらしい。


    　真正面から殺意のこもった思念をぶつけられたエノクは、恐怖する様子もなく平然と笑みを浮かべた。


    「勝手に決めつけないでくれ。オレは殺されるつもりなんてない。単に鈴りんを迎えにきただけだ」


    　エノクの言葉を聞き、頭が黒い方の犬──ベンは鈴ちゃんの喉のど笛ぶえに牙きばを軽く食い込ませた。


    『抵抗すれば、この娘は死ぬぞ？』


    　……っ!?


    　僕は反射的に飛び出してしまいそうになるが、何とか堪こらえる。


    　英え里り香かも焦あせった顔で僕を見上げ、鈴ちゃんの方を指差した。おそらく姿を消したまま鈴ちゃんに近づこうというのだろう。


    　しかし僕は少し考えて、首を横に振った。たとえ風下でも、接近しすぎればこちらの匂においに気づかれてしまうはずだ。僕は英里香の耳元に口を寄せ、最小限に声を絞って囁ささやく。


    （動くなら飛行魔術で突っ込んで、一気に鈴ちゃんを奪ってしまう方がいい。タイミングを逃のがさないように準備しておいてくれ）


    （わかりました……では不可視化魔術を解除して、飛行魔術の詠唱をしておきます）


    　英里香は頷うなずき、口の中で小さく《姿の言葉シヤープワーズ》を唱となえ始めた。切り札となる英里香の魔術は詠唱が必要なので、複数の術で作戦を立てることは難しい。やるなら一発勝負。その機会を逃さないようにしなければ。


    　僕と英里香は焦しよう燥そうを抱かかえながら状況を見守る。だがエノクは平静な表情を崩さないまま口を開いた。


    「それは困るな。けどね、オレも死ねないんだ。オレが死ねば鈴はせっかく手に入った家ゆ族めを失ってしまう。それはきっと鈴にとって──死ぬより辛つらいことなのさ」


    『何を……言っている？』


    　エノクの言葉が理解できない様子で二頭の犬は問い返す。僕も同じ気持ちだった。エノクはいったい何を考えているんだ？


    「分からないのかい？　オレが死ぬことを鈴は望まない。それなら自分が死んだ方がいいと鈴は考える。だからオレは抵抗する。明快な理屈だろう？」


    『あなたは、馬鹿か？　抵抗すれば二人とも命を落とすだけだ。この場に来た時点で、もうあなたの死は決まっているのだから』


    　二頭の犬はそう告げて、空に向かって高く吠ほえる。


    　長い遠吠えが辺りに反響すると、森がざわめき始めた。藪やぶが揺れ、木々の間から何頭もの犬が姿を現す。その数はどんどん増え、二十匹近い犬の群れがエノクを取り囲んだ。


    　最初の二頭ほど体は大きくなく、痩やせている犬が多い。けれどその分、どの犬も飢えて凶暴そうに見えた。


    「へえ、これだけの数を同時に操あやつるなんて……もし一人でやっているのなら《一鶫スラシユ＝ワン》以上の能力かもね。ここまでの精テ神レ感パ応スを使える者がまだ《群れクラウド》にいたとは知らなかったよ。だけどキミ──刺客としては三流だな」


    　こんな状況になっても余裕を失わずエノクは挑発するようなことを言う。


    『何だと？』


    「まず人質がオレに通じると考えるところからしておめでたいし、犬の群れごときでオレを殺せると思っていることも愚おろかとしか言えない」


    『……強がっても無駄だ。あなたがどれだけ強力な精テ神レ感パ応スを使えようと、既に精神を支配され、私の思念以外受け付けぬ彼らを止めることはできない』


    　敵はやはり、他人の精神を完全に乗っ取ってしまうという《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の精テ神レ感パ応スを警戒していたらしい。


    『それに──彼らは、ただの犬でもない』


    　その言葉と同時にラスティとベン以外の犬たちに変化が起きる。瞳が充血し、牙きばや爪がわずかに伸び、体が一回り大きくなった。普通の獣には有り得ない急速な成長だ。


    「《高次存在ヴイナー》の血を受け継ぐ獣……魔獣か。確かに普通の犬よりは手強そうだが、戦う前から手の内を明かしてどうするんだい？　キミはおそらく《群れクラウド》の任務や実戦をほとんど経験していない新入りだな。誰かに唆そそのかされたのか、それとも功を焦あせったのかは知らないが……身の丈たけに合わないことはせず、とっとと尻しつ尾ぽを巻いて逃げ帰れ」


    　肩を竦すくめ、エノクは自分を包囲する犬──いや、魔獣の群れを嘲ちよう笑しようした。


    『────!!』


    　もう、言葉はなかった。強烈な怒りと殺意だけを放ち、魔獣たちはエノクへ襲いかかる。


    　その瞬間、エノクはこちらを見た。風下を──僕らがいるはずの方向を。


    　エノクの意図を理解する。あえて魔獣たちを挑発し、意識を自分だけに集中させたのだろう。鈴りんちゃんの傍そばにいた二頭の大型犬も、頭が茶色い方──ラスティがエノクへ向かって駆け出している。


    　機会はやってきた。今が動く時だ。


    「英え里り香かは鈴ちゃんを！　僕は……エノクの援護をする！」


    　こくんと英里香は頷うなずき、《起動言語トリガー》を鋭く告げる。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　風を纏まとい、空へ舞い上がる英里香。僕も木刀を強く握り、木の陰から飛び出す。


    　あのままでは鈴ちゃんを助けてもエノクが魔獣の群れに嚙かみ殺されてしまう。エノクを助けることには複雑な思いがあったが、鈴ちゃんにとってあいつが大切な人間なのなら見殺しにはできない。


    「だああああああああっ!!」


    　わざと大声を上げて突っ込む。英里香から敵の注意を逸そらし、エノクへの攻撃を少しでも遅らせるために。


    　魔獣の群れが精テ神レ感パ応スで操あやつられているのならば、こいつらを動かしている意識は一つだけのはず。数が揃そろっていようと、魔獣たちには意識の死角をフォローしてくれる仲間はいない。だから二十頭対三人でも数の利はこちらにある。


    　エノクへ飛びかかろうとしていた魔獣の群れは狙ねらい通り足を止め、一斉に僕の方を向いた。


    　その隙すきを見み逃のがさず、エノクは一番接近していた魔獣の腹を蹴けり上げて、こちらへ駆けてくる。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト！」


    　僕も木刀に法術の光を纏まとわせて、エノクとの間にいる魔獣へ振り下ろした。だがさすがに魔獣は素早い動きで身を躱かわす。金色に淡く輝く木刀は魔獣の尻しつ尾ぽを掠かすっただけだった。


    　飛び退のいた魔獣は態勢を立て直し、逆襲に転じようとするが──その目から急に光が失われ、地面に倒れ伏した。僕も眩暈めまいを感じて、足元がふらつく。おそらくは今の接触で、法術が敵の精神感応テレパスを中和したのだろう。


    　木刀が触れればいいだけならば、何とかなりそうだ。精神力が持つ限りは──。


    　僕はエノクと合流し、背中合わせに立つ。


    「啓けい介すけ、今のは何だ？」


    「法術ってやつだよ。《天使王ミトロン》の剣を具現化する術の劣化版だ」


    「──似合わない得物を持っていると思えば、そういうことか」


    　会話をしている間に、魔獣たちが僕らを取り囲む。だが、すぐには仕掛けてこない。


    　何しろエノクが蹴り飛ばした魔獣は何事もなく起き上がり、包囲の輪に加わっているのに……木刀に触れただけの魔獣は目を覚ます気配がないのだ。おそらく僕が何をしたのか分からず、警戒しているのだろう。


    　けれど、僕らに意識を向けるほどほかへの注意が散漫になる。


    　上空へ高く舞い上がり、急角度で降下してきた英え里り香かに敵が気づいたのは──激突の寸前だったはずだ。


    　鈴りんちゃんの傍に一頭だけ残っていたベンという大型犬へ、英里香は風を纏ったまま突進する。


    　ドンッと車が衝突したような音が響き、人間の大人より体重がありそうな体たい躯くが木の葉のように宙を舞う。勢いよく跳はね飛ばされたベンはそのまま森の中へと落ちていった。


    「やりました！」


    　歓声を上げる英里香。あまりに速度が出すぎていたためか、英里香は一度とんぼ返りをしてから地面へ降り立つ。そして倒れていた鈴ちゃんを抱きかかえ、再び空へ浮き上がった。


    「──これで後は、こいつらを掃除するだけだな」


    　背中合わせに立っているエノクが呟つぶやく。その声こわ音ねには獰どう猛もうな気配が漂っていた。


    「啓介、今から《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の魔術を見せてやる。キミは雑ざ魚こ共を牽けん制せいしてろ」


    　そう言うと同時にエノクは駈け出し、英里香の奇襲で立ち竦すくんでいた魔獣たちの群れの中へ自ら突っ込んでいく。その先にいるのは、英え里り香かに吹っ飛ばされた大型犬と色違いの一頭──ラスティ。最初に僕らの前へ現れた奴だ。


    　一呼吸遅れて魔獣たちが動き出すが、既にエノクはラスティの眼前に到達している。


    「啓けい介すけや英里香が現れた時、一番早くそちらを見たね。キミが司令塔だな？」


    　確信を持った声でエノクは呟つぶやき、拳こぶしを繰り出す。だがラスティは軽々と横に跳び、逆にエノクの腕へ嚙かみ付いた。その背中に魔獣たちが殺到する。


    「くっ！」


    　僕は魔獣を食い止めようと、がむしゃらに木刀を振り回した。運よく木刀に当たった数頭が倒れ、ほかの魔獣は飛び退のいて距離を取る。


    　エノクはラスティに嚙みつかれながらも、勝ち誇った顔で笑っていた。


    「本人が姿を見せずに魔獣たちを操あやつるには、現場に司令塔が必要となるはずだ。つまりキミだけは術者とより深く意識が同調している」


    『──それがどうした。ラスティを通じて私を支配しようとしても無駄だ』


    「ははは、そんなことをするつもりはないよ。そもそもオレは精テ神レ感パ応スなんて使えない。この手にあるのはもっと別の力だ」


    　そう言ってエノクは自由な方の手でラスティの頭を鷲わし摑づかみにした。


    「異界の天使を宿していた頃は、法の力と打ち消し合っていたが……今はもう《頂の雄鶏ヴイゾフニル》から受け継いだ魔術を阻はばむものはない」


    『いったい何を──』


    　頭の中に響く声に焦あせりと不安の色が滲にじんだ。


    「それは、自分の身で味わって理解するといい。さあ──〝混ざれ〟!!」


    　びくんとラスティの体が跳ねる。同時に僕らを囲んでいた魔獣たちも、がくがくと体を震ふるわせ始めた。


    　口から泡を吹き、ぐるぐると意味もなく歩き回り、喧やかましく鳴き声を上げ、最後にはバタバタと倒れ伏す。


    『っあ──ろごっ……えき────』


    　言葉にならない思念が頭の中に鳴り響く。激しく暴れ出すラスティ。エノクが手を放すと、ラスティは弾かれたように僕らから距離を取った。


    　牙きばが抜かれたことでエノクの腕からは血が流れ、服の袖そでを真っ赤に染めた。しかしエノクは自分の傷に一いち瞥べつもくれず、ラスティと精神を同調させている魔術師へ告げる。


    「これは精テ神レ感パ応スじゃない。《頂の雄鶏ヴイゾフニル》は自分と相手の魂を〝混ぜる〟ことで、他者の体を乗っ取ってきたのさ。この力を《頂の雄鶏ヴイゾフニル》は混こん沌とんの魔術と呼んでいた。と……まあ説明したところで、もはや聞こえてはいないだろうけどね」


    『ぁあぁ──ああああああぁっ!!』


    　ウォォォォォォォォォォンッ!!


    　ラスティは精神の悲鳴と断末魔のような咆ほう哮こうを同時に上げ、闇やみ雲くもに辺りを走り始める。転び、躓つまずき、木に衝突し……そして最後には森の中へと姿を消した。その哀れな姿を見送ったエノクは、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべて呟つぶやく。


    「──どれだけ強い魂でも、他と混ざり続ければ摩耗する。薄まった《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の魂がオレに負けたのは当然のことだ。カレは、いずれ消え去る宿命だったんだよ」


    　僕は辺りに倒れている魔獣の群れが再び動き出す気配がないことを確かめると、エノクに問いかけた。


    「あの犬は……いったいどうなったんだ？」


    「ふん、少しだけ精神をかき混ぜてやっただけだよ。オレが継承した混沌の魔術も劣化している。人間相手に使っても意識を混こん濁だくさせ、昏こん倒とうさせるのが精一杯だ。けれど──あの犬には犬と術者の意識が同居していた。それを〝混ぜる〟とどうなると思う？」


    　僕はその言葉を聞いて、エノクがしたのは酷ひどく残酷な行為だったことに気がつく。


    「二つの意識がめちゃくちゃになる……のか？」


    「ああ、犬には術者の意識が混ざり、また同時に術者にも犬の意識が混ざり込む。もう魔術師としては再起不能なはずだ」


    「……容赦ないな」


    　魔術師に復帰するどころか、普通の生活すら送れなくなるに違いない。


    「鈴りんに手を出したんだ。このぐらいは当然さ」


    「何だ……ずっと冷静に見えたけど、やっぱり怒ってたのか」


    　どうしてだか少しほっとして、僕は笑う。


    「啓けい介すけお兄様ー！」


    　上空から僕を呼ぶ声が響き、鈴ちゃんを抱きかかえた英え里り香かが大地に降り立った。


    「エノクさん──はい、鈴さんですよ」


    　足元を少しふらつかせながら、鈴ちゃんを差し出す英里香。


    「ああ、キミには礼を言わなければならないな。鈴を助けてくれて感謝する。正義という概念も、たまには役立つことを学んだよ」


    　気絶している鈴ちゃんをエノクは腕に抱え、礼を言う。


    「今の言い方だと、僕には礼の必要がないって聞こえるけど……」


    　僕が呟くとエノクは当たり前だという表情を浮かべた。


    「啓介は大して役に立っていないだろう？　キミがいなくてもオレは同じ結果を引き寄せたよ。まあ魔獣たちからの傷は増えただろうけどね。しかし生あい憎にくオレは自分が傷を負う程度のことを何とも思わない。だから礼を言う気も起きないのさ」


    「屁へ理り屈くつだな」


    「ふん、何とでも言え」


    　挑発的に笑うエノクと睨にらみ合う。だが英え里り香かが顔を青くして僕らの間に割って入った。


    「あっ、エノクさん怪け我がしているじゃないですか！　すぐに治しますから、傷口を見せてください」


    　血を吸ってどす黒く変色した服の袖そでを捲まくりあげ、英里香は《姿の言葉シヤープワーズ》を唱となえ始める。


    「癒しの光アベートライト！」


    　英里香が《起動言語トリガー》を唱えると、眩まぶしい光がエノクの腕を包み込み、傷口がみるみる塞ふさがっていく。


    「──これで完治……ですね」


    　治癒を終えた英里香は満足そうに微ほほ笑えみ、僕の方へ倒れ込んできた。僕は英里香の体を支えて、顔を覗のぞき込む。


    「すぅー……すぅー……」


    　魔術をかなり行使したために限界が来たのだろう。英里香は目を閉じて寝息を立てていた。僕は苦笑を浮かべると、態勢を変えて英里香を背負う。


    　英里香のマンションまでは、このまま送っていこう。


    「では啓けい介すけ、共闘関係はここまでだな」


    　鈴りんちゃんを抱えたエノクは僕に背を向ける。


    「この後、どうするつもりなんだ？」


    「とりあえず養護施設へ戻り、ボディーガードの到着を待つよ。今回の件はいい見せしめになっただろうから、すぐに別の刺客が現れることはないはず──」


    　と、そこでエノクは言葉を切った。歩き出そうとしていた足を止め、厳しい眼まな差ざしで自然公園の方を睨んでいる。


    　僕も視線をそちらに向ける。夕日が沈んでいこうとしている丘の上に、人影があった。それも一人ではない。二人、三人と、どんどん増えていく。


    「……そうだったな。最初にオレを捕えようとした黒服共がまだ残っていたか」


    　苦々しい口調で呟つぶやくエノク。


    　現れた人影は十人を超し、その中の一人が丘を下ってくる。


    「何だ……アレは？」


    　エノクが訝いぶかしげに眉まゆをしかめた。近づいてくる人物の服装があまりに奇抜だったからだろう。何しろサングラスとマスクで顔を隠し、忍しのび装しよう束ぞくを着ているのだ。驚くのも無理はないが、僕にとってはもう見慣れた姿だった。


    　木の柵さくを軽く飛び越え、僕らの前までやってくる忍者男。


    「正まさ行ゆきさん……」


    　僕が名前を呼ぶと、彼──倉くら野の正行は片手を上げて挨あい拶さつしてくる。


    「やあ、啓けい介すけくん。どうやらまた英え里り香かが世話になったようだね。侵入した《群れクラウド》の対処までしてくれて……もう頭が上がらないな。本当にありがとう。ここからは私たちに任せてくれたまえ。後始末はやっておく。今回の礼と朝の話の続きは……後日、必ずしよう」


    　気を失っている魔獣たちを見渡し、僕に頭を下げる正まさ行ゆきさん。だがその言葉を聞いたエノクが、冷めた声こわ音ねで口を挟む。


    「その後始末とやらには、オレたちも含まれているのかな？」


    　正行さんはゆっくりと頭を上げ、エノクの方を向いた。


    「──もちろんだよ。《群れクラウド》の党首、エノク＝ケテルくん。キミのような危険人物を美み傘かさ市に置いておくわけにはいかない」


    「まるでこの街が自分の所有物みたいな言い方だね。キミたちにオレの居場所を決める権利があるのかい？」


    「ああ、ある。私たちは、神の降り立たれたこの地を管理する政府直轄の治安組織だからね。不要な災わざわいの種を排除する義務と権限を有している」


    「神……か」


    　エノクは呟つぶやき、鼻で笑う。


    「つまりキミたちは、神となった啓介の妹に群がってきた寄生虫というわけか。啓介、気をつけた方がいいぞ？　こいつらはキミの妹を何に使おうとしているのか分かったものじゃない」


    　こちらをちらりと見て言うエノク。


    　……っ。


    　正行さんのことはずっと警戒していたつもりだったが、由ゆ衣いのことを持ち出されて僕は動揺する。《連なる世界セフイロト》を総すべる存在になった由衣に危害が及ぶ可能性など、全く考えていなかったのだ。


    「おいおい、啓介くんに変なことを吹き込まないでくれ。私たちは彼の妹を妙なことに使おうなどと思ってはいない。ただこの地にいてほしいと願っているだけなんだ。私たちの役目はそのための環境作りだよ」


    　以前、僕にもした説明をする正行さん。遠とお見み神社を作ったのはその一環なのだろう。由衣がこの場所に──この国にいてくれるだけで十分なのだと正行さんは言っていた。僕も由衣と話せる場所が得られたので、正行さんには感謝している。


    　けれど……やはりそこで思考を止めてはいけないのだろう。


    「環境──ね。要するにオレは害虫か」


    「適切な表現だな。まさにその通りだよ」


    　エノクと正行さんは睨にらみ合う。だがその時、エノクに抱かかえられていた鈴りんちゃんが小さく呻うめいて、目を開いた。


    「うぅーん……？　あれ、えーくん？」


    　寝ぼけた声を出す鈴りんちゃん。えーくんというのは……まさかエノクのことか？


    「起きたか、鈴。だが今ちょっと立て込んでいてね。しばらく大人しくしていてくれ」


    「う、うん……」


    　鈴ちゃんは頷うなずき、不安そうに周囲を見回す。エノクと向かい合う忍者姿の男を見て、目を丸くし、次に僕へ視線を向けて顔を輝かせた。


    「あっ、ゆいちゃんとけーすけさん！」


    「え……？」


    　鈴ちゃんの言葉に僕は戸惑う。背中で寝息を立てている英え里り香かを由ゆ衣いと勘違いしたのだろうか。


    「ひさしぶり……うん────わたしは、元気だったよ。ゆいちゃんは？」


    　だが鈴ちゃんは僕の方を向いて一人で会話を始める。それはまるで──。


    「──鈴ちゃん、もしかして……まさか、由衣の姿が見えているのか？　声が聞こえるのか？」


    　恐る恐る問いかけると鈴ちゃんはエメラルドグリーンの瞳をぱちくりさせて、首を傾かしげた。


    「え？　うん……見えてるし、聞こえてるよ？」


    「由衣は、どこにいるんだ？」


    「けーすけさんの目の前に立ってるけど……」


    　不思議そうに答える鈴ちゃん。だが僕には由衣の姿は見えない。どれだけ目を凝こらしても瞳に映らない。


    「──そうか、鈴の視力は天使によって与えられたもの……その瞳は世界と繫つながっている。神の姿が見えてもおかしくはない」


    　僕らのやり取りを見ていたエノクが呟つぶやいた。鈴ちゃんが特別だったのかと、僕は肩を落とす。由衣はいつから僕の傍そばにいたのだろう。由衣に気づかない僕を見て、どう思っていたのだろうか……。それを考えると、ひどく自分が不ふ甲が斐いなく思えた。


    　僕は拳こぶしを握りしめて黙り込む。すると、今度は正まさ行ゆきさんが鈴ちゃんに問いかけた。


    「すまない、一つ聞いてもいいかな。君は遠とお見み由衣さんと知り合いなのかい？」


    　鈴ちゃんは奇妙な風体の正行さんを物珍しげにじろじろ眺め回してから、はっきりと頷く。


    「うん、わたしとゆいちゃんは友達だよ」


    　正行さんは鈴ちゃんの返事を聞くと、困った様子でぼりぼりと頭を搔かいた。


    「そうか……これはちょっと軽率なことをしてしまったかな。君はどうやら彼女と自由に会話ができるようだが、今回の件について彼女は何か言っているかい？」


    「何かって？」


    「怒っていたりしないかってことだよ」


    「怒ってはいないけど…………あ、わたしやえーくんを追い出さないでほしいって言ってるよ」


    　由衣の言葉を正行さんに伝える鈴ちゃん。すると正行さんは大きく息を吐いて、エノクに視線を向けた。


    「……彼女がそう言うのなら、私たちは引くしかないな。不本意ではあるが君たちの滞在を認めよう」


    「ふん、神サマのご機嫌を損ねるわけにはいかないってことか。寄生虫らしい現金さだ」


    　エノクは呆あきれた顔で肩を竦すくめる。


    「好きに言ってくれたまえ。私は君が害虫にならないことを祈っているよ。では──」


    　正まさ行ゆきさんはそう言うと懐から何か球状の物を取り出し、それを地面に投げつけた。


    　ぼんっと白い煙が巻き起こり、正行さんの姿が見えなくなる。


    「ごほっ、ごほっ──」


    　咳せき込みながら煙を振り払う。三十秒ほど経たって視界が回復した時には、正行さんの姿も、丘の上にいた黒服たちの姿も消えていた。それどころか辺りに倒れていた魔獣たちまでいなくなっている。付近に潜んでいたスタッフが回収したのだろうが、凄すさまじい早はや業わざだ。


    「な、何なんだあの男は……ふざけているのか……？」


    　煙を至近距離で浴びて薄汚れたエノクが毒づく。


    「あはは、えーくんが白くなってる」


    　鈴りんちゃんは楽しそうに笑っていた。まるで兄きよう妹だいのような二人。どうやら鈴ちゃんの家族になったというエノクの言葉は本当だったようだ。


    　僕は視線を落とす。由ゆ衣いがいるという辺りを見つめて口を開く。


    「──正直言うと、僕は正行さんの言うことに賛成だった。今日のことから考えても、エノクは必ず争いを引き寄せるだろうから。でも……やっぱり、これでよかったみたいだ。今、そう思ったよ」


    　返事はない。聞こえてくるのは英え里り香かの寝息だけ。


    　冷たい風が薄く残った煙を吹き払い、荒れ地に生えた雑草を揺らす。


    　由衣はきっと……すぐ目の前で、僕に届かない笑顔を浮かべているのだろう。


    「啓けい介すけくーん！」


    　僕を呼ぶ声が遠くから響いてくる。顔を上げると、息を切らせた未み由ゆが丘の上に立っていた。電話を受けて、全速力で来てくれたに違いない。


    　感謝と、無駄足を踏ませてしまった申し訳なさと、危険に巻き込まずに済んだ安あん堵どが心の中で入り混じる。


    「由衣、ありがとな」


    　何もない虚こ空くうに一方通行の微ほほ笑えみを向けた後──僕はゆっくりと未由の元へ歩き出した。
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     第二章　三羽の鶫
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    　一日の授業の中で最も集中できるのは四時間目だと、僕は思っている。


    　一時間目はまだ朝の眠気が残っているし、昼食後の五時間目は腹が膨ふくれているので眠くなる。


    　それに比べて四時間目は朝の眠気など失うせているし、空腹が限界に達しているため意識が妙に研とぎ澄まされるのだ。この時に受けた授業の内容は、後からでもはっきり思い出せることが多い。


    　そんなわけで僕が四時間目に居眠りすることは滅多になかったのだが……この日は例外だった。


    　十一月二十五日、水曜日。エノクと鈴りんちゃんに再会した翌日──僕は四時間目の途中から眠りに落ちてしまった。昨日、法術で魔獣たちの精テ神レ感パ応スを中和したせいだと思う。朝からやけに眠く、何とか昼休みまでは耐えようとしたものの……気づけば四時間目の終わりを告げるチャイムが鳴っていた。


    　板書に熱心で、あまり生徒を当てたりしない先生だったので助かったが、後で誰かにノートを見せてもらわなければならないだろう。


    「ふわぁぁぁー……」


    　大きく欠伸あくびをする。今はまだ食欲より睡眠欲が勝っていて、お腹なかが空すいていない。午後の授業のためにも寝ね溜だめをしようと、再び机に突っ伏した。


    「──啓けい介すけさん、起きてください。もうお昼ですよ？　ご飯の時間なのです」


    「啓介くん、一緒にお昼食べよう？」


    　ゆさゆさと体を揺さぶられて、僕は顔を上げる。机の前に陽ひ名なちゃんと未み由ゆが立っていて、僕を見下ろしていた。


    「あー、今日はちょっと食欲が──」


    　と言いかけて気づく。陽名ちゃんと未由はナプキンで包んだお弁当箱を、何な故ぜか二つずつ持っていた。


    「ダメですよ、ちゃんと食べないと頭が働きません。それにせっかく啓介さんのためにお弁当を作ってきたのですから」


    　陽名ちゃんが妙に迫力のある笑顔を浮かべながら、僕の腕を引っ張る。


    「そうだよ。私も早起きして作ったんだよ？　だから食べてみてほしいな。あ、べ、別にこれは昨日言ってた勝負じゃないよ？　単に陽名さんが啓介くんにお弁当作るっていうから、私も何となく作ってみただけで……」


    　妙に焦あせりながら未由も僕を促す。


    「え？　そ、それはありがたいけど……」


    　あまり食欲がないとはいえ、嬉うれしくないと言えば噓うそになる。だが……未み由ゆは料理ができただろうか？　昼食はいつも購買で変わったパンを買っていて、お弁当を持参してきたことはないように思う。それに以前、文化祭での出し物を話し合った時、未由はあまり料理が得意でないような反応を見せていた。


    「さあ、早く行きましょう。皆さんは、もう先に中庭へ行っているのです」


    「この寒い日にわざわざ中庭で食べるのか？」


    　陽ひ名なちゃんの言葉に僕は驚く。今週に入り、教室にストーブが配備された。つまりはもうそれほどの冷え込みなのだ。


    「朝よりは暖かくなっていますし、風も弱いですから大丈夫ですよ。それに啓けい介すけさんは、この空気の中で食事ができるのですか？」


    　言われて辺りを見回すと、刺とげ々とげしいクラスメイトたちの視線に気がついた。


    　男子からは妬ねたみと嫉そねみを、女子からは好奇と軽けい蔑べつを感じる。アリッサと未由に二ふた股またをかけているという[image: ]うわさ──というか事実が広まってから、ずっとこんな雰囲気ではあるのだが……今日は一段と居心地が悪い。おそらく陽名ちゃんが僕にお弁当を作ってきたという点が様々な憶測を呼んでいるのだろう。


    「そ、そうだな……中庭で食べようか」


    　僕は引きつった笑みを浮かべて頷うなずき、席を立った。逃げるように教室を出て、大きく溜ため息いきを吐つく。クラスメイトとの溝は未いまだに深い。まあ本格的に嫌悪されていないだけマシなのだとは思う。クラスの中心人物である冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えが僕を〝そういうキャラ〟として扱い、事あるごとに皆を代弁した嫌いや味みを言うので、かろうじて存在することを許されている……といった感じだ。


    　まあ冬上には感謝すべきなのだろうが、あいつはあいつで楽しんでいるので礼を言うのは抵抗があった。


    　靴くつを履きかえて校舎の外へ出ると、確かにそれほど寒くはない。空に雲は多いが、今はちょうど太陽が顔を覗のぞかせていた。中庭は芝生になっていて、ベンチがいくつも置かれている。思ったよりも生徒の姿は多い。


    「遠とお見みくん、こっちよー。相変わらず両手に花で羨うらやましいわねー」


    　中庭へ先に来ていた冬上が僕を呼ぶ。いつものように皮肉を交えるのも忘れていない。冬上はベンチに座っていて、横には後輩のツグミもいた。昨日は学校を休んでいたらしいので心配していたが、もう大丈夫のようだ。


    　ツグミは僕の方を見て、ぺこっと小さく頭を下げる。褐色の肌と白い髪を持つツグミは転入してしばらくは周囲の視線を集めていたが、今はじろじろと眺める生徒はいない。ツグミは物静かに周囲に溶け込み、パンと牛乳を交互に口へ運んでいた。


    「遅いから先に食べてるぞー」


    　眼鏡めがねをかけた一見秀才風の男子生徒──その実は単なるバカの悪友・山やま崎ざき勉つとむがこちらに手を振ってくる。山やま崎ざきはベンチの前の芝生に直接腰を下ろしており、隣には小太りで意外と二枚目の友人・宮みや島じま通とおるもいた。宮島は黙々と揚げパンを頰ほお張ばりながら、手だけを挙げて挨あい拶さつする。


    　僕は彼らの元へ向かい、芝生に座った。未み由ゆと陽ひ名なちゃんはハンカチを敷いてから、僕の両隣に座る。


    「はい、啓けい介すけくん」


    「どうぞです、啓介さん」


    　そして笑顔で僕にお弁当箱を差し出す二人。


    「……あ、ありがとう」


    　緊張しながら僕は受け取った。とても嬉うれしいのだが、二人から発せられるプレッシャーが凄すさまじく、体が強こわ張ばる。


    「何？　遠とお見みくん、お弁当作ってきてもらったの？　友とも月づきさんなら分かるけど……陽名さんもってことは……まさか三さん股また？」


    　からかいの種を見つけた冬ふゆ上がみが生き生きとした表情で問いかけてきた。


    「さ、三股ってそんなわけ──」


    「うん、啓介くんは三股なんてしてないよ。ちゃんとした二ふた股またなんだから、失礼なこと言わないで」


    　慌てて否定する僕に、未由はよく分からない同意の仕方をする。


    　すると今度は陽名ちゃんがむっとした顔で口を開いた。


    「──未由さん、まるで三股がちゃんとしてないみたいな言い方やめてくださいです。わたくしは三股もそれほど悪くないものだと思うのですよ？」


    「うーん、私はそう思わないけどなー」


    　口元に指先を当てて空々しく首を傾かしげる未由。


    「いや、二股する時点で人間のクズでしょ」


    　そこに冷静な冬上のツッコミが入る。僕は身を縮めるしかない。


    「雪ゆき絵え、了見がせまいですよ？　世界には一夫多妻制の国もあるのです」


    　だが陽名ちゃんは堂々と異を唱となえた。しかし冬上は鼻で笑う。


    「それは屁へ理り屈くつっていうものよ。私たちは今、そういった倫理観を持つ共同体に属してはいない。その時点で言い訳はできないわ。三股を正当化したいなら、一夫多妻の国へ移住しなさいよ」


    　珍しく冬上が陽名ちゃんに反論する。冬上は陽名ちゃんに苦手意識を持っているようなので、こういったことは少ないのだ。


    「むむ……正論ですね。わたくしたちが将来というものを手にできるのなら、それも検討すべきかもです……いえ、でも移住するとなると由ゆ衣いさんの問題が……こうなったらこの国の法律を変えるべきでしょうか……ああ、でもさすがにそれは……けど、美み傘かさ市を治外法権化する程度なら今の手札でも──」


    　陽ひ名なちゃんは真ま面じ目めな顔で腕を組み、ぶつぶつと物騒なことを呟つぶやき始める。間違いなく本気で思案していることが分かるから恐ろしい。


    「啓けい介すけくん、私たちは私たちだよ。だから冬ふゆ上がみさんの言うことなんか気にしないで、今はお弁当を食べてみて」


    「あ、ああ」


    　未み由ゆに促されて僕は未由のお弁当を開ける。普段僕と同じ購買派で、料理があまり得意でないはずの未由がいったいどんなお弁当を作ってきたのか……。たとえどんなものでも絶対に残さず食べようと決意して、身構える。


    　だが蓋ふたの下から現れたものは、予想外にシンプルな料理だった。


    「……おにぎり？」


    　小さなお弁当箱には、海の苔りを巻いた丸いおにぎりが二つだけ入っている。


    「うん、とにかく失敗しないものにしようって考えたら……これしか思いつかなくて」


    　苦笑する未由。


    「いや、でも美う味まそうだよ。何かお腹なかが空すいてきた。いただきます──」


    　僕は手を合わせてから、おにぎりを頰ほお張ばった。海苔の風味と適度に塩が効いた白米の味が口の中に広がる。


    「どう、かな？」


    　緊張した顔で未由は僕の感想を待つ。


    「──何か、懐かしい味だな。小さな頃に家族とピクニックへ行った時のことを思い出した」


    「あ、私と一緒だ。あのね、私は家族旅行へ行く時に必ずお母さんとおにぎりを作ってたの。だから、これだけは作り慣れてるんだ」


    　未由は嬉うれしそうに表情を緩ゆるめる。


    「あっ！　未由さん、抜け駆けはズルいです！　わたくしのお弁当も食べてください、啓介さん！」


    　思考に没頭していた陽名ちゃんが我に返った様子で僕に詰め寄ってきた。


    「わ、わかった」


    　僕は陽名ちゃんのお弁当を開く。ご飯、おかず、主菜……とバランスよく詰められた色鮮やかなお弁当だ。けれど──よく見れば、その中身にはある意図が感じられた。


    「陽名ちゃん……すごく綺き麗れいなお弁当だと思うけど……僕の苦手な食べ物がやたら多いのは偶然……なのか？」


    「もちろんわざとなのですよ。これまで啓介さんの食生活を密かに観察してきましたが、意外と好き嫌いが多いので、それを直してもらおうと思ったのです」


    　陽名ちゃんは小さな胸を張って笑みを浮かべる。


    「よ、よく見てるな……」


    「ふっふっふ、わたくしを甘く見てもらっては困るのです。わたくしは啓けい介すけさんに喜んでもらうことよりも、好き嫌いをなくしてもっと健康になってもらうことを選びました。真の愛情とはこういうものだと思うのです。奥さんにするのなら、わたくしみたいなタイプをおすすめします」


    　そう言って陽ひ名なちゃんは箸はしでおかずを摘つまみ、僕に差し出してきた。それは微妙に苦手な茄な子すの煮物。


    「はい、あーんです」


    　もう逃げ場はない。未み由ゆも不機嫌そうな顔はしているが、陽名ちゃんを止めようとまではしない。僕は覚悟を決めて口を開けた。


    「い、いただきます……」


    　そう言ってから一口で頰ほお張ばる。味付けは──おいしい。だが食感に抵抗がある。嚙かむのを最小限にして、僕はごくんと飲み下した。


    「陽名ちゃん……ありがと、おいしかったよ」


    　礼を言う僕だが、陽名ちゃんは全てを見透かした顔で微ほほ笑えむ。


    「そうですか、それはよかったです。ですがあまり嚙まないのは胃に優しくないですよ？　今度はきちんと三十回は嚙んでから飲み込んでください」


    「ぐ……わ、分かった」


    「頑張ってください、啓介さん。食べ物への抵抗感というのは、大抵は思い込みです。特にトラウマなどがなければ、自然と舌が慣れていくはずです」


    　次々と差し出される苦手な食べ物を僕は口に入れる。


    「啓介くん、私のおにぎりも忘れないでね」


    「りょ、了解」


    　未由に頷うなずき、二つ目のおにぎりに手を付ける。


    　そんな僕らの様子を眺めていた冬ふゆ上がみが、やれやれと首を振った。


    「遠とお見みくんは本当に八方美人ねー。アリッサさんが帰ってきたらどうなるか見ものだわ。昨日から急に陽名さんの態度が変わったように見えるけど、何かあったのかしら。気になるわよねー、ツグミちゃん？」


    　パックの牛乳をストローで飲んでいたツグミは、急に話を振られて軽く咳せき込む。


    「けほっ、けほっ……わ、私は別に……」


    「そう？　さっきからずっと遠見くんのこと見ていたから、そうなのかなって思ったんだけど……気のせいだったかしら」


    「……はい、ユキちゃんの気のせいです。私はセンパイに訊たずねたいことがあるのに、何な故ぜか勇気が出ないわけじゃありません。センパイが話しかけてくれるのを待っているわけでもないです」


    　ぷいと顔を逸そらすツグミ。


    「きゃー、ツグミちゃんやっぱり可愛かわいい！　大丈夫よ、任せておいて。私が何とかしてあげるからねー」


    　冬ふゆ上がみはツグミを抱きしめて、その頭をぐりぐり撫なでる。


    「ちょっ……ゆ、ユキちゃん、私はそこまで考えては──ええっ、そんなこと……私、言えません……」


    　直接相手に触れることで心を読めるツグミは、冬上の考えていることを読み取って動揺している。僕はとても嫌いやな予感を覚えて、冬上に言う。


    「おい、何企たくらんでいるかは知らないけどツグミをあんまり困らせるなよ」


    「──ふふ、大丈夫よ。困るのはツグミちゃんじゃないから」


    　愉快そうに笑って、冬上は僕に答えた。


    　じゃあ誰が困るのか……。何となく予想はついたが、僕はそれ以上考えないことにして未み由ゆと陽ひ名なちゃんのお弁当へ意識を戻した。


    　自分の考えが当たらないことを祈りながら、二人のお弁当を平らげる。


    　だが、その祈りが無駄であったことを僕は放課後に思い知るのだった。
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    　それは、とても作為を感じる状況だった。


    　まず帰りのホームルームの後、日直でもないのに荷物運びを頼まれた（後で確認すると何な故ぜか黒板に書かれた日直の名前が書き換えられていた）。さらに教室へ戻る途中で渡り廊下を掃除していたクラスメイトの女子に呼び止められ、掃除を手伝うことになった。その場所はうちのクラスの割り当てだったのだが、男子がサボって人手が足りなかったのだという。


    　そして部活の用事があるのだと言われて、やたら遠い場所にある焼却炉までのゴミ捨てを頼まれた。仕方なくそれを引き受け、ようやく教室に戻った時には……もうクラスメイトは誰一人残っていなかった。


    　机の上にはノートの切れ端を使った書き置きが一枚。そこには「友とも月づきさんと陽名さんは、遠とお見みくんが遅くなるってことを伝えて先に帰ってもらったから安心して」と書かれていた。


    　いったい何を安心しろというのか。それに僕は誰にも伝言を頼んでいない。


    　僕は書き置きをくしゃくしゃと丸めてポケットに入れると、上着を羽織り、鞄かばんを持って教室を出た。


    　その時点で、確信した。これは冬上の仕業だと。


    　何を仕掛けられているのか分からないので辺りを警戒しながら、僕は進んだ。けれど廊下でも下駄箱でも、特に何も起こらなかった。


    　だが、校門に着いた時──僕はそこに見知った少女がいることに気づいた。


    「──ツグミ？」


    　名前を呼ぶと彼女はこちらへ歩いてきて、体が触れる寸前の距離で立ち止まり、上目遣いで僕を見上げた。


    　そして小さな声で、こう言ったのだ。


    「…………センパイ、ちょっと寄り道して帰りませんか？」


    　──と。


    



    



    　通学路から外れ、駅前の繁華街へと足を向ける。


    　昼には雲間から顔を出していた太陽も、今は隠れてしまって薄暗い。山際の雲はうっすらと赤みを帯びていて、日没が近いことを示している。


    　これだけ空が曇っていると、今日も由ゆ衣いとは話せないだろう。だから寄り道の申し出を断る理由もなく、僕はツグミと並んで歩いていた。


    「寄り道って、どこに行きたいんだ？」


    　横を向いて問いかける。何な故ぜか普段より僕と距離を開けて歩くツグミは、鞄かばんをぶらぶら揺らしながら苦笑を浮かべた。


    「……特に、目的はありません。センパイがよく寄り道するところで、どうぞ」


    「僕が寄り道する場所って、せいぜい書店かＣＤショップぐらいだけど……」


    「それで、構いません。お供します」


    　不満もなさそうに頷うなずくツグミ。どうやら本当に行きたい場所はないらしい。ということは──。


    　思い当たることはあったが、こちらから切り出すことはせず、まずは寄り道を満喫することにする。大通りに出て、駅前のショッピングモールへ行き、書店とＣＤショップを回る。


    　最近何かと忙しかったので、こういった普通の寄り道は久しぶりだった。お金に余裕はないため衝動買いはできず、新刊と新譜をチェックするだけだったが、何というか……少しだけアリッサと出会う前の日常を思い出した。


    　ツグミは音楽よりも漫画や小説に興味があるらしく熱心に棚を見て回り、僕にあれこれと質問してきた。


    「これは、どういったお話なんですか？」


    「えーっと、すごく王道な冒険ものだったと思う」


    「センパイセンパイ、じゃあこっちは？」


    「読んだことないけど……タイトルからしてホラー系だろうな」


    　目に留まった本を次々手に取って見せてくるツグミ。僕の曖あい昧まいな説明にも興味深そうに頷うなずき、目を輝かせていた。


    「ツグミは、本が好きなのか？」


    　僕がそう訊たずねるとツグミは「はい」と頷き、こう言った。


    「……昔はちょっと馬鹿にしていたんですけどね。人の心が読める私には、文章なんて遠回りな表現にしか思えませんでしたから。でもユキちゃんに何冊か本を貸してもらって、考えが変わりました」


    「そっか、まあいろんなものに興味を持つのはいいことだと思うよ」


    　冬ふゆ上がみに貸してもらった、という点が若干不安ではあるが悪いことではない。


    　その後ツグミは書店を存分に堪能してから一人本棚の森に分け入り、数冊の本を抱えて戻ってきた。


    「それ、買うのか？」


    「……そうですけど、じろじろ見ないでください。精算するので先に店を出ていてくれませんか？」


    　何な故ぜかツグミはこちらに見えないよう本を後ろに隠し、じっと僕を見据える。どことなく警戒する野生動物に似た眼まな差ざしだ。深入りすると手を嚙かまれるような雰囲気を感じて、僕は大人しく店外でツグミを待つことにした。


    　しばらくして店から出てきたツグミに買った本のタイトルをそれとなく聞いてみたが、やはり教えてはくれなかった。いつもは素直で正直なツグミにも、秘密にしたいことの一つや二つはあるのだろう。


    　冬上の影響で怪しいジャンルに手を出していないといいのだが……。


    　少し心配に思ったものの、それ以上踏み込むのはやめておく。何となく、知らない方がいいこともある気がしたのだ。


    　そうして小さな謎を残しつつ寄り道は終わった。


    　吹き抜けの多目的スペースに設しつらえられた巨大クリスマスツリーを横目に見つつ、エスカレーターで一階まで降りる。その間、ツグミはずっと無言だった。書店ではあんなにはしゃいでいたのに、大人しく僕の後をついてくる。


    　──もうすぐ、かな。


    　そんな予感を覚えつつ、重いガラス戸を押し開けて外に出る。一定の温度に保たれたショッピングモールの中とは違い、街の大気は冷たかった。


    「……あの」


    　大通りを歩き始めてすぐ、ツグミが小さく言葉を発した。ようやく本題を口にするつもりなのだろう。


    「何だ？」


    　できるだけ自然な口調を心掛けて問い返す。


    「……センパイ、陽ひ名な先輩には何と返事をしたんですか？」


    　前を向いたまま、緊張した面おも持もちで訊たずねてくるツグミ。辺りの喧けん噪そうにかき消されてしまいそうな声だったが、僕は聞き逃のがさなかった。


    　やはりこれが目的だったのだろう。ツグミは陽名ちゃんが僕に告白したことを知っている。《方はこ舟ぶね》でツグミは迷う僕にアドバイスをし、僕がどんな答えを出すのか興味があると言っていた。だけど……。


    「そこまで気になっていたなら、どうして僕に触れて心を読まなかったんだ？　今も、昼休みも、機会はいくらでもあっただろ」


    　店を巡っている最中でさえ、ツグミは僕に触れようとしなかった。ほかの人間ならともかく、僕にはいつも遠慮なく触れてくるのに。


    「……まずはセンパイの言葉で、聞かせてほしいんです。確かに心を読めば全て分かります。けれど、それだと、会話が要らなくなります。言葉を交わさないと見えないこと、手に入らないものもあるってユキちゃんが言っていました」


    「冬ふゆ上がみか──」


    　何だか、らしくない言葉だ。けどツグミがそれを信じたのなら、冬上は本気で言っていたのだろう。


    「はい、だから教えてください」


    「──分かった。じゃあ昨日の朝のことから話すよ」


    　頷うなずき、通行人の少ない脇道に入る。周囲が煩うるさいと話しにくいし、いつ誰に触れてしまうか分からない人ごみの中ではツグミも落ち着いて話を聞けないだろう。初めて通る道ではあったが、方向さえ見失わなければ迷うことはない。


    　急に静かになった通りには乾燥した冷たい風が吹き抜ける。


    　僕は唇くちびるを湿らせてから話し始めた。


    　まずは、校舎の屋上で陽名ちゃんへ告げた答え。それに対して陽名ちゃんが提示した修正案。正まさ行ゆきさんのことはとりあえず省はぶき、放課後に未み由ゆへ状況を説明した時の出来事を語る。


    　その間にどんどん曇り空は暗くなり、やがて星一つない夜空へと変わった。


    「……ちょっと、意外です」


    　話を聞き終えたツグミはそんな言葉を漏もらす。


    「意外？」


    「……はい、てっきりセンパイは二人も三人も一緒だ！　こうなったらハーレムを作ってやるぜ、がっはっは！　と、開き直るかと思っていました」


    「開き直るって思考放棄みたいなものだしな……。陽名ちゃんの本気の告白に、そんな返事はできないよ。というか……それ誰の真ま似ねだ？　明らかに僕のキャラじゃないよな？」


    　妙な演技をしたツグミに僕は訝いぶかしげな視線を送る。


    「誰の真ま似ねというか……センパイがそんなキャラになってくれたらいいなという願望というか……まあいわゆる、理想像です」


    「理想像って、さっきのが？　いや、あんな開き直り方ダメだろ。僕が言うのもアレだけど……さすがに人として最低すぎる」


    　今ですら既に一般的な常識を逸脱した道を歩いているのだ。だからこそ常に考えながら、進んでいかねばならない。


    「……私としては、センパイに開き直ってほしかったんですけどね。その方が私の夢は叶かなえやすそうでしたから」


    「夢？　ツグミの？」


    　驚いて問い返す。ツグミに何か叶えたい夢があることは初耳だった。


    「実はですね……《群れクラウド》から離れ、センパイたちと日常を送るようになってから、ユキちゃんがよく訊たずねてくるんです。今やりたいことはないのか、欲しいものはないのか、将来なりたいものは何なのか……って。本当の意味で日常を手に入れるには日常の先にあるものを見据えなきゃいけないから、夢を探しなさいって……」


    「まるで先生みたいだな」


    　僕に対しては皮肉やからかいばかりだが、ツグミにはそんな真ま面じ目めなことを言っているのかと少し感心する。


    「はい、ユキちゃんは私の先生です。私はユキちゃんのような、日常と戦っていける人になりたいと思っています」


    「日常と戦っていける人……？」


    「明日のために、今を頑張れる人のことですよ。センパイは信じられないかもしれませんが、ユキちゃんはあれでかなり努力家なんです」


    　その言葉に僕は眉まゆを寄せる。全然イメージと合わない。


    「ツグミが言うなら本当なんだろうけど、冬ふゆ上がみが努力してるところって想像できないな」


    「ユキちゃんは強がりですからね。弱みは絶対他人に見せません。でも心が読める私に隠し事は意味がない。だから私は、ユキちゃんにとって特別なんです。そして私も、私のことを特別だと思ってくれるユキちゃんが特別です。私はユキちゃんの力になりたい。これからもずっと──遠い未来まで」


    　街の明かりに照らされて赤紫に染まる曇った夜空。その向こうを見通すかのような眼まな差ざしをしながらツグミは言う。


    「それが、ツグミの夢か？」


    「夢の一つです。夢はほかにもあります」


    　照れくさそうに笑って言葉を続けるツグミ。


    「……私は、家族も欲しいんです」


    「家族？」


    　鈴りんちゃんとエノクのことが頭を過よぎる。


    「はい、私は親の顔を知りません。血の繫つながった端末たちも、いなくなってしまいました。だから、新しい家族を作りたいと思ったんです」


    《高次存在ヴイナー》の血を引く末まつ裔えい同士との交配を何世代も続けた結果、誕生した怪物──《鵺キメラ》。その次世代を生み出そうとする研究によって、ツグミは生まれたのだと以前聞いた。人の姿を得ることができたのはツグミ一人で、他の実験体たちは全て理性のない怪物だったらしい。けれど強い精テ神レ感パ応スを備えていたツグミは彼らを制御し、《群鶫スラシユ＝クラウド》として《群れクラウド》の最大戦力になった。


    　だが──今はもう《鵺キメラ》の血に連なる者は、ツグミ一人きりしかいない。かつての戦いでツグミの兄弟ともいえる者たちは全て失われた。精神感応テレパスによってツグミと繫がった彼らは、ツグミの手足に等しい〝端末〟だ。それらを失くしたツグミの喪失感は、言葉にできないほど大きなものだったに違いない。


    「親の顔を知らないって……ツグミは《鵺キメラ》にも会ったことがないのか？」


    「一度だけ顔を見る機会はありましたが……彼は私の父親というわけではないんです」


    「え？　そうなのか？」


    《鵺キメラ》の次世代ならば当然その子供だと思っていたので驚く。


    「……《鵺キメラ》は奇跡のようなバランスで成り立っていた存在でした。だから、さらに異能の血を濃くしても生まれるのは怪物ばかり。おそらく彼は混血としてそれ以上を望めない完成形だったんでしょう」


    「完成形か……確かに《鵺キメラ》以上の〝人間〟なんて想像できないな」


    　数多あまたの特殊能力と凄すさまじい身体能力、さらに竜人ともいえる姿への変身まで可能とした彼は、人間と怪物の境界に立っていたのだろう。それ以上進めば人間性を失い、制御不能の怪物になるしかない。


    「はい……同じ交配パターンやクローンなどのアプローチも失敗したそうです。だから《群れクラウド》の研究者たちは《鵺キメラ》の数世代前からやり直すことにしました。つまり冷凍保存されていた《鵺キメラ》の先祖たちの精子を用いての人工授精です」


    「人工授精……」


    「私の父親は、とっくの昔に死んでいた人だったんですよ。私を産んだのは《群れクラウド》に所属する魔術師の一人ですが、卵子提供者とは別人で……研究者の記憶を探っても本当の母親のことは分かりませんでした」


    　初めて聞く詳細なツグミの出生。衝撃的な事実の数々に圧倒されながらも僕は口を開く。


    「産みの親とも会ったことがないのか？」


    「はい、知っているのは名前ぐらいです。ですから……今の私には肉親というものがいません。家族が欲しいという理由……何となく分かってくれましたか？」


    「そうだな……気持ちは、理解できる」


    　血の繫つながった相手というのは特別だ。友情や愛情とはまた違う、確固とした揺らぐことのない繫がりを確信することができる。だからこそ肉親を亡くした時の喪失感はどうしようもないほど重く、一人きりになった時の孤独感はとても深い。海難事故で両親を亡くした僕にはそれがよく分かった。けれど──僕にはまだ叔お父じさん夫婦や従姉いとこの咲さきねえ、それに……神様になった妹の由ゆ衣いがいる。血縁者が皆無というわけではない。


    　──と、そこで気づく。ツグミが求めているのは血の繫がりだ。それは鈴りんちゃんの望む〝家族〟とは意味合いが少し異なる。


    「あ、もしかしてツグミが欲しい家族っていうのは……」


    　僕が思い浮かんだ答えを口にしようとすると、ツグミは微ほほ笑えみを浮かべて頷うなずいた。


    「はい、私は……私の子供を産みたいんです。それが……もう一つの夢」


    　お腹なかに手を当てて言うツグミ。


    「──いい夢だと思うよ。本当に」


    　冬ふゆ上がみの力になること。家族を持つこと。両方とも具体的な目標だ。本当にずっと真剣に考えて、この夢を見み出いだしたのだろう。まだ将来を思い描けていない僕とは大違いだなと苦笑する。
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    　けれど僕の言葉を聞いてツグミは表情を曇らせた。


    「……センパイ、ありがとうございます。ですが、一つ大きな問題があるんです」


    「問題？」


    「はい……当然のことですが、子供を産むには性交渉が必要になります。それには肉体的接触が伴うため、否いや応おうなく私の精テ神レ感パ応スが働いてしまうことになるんです」


    「え？　あ、ああ、た、確かに、そうなるな」


    　思いがけない言葉に動揺しながら頷うなずく。


    「……私に心を読まれても構わないと言ってくれる人。そして、私自身が心に触れたいと思える人。そんな男性に、この先出会える可能性はとても少ないでしょう……」


    「い、いや、そんなことないって！　ツグミは可愛かわいいし、きっと気になってる奴は多いと思う。その中にはツグミの能力を知っても気にしない奴だっているはずだ」


    　僕はそう訴えるが、ツグミは悲しそうに首を振る。


    「……私は、そこまで楽観的になれません。思考を読まれることに人がどれだけ嫌悪を示すか、嫌いやというほど知っていますから。それは本人の意思ではどうしようもない本能的な拒絶反応です。稀まれにそういった感覚を最初から持たない人もいますが、それは私にとっても異質な……寄り添うことができない精神性なんです」


    「でも僕は……僕や冬ふゆ上がみは──」


    「はい、センパイとユキちゃんだけは特別です。先天的ではなく、後天的に心のどこかを壊して、歪ゆがんでしまった人……けれど奇跡的に、歪いびつだけど素敵な、唯一無二の形に再構築された心を持った人。私は二人みたいな変態に出会えて、本当によかったと思っています」


    　ツグミの言葉に僕はがっくりと肩を落とす。


    「僕と冬上は変態仲間だったのか……」


    「そうです。実はユキちゃんもかなりの変態なんです。どう変態なのか教えると怒られてしまうので秘密ですけど」


    　楽しそうに笑うツグミは住宅の窓から漏もれる明かりを見上げながら、言葉を続ける。


    「──センパイやユキちゃんと友達になれたことは奇跡です。そんな奇跡がまた起きるとは思えません。だから……このチャンスを逃のがしたらきっと、私の夢は叶かなわなくなる気がするんです」


    「え、チャンス？」


    　話の流れに危機感を覚えて問い返すと、ツグミは僕に視線を向けて呟つぶやいた。


    「……センパイが男の人で、よかったです」


    「ちょ、ちょっと待て！　それってまさか、僕に……？」


    　全身から汗が噴き出るのを感じた。頭の中が真っ白になり、僕はあたふたと意味もなく手を動かす。


    「……はい。センパイが、私の子供のお父さんになってくれれば嬉うれしいと……考えています」


    　顔を伏せ、小さな声で言うツグミ。その言葉が意味することを想像してしまい、顔が熱くなる。


    「つ、ツグミ、落ち着け、早まるな！　人生は長いんだ──たぶん。そういう大事なことは、もっと時間をかけて決めた方がいい！」


    　とりあえず僕自身も冷静になる時間が欲しくて、ツグミに言い聞かせる。一瞬〝おしまい〟のことが頭を過よぎったが、僕らの人生はまだまだ続いていくはずだと信じて説得する。


    　しかしツグミは顔を上げ、決意の光を宿した瞳で僕を見た。


    「……時間をかけていたら、間に合わなくなります。陽ひ名な先輩が動き出した以上、私も行動しないといけません。この機を逃のがすと……もう、センパイの近くには行けなくなってしまうと思うんです」


    「いや、でも……やっぱりほかに適格者がいないから僕を選ぶっていうのは、焦あせりすぎだと思うぞ？　それに僕はもうアリッサと未み由ゆと付き合ってるし……」


    　僕がそう言うと、ツグミは頰ほおを膨ふくらませる。


    「……センパイ、私は妥協しているわけじゃありません。言ったでしょう？　私が心に触れたいと思える人じゃないとダメだって。それはつまり──好きになれる人って意味なんですから」


    「す、き……？」


    　初めて聞く言葉のように僕はその単語を繰り返す。


    「私……センパイのことが、好きですよ。少なくとも、センパイがアリッサ先輩や未由先輩に向けている気持ちと同じぐらいの感情は抱いています。別に、彼女にしてくれなくてもいいですから……私に家族をくれませんか？」


    「か、彼女にしなくてもいいって……そんなの、絶対ダメに決まってるだろ！」


    　青白い光を放つ街灯の下で立ち止まり、僕は強く言う。ツグミの気持ちは嬉うれしかった。でも、今の言葉だけはダメだ。


    「……どうして、でしょう？」


    「もし、そういうふうにしてツグミが家族を得ても……その子供にとって、僕は家族じゃない。僕に家族だなんて名乗る資格もない。それって、誰にとっても悲しいことだろ。だから、その選択肢だけは絶対にない」


    　はっきりと告げる。ツグミは驚いた顔をした後、とても気まずそうに俯うつむいた。


    「…………そう、ですね。どうしてそんなことに気づかなかったんでしょうか。心に触れないと人の気持ちが分からないというのも、考えものです。私、センパイにとても失礼なことを言ってしまったんですね……ごめんなさい」


    「いや、別に怒っているわけじゃないから謝らなくていいって。ただ、どんなにお願いされても、さっきの望みだけは聞けないって言いたかっただけなんだ」


    　ツグミが本当に打ちひしがれている様子だったので、僕は慌ててフォローする。


    「……センパイ、私のこと……嫌いになっていませんか？」


    「なってないよ。ほら、これで分かるだろ？」


    　僕はポンとツグミの頭に手を置く。さらさらとした髪の感触が手の平に伝わる。そしてツグミには僕の心が伝わっているはずだ。


    「────はい、分かりました。センパイの気持ち、全部」


    　ツグミは顔を上げ、ほっとした表情で笑みを浮かべた。


    「まあ、そういうことだ。気にしなくていい」


    　僕も安あん堵どして笑い返す。


    「……ありがとうございます。センパイ、私決めました。陽ひ名な先輩が始めようとしている勝負に、私も参戦します」


    「へ？」


    「私、順序を間違えていました。まずセンパイの彼女になって、奥さんになって、幸せな家庭を築いて……新しい家族を迎えるのはそれから、ですよね」


    　迷いの消えた声で言うツグミだが、僕の方は慌てざるを得ない。


    「つ、ツグミ、僕はそういうことを言いたかったわけじゃ──」


    「……分かってます。何もかも、全て分かっていますから。私を、大切に思ってくれているんですよね。でも、私を信じてください。絶対、悪いようにはしません」


    　だがツグミは僕の抗弁を柔らかな笑顔で受け流す。もう言葉による説得は無意味だと気づく。ツグミが見ているのは僕の心。それに触れた上で決心したのなら、僕が何を言おうとツグミは揺るがないだろう。


    　けれど……精テ神レ感パ応スを持たない僕にはまだ、ツグミの心が分からない。


    「──なあ、ホントに僕なんかのどこがいいんだ？　ツグミは僕のことが好きだって言ってくれたけど……それは、例えば、冬ふゆ上がみよりも好きってことなのか？」


    　先ほどの話では、ツグミは冬上のパートナーとして人生を歩む決意をしているように思えた。だから気になる。ツグミは〝好き〟の意味を理解しているのか。本当に、僕でなければいけないのか──。


    　しかし僕の質問を聞いてツグミはおかしそうに笑った。


    「……そんなの、分かりません。ユキちゃんのことは当然好きですけど、その気持ちは比べられるものじゃないんです。センパイだってそうだから……アリッサ先輩と未み由ゆ先輩のどちらかを選べなかったんでしょう？」


    「う……」


    　それを言われてしまうと反論できない。


    「あえて言うなら、センパイは男性でユキちゃんは女性……きっと、それだけの違いですよ。私は二人の心が……同じぐらい大好きなんです」


    　答えになっているのか、なっていないのか分からないことを言い、ツグミは僕の手を握った。


    　腕を引っ張られて、僕は再び歩き出す。街灯の明かりの下から暗い夜道へと──。


    「……長い寄り道になってしまいましたね、センパイ」


    　声を弾ませて話しかけてくるツグミ。こんなにも情けなくて、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、我わが儘ままで、どうしようもない、自分で見ると醜みにくいところだらけの心に触れているのに、嬉うれしそうに笑っている。


    　ツグミは僕のことを特別だと言っていたが、僕にとってもツグミが特別なのは間違いない。冬ふゆ上がみの気持ちが、今ならよく分かる。


    　心そのものを好きだと言ってくれる人を、嫌いになれるわけがない。それはどれだけ願っても普通は手に入らないぐらい、希少で得難い、奇跡のような存在なのだから──。


    



    
      ３

    


    



    　静かな住宅街に二人分の足音が響く。


    「そういえば、ツグミは昨日学校を休んでいたみたいだけど。体調が悪かったのか？」


    　体が触れないように距離を開けていた先ほどまでとは打って変わり、僕と腕を絡めるようにして歩いているツグミへ問いかける。


    「……いいえ、風か邪ぜとかではありません。昨日はちょっと……気になることがあって、学校をサボってしまったんです」


    　苦笑いを浮かべて答えるツグミ。


    「気になること？」


    「……はい、何だか妙な雑音というか……波長というか……強い思念……みたいなものを昨日の登校前に感じて……調べてみることにしたんです。発生源を探してみたんですが、どうも移動しているようで見つけられず……夕方頃にぱったりと消えてしまいました」


    「妙な雑音か……」


    　いまいち、はっきりとしない説明に僕は首を捻ひねる。


    　ツグミは人の精神に敏感なので、誰かの感情を受信してしまったとも考えられるが……。


    　考えながら歩いていると、住宅の屋根越しに教会の鐘しよう楼ろうが見えてきた。ツグミが暮らす児童養護施設のある教会だ。初めての道を通ったので少しばかり遠回りになってしまったが、何とかたどり着けたらしい。


    　──そういやエノクと鈴りんちゃんは教会へ帰るって言ってたな。


    　ツグミの衝撃的な「家族をください」宣言のせいですっかり忘れていたが、あの施設の院長はエノクだ。このままツグミを送っていけば、顔を合わすことになるかもしれない。


    　──あいつのことはどうでもいいけど、また鈴ちゃんが《群れクラウド》の刺客に攫さらわれるなんてことがあったら困るな。


    　契約したボディーガードがいるらしいが、ちゃんと合流できたのか気になる。もし会ったら、それだけは確認しよう──と心の中で考えた瞬間、ツグミが弾かれたように僕を見た。


    「センパイっ、昨日そんなことがあったんですか!?　どうして早く教えて……いえ、〝考えて〟くれなかったんですか!?」


    「え？　あ、わ、悪い……忘れてたんだ。というかツグミは昨日、エノクたちに会っていないのか？」


    「……会ってません。彼と鈴りんが帰ってきたことも知りませんでした。昨日は一日中精神を集中して歩き回ったので、夕飯も食べずに寝てしまいましたし……今朝も寝坊して、皆と一緒に朝食を食べることができなかったんです」


    　ツグミはそう言うと、僕を真剣な顔で見上げる。


    「……センパイ、昨日のことを、最初からできるだけ詳しく思い出してください。その方が記憶を詳細に読み取れますから」


    　立ち止まり、僕の腕に額を押し付けて目を閉じるツグミ。


    「わ、分かった」


    　言われるまま、僕は昨日のことを思い返す。英え里り香かと〝おしまい〟の予言。正まさ行ゆきさんが漏もらした《群れクラウド》という言葉。英里香を捜して彷徨さまよい込んだ路地裏でエノクと衝撃的な再会を果たしたこと──それからの顚てん末まつを時系列順に脳内で再生した。


    「…………そういう、ことですか」


    　目を開け、僕から離れたツグミが小さな声で呟つぶやく。


    「何が、そういうこと……なんだ？」


    　意味が分からずに僕は問いかける。


    「……センパイたちが昨日戦った《群れクラウド》の刺客は、精テ神レ感パ応スで犬の群れを操あやつっていたんですよね？　だとしたら、私が昨日感じていた思念はその刺客のものでしょう」


    「犬たちに送られていた精神の波みたいなものを、ツグミも受信してしまったってことか？」


    「……はい、おそらくは。ですが、私が発信源を探していた辺りと自然公園はかなり離れています。そんな遠距離から犬の群れを操るなんて……まるで小さな《群鶫スラシユ＝クラウド》ですね」


    　苦笑を浮かべて言うツグミ。ツグミは血を分けた怪物たちを端末化し、《群鶫スラシユ＝クラウド》という強大な軍勢に仕立て上げていた。確かにその構造は、昨日対たい峙じした魔獣たちの群れに似ている。


    「つまり《群れクラウド》の刺客は、ツグミと同じぐらいの精テ神レ感パ応スを持っていたってことだよな。そんな相手、心当たりはあるか？」


    「……いいえ、私に匹敵するほどの精テ神レ感パ応スを持つ魔術師は《群れクラウド》にいなかったはずです。だからこそ端末たちの司令塔を私が担っていました。おそらくは新しく加わったメンバーなんでしょう」


    「エノクも同じようなこと言っていたけど、ごたごたしてる今の《群れクラウド》に入りたがる奴がいるかな……。あ、そうだ。ツグミの親戚……というか、《鵺キメラ》の一族がまだ残っていたって線はないか？」


    　同じような力を持っているのなら、血筋が近い者の可能性が高い。混血の異能は遺伝によって受け継がれていくものだからだ。


    　しかしツグミは躊躇ためらいなく首を振った。


    「……ないと思います。私以外の《群鶫スラシユ＝クラウド》は全滅しましたし、《鵺キメラ》計画に携たずさわっていた研究所は、未み由ゆ先輩が《群れクラウド》の支部を襲撃して回っていた時に壊滅しています。生き残りはまずいないでしょう」


    　かつて未由は友とも月づき家の情報網を利用し、世界中にある《群れクラウド》の支部を単身で襲撃して回ったことがある。それは《群れクラウド》に匿かくまわれていた男を探すためだったのだが、《鵺キメラ》の研究所まで潰つぶしていたとは知らなかった。


    「じゃあもう《鵺キメラ》の研究は行われていないのか……新しい《鵺キメラ》が生み出されることもないんだな」


    　それを知っていたからこそ、ツグミは家族に拘こだわっているのだろう。


    「……はい。それに私は《鵺キメラ》一族の血を引く端末とは距離に関係なく精神を同期することができます。世界のどこにいようと存在を感じ取れるんです。だから《鵺キメラ》の血統に連なるのは私一人だけだと言い切れます」


    「そっか、そこまで言うならあの刺客は《鵺キメラ》とは無関係か……」


    　僕はそう言いながら鐘しよう楼ろうの向こうに見える東の山──水みな傘かさ山やまに目を向ける。エノクに精神を〝混ぜられた〟犬は、混乱した様子で森の中へと姿を消した。


    「……どうしたんですか、センパイ？」


    「いや、ちょっとな。あれから《群れクラウド》の刺客はどうしただろうって思ってさ。魔獣は正まさ行ゆきさんたちが回収したけど、司令塔だった犬と術者はどこに行ったのか分からないし」


    　ツグミも視線を黒々とした山のシルエットに向けて考え込む。


    「そうですね……もし仲間がいたなら既に救助されているでしょう。けれど、もし一人きりだったとしたら……意識が混こん濁だくしたまま死ぬまで森を彷徨さまようことになるかもしれません」


    　それを聞いて、ぞっとした。昨日は敵として相対した直後だったので割り切れたが、冷静になった今だと気分が暗くなる。


    　エノクは当然の報いだと言った。僕もそれを否定する気はない。だが──。


    「──なあ、ツグミ。《群れクラウド》の刺客がまだこの街にいるかどうかって……何とか分からないか？」


    「それは……鈴りんを攫さらった相手を助けたいという意味ですか？」


    　責めるわけではなく、ただ確認するように問いかけてくるツグミ。


    「助けたいというか……もし森を放浪しているなら、せめて正行さんたちに引き渡すぐらいしてもいいような気がしてさ。その、善意とかじゃなくて……このままじゃ後味が少し悪い感じが……」


    　歯切れ悪く僕は言う。前に英え里り香かにも言ったことだが、僕は他人のために命を懸かけられる正義の味方じゃない。しかし、危機的状況でもないのに他人を見捨てるのは罪悪感を覚えてしまう。まあ、いわゆる偽善者というやつなんだろう。


    「……センパイらしいですね。もちろん、力はいくらでもお貸しします。ただ……私が感じていた思念はずっと途切れたままです。今できるのは、こちらから精テ神レ感パ応スで呼びかけてみる程度ですけど……」


    　言葉の最後を濁らせるツグミ。たとえ《群れクラウド》の刺客がこの街にまだ残っていたとしても、精神に重大なダメージを負っている状態では返事など望めないと言いたいのだろう。


    「それでいい。やってみてくれるか？　あの山を闇やみ雲くもに探しても無駄だろうし、返事がなかったら諦あきらめる。今度正まさ行ゆきさんと会った時にでも、捜索を頼んでみるよ。というか……もう正行さんたちが捕まえている可能性もあるしな」


    　ダメもとでいいからと僕はツグミに頼む。


    「……了解です。それでは──」


    　大きく深呼吸してから目を閉じるツグミ。耳鳴りに似たノイズが僕の脳内に反響した。


    『───────…………』


    　上う手まく聞き取ることができないが、ツグミの声がかすかに響いている。


    　十秒ほど何かを呼びかけた後、ツグミは目を開けた。頭に響いていたノイズも同時に消える。


    「何て言ったんだ？　よく聞こえなかったけど」


    「……あまり出力を上げると辺り一帯に私の思念が響き渡ってしまうので、精テ神レ感パ応スを有する人だけが聞き取れる程度のボリュームで囁ささやきました。助けは必要ですか──って」


    「返事は？」


    「……ありません。やはりもう──」


    　そう言いかけたところでツグミは言葉を切り、はっとした顔で視線を動かした。そちらには住宅の塀へいしかないが……ツグミの瞳はもっと遠くに焦しよう点てんを合わせているように見える。


    「どうしたんだ？」


    「……来ました、返事。助けて──って。でも、この思念……精神にダメージを受けているにしては、はっきりとしすぎている気がします」


    　ツグミは困惑した顔で僕を見る。


    「別人か、罠わなの可能性があるってことか？」


    「……はい。ただ、本当に切羽詰まっているような焦あせりも感じます。どうしますか、センパイ？」


    　判断を僕に委ゆだねるツグミ。僕は腕を組んで思案する。


    「助けを求めているっていうなら……無視はできないな。もともと、そのつもりで呼びかけたんだし……とりあえず行ってみよう」


    「……分かりました。もし何かあったら私に任せてください。センパイを抱えて逃げるぐらい、簡単なことですから」


    　ツグミは余裕のある笑みを浮かべて請け負う。確かにツグミがいれば滅多なことにはならないだろう。ツグミは精テ神レ感パ応スだけではなく、傷がすぐ治る再生能力、他人に化けられる変身能力、常人離れした身体能力を有する異能者のハイブリッドだ。《鵺キメラ》の血族というのは伊だ達てではない。


    「そんな事態にならないことを祈ってるよ。それで──返事はどの辺りから聞こえてきたんだ？」


    「……それほど遠くありません。センパイの男子寮がある方角です。こっちです、ついてきてください」


    　すぐ目の前に見えていた教会への道を外れ、細い脇道に入るツグミ。僕はその華きや奢しやな背中を早足で追いかける。


    　しばらく進むと川の土手へ出た。傘さん陽よう学園や寮の前を流れている川だ。向こう岸を見渡せば男子寮の明かりが見える。冬の到来で枯れ始めた草地からは虫たちの声が響いていた。


    「……センパイ、暗いですから足元に気をつけてくださいね」


    　そう言ってツグミは川の土手を下り始めた。この付近には街灯などないのに、軽快な足取りだ。夜目もそうとう利くのだろう。


    　僕は恐る恐る急斜面を下る。枯れた草むらに足を下ろすと乾いた音が響き、周辺の虫たちが沈黙する。転げ落ちないように注意しながら、僕は何とかツグミの待つ河原に降り立った。足元の感触がごろごろした小石のものへと変わる。


    　いつもは見下ろしている水面がすぐ近くにあった。真っ暗な川からは、水の流れる音がやけに大きく聞こえる。


    「……もうすぐそこです。今も、必死な感じで呼びかけてきています」


    　川の下流へ向かって河原を歩き始めるツグミ。僕は一歩遅れて足を進める。不ふ揃ぞろいな石が転がる河原は歩き辛づらく、足音も殺せない。僕は緊張しながら行く先を見る。


    　数十メートル先には橋があった。橋はし桁げたの下は完全な暗くら闇やみになっていて、全く見通せない。このまま進めば、あの場所へ足を踏み入れることになる。


    　闇が近づく。僕は唾つばを呑のみこむ。


    「……センパイ、止まって」


    　だがツグミは橋桁の手前で足を止めた。その目は真まっ直すぐに行く手の闇を見据えている。


    　もしかして……ここにいるのか？


    　僕は目を凝らすが、何も見えない。


    「……助けに、来ましたよ？　姿を見せてくれませんか？」


    　闇やみに向かって話しかけるツグミ。すると──かすかな衣きぬ擦ずれの音が耳に届く。


    　しばらく待っていると河原の石を踏みしめる足音が聞こえ、暗闇の中から小さな人影が歩み出てきた。


    「っ……!?」


    　驚いて息を呑のむ。まだ年とし端はもいかない子供だ。髪は黒く肌は褐色、鳥のシルエットを模した柄のローブを着ている。顔立ちは中性的で髪も短く、男の子か女の子かは判断できない。


    　英え里り香かよりは多少年上に見えるが、こんな子供がエノクを狙ねらい、鈴りんちゃんを狙った刺客だったのか？


    　子供はツグミをじっと見つめながら近づいてくる。だがツグミの背後に立つ僕へ視線を動かした途端、表情を変えた。


    「──お前は!?」


    　声に敵意と殺気がこもる。距離を取るように後ろへ飛び退のき、腕を振るう子供。


    「──っ！」


    　服の袖そでが煌きらめく。ヒュンと風を切る音。


    「センパイっ！」


    　響くツグミの声。認識が追いつかず、体が──動かない。


    　気がつくと目の前に鋭い切っ先があった。ツグミが空中で摑つかみ取ったナイフの刃が……鈍く輝いていた。


    　顔面をナイフで刺し貫かれるところだったのだと悟る。相手が子供だと知り、油断していた。冷や汗が頰ほおを伝う。


    「……どういうつもりですか？　私たちは助けを求められたから、やってきたんです。センパイを傷つけるつもりなら、容赦しませんよ？」


    　低く、平坦な声でツグミは告げる。だが子供は怯おびえることなく、ツグミを睨にらむ。


    「お前たち、偽りの党首を支持する派閥の者だろう？　そいつの顔は覚えている。昨日、党首の味方をし……私たちの邪魔をした奴だ」


    　僕を指差して言う子供。やはりこの子が《群れクラウド》の刺客だったらしい。


    「……私は《群れクラウド》の魔術師ではありません。以前《群れクラウド》に所属していたことはありますが、今はもう違います」


    　ツグミは冷静に返事をする。僕も続けて口を開いた。


    「僕も魔術師じゃないし、エノクの味方ってわけでもない。攫さらわれた女の子……鈴ちゃんが僕の友達だったから一時的に共闘しただけだ。君をどうこうしようとは思っていない。それだけ元気なら助けはいらないだろう？　勝手にどこへでも行けばいい」


    　子供は何かダメージを負っているようには見えない。エノクが大げさに言ったのか、思ったよりも効き目が弱かったのだろう。


    「…………逃げられるなら、とっくに逃げている」


    　だが子供はその場を動こうとせず、悔しそうに呟つぶやく。そういえばさっきこの子は〝私たちの邪魔を〟と言っていた。


    「……後ろにもう一つ、いえ……二つ気配がありますね。昨日、精神を〝混ぜられた〟のはそちらでしょう。助けが必要ならば、手を貸します。そのために来たんですから」


    　ツグミは子供の背後を──闇やみが蟠わだかまる橋はし桁げたの下を見つめて言う。そうか、単独ではなくグループだったのか。けれどそれならなおさら、助けなどいらない気がするのだが……。


    「そんな言葉、信じられるか！　以前《群れクラウド》に所属していただと？　そんな簡単に結社を抜けられるものか！　本当だというならまず《鳥の名コードネーム》を名乗れ！」


    　子供は警戒をさらに強めて後あと退ずさり、ローブの袖そで口ぐちから新たなナイフを取り出した。


    　その様子を眺めたツグミは小さく息を吐き、名を告げる。


    「……私の《鳥の名コードネーム》は、《一鶫スラシユ＝ワン》。かつては《群鶫スラシユ＝クラウド》を指揮する立場にいました。今はツグミという名前で生活しています」


    　キィン──。


    　それは子供の手から零こぼれ落ちたナイフが、河原の石とぶつかった音。


    「スラシュ……ワン？　まさか──本当に、あの？」


    「……疑うのなら、証明してあげます。今からあなたの頭に精テ神レ感パ応スで必要な情報を送り込みます。《群れクラウド》において並ぶ者のなかった精テ神レ感パ応スを、拒めるのなら拒んでみてください」


    　そう言うや否や一跳びで距離を詰め、子供の腕を摑つかむツグミ。


    「──あっ!?」


    　驚きの声を上げ、振りほどこうとする子供だったが──急に動きを止めた。


    　目を見開き、慄おののくようにツグミを見上げる。


    「……分かりましたか？」


    　もう〝証明〟は終わったのか、ツグミは子供から手を離す。


    「今の精テ神レ感パ応ス……今の記憶……お前は……いえ、あなたは本当に──」


    　唇くちびるを震ふるわせて呟く子供。だがその後に続いた言葉は、僕らの予想を遥はるかに超えていた。


    「スラシュお姉様だったのか!!」


    「「……は？」」


    　僕とツグミの声がハモる。


    　今この子、お姉様と言ったか？


    　呆ぼう然ぜんとしているツグミに向けて、子供は目め尻じりに涙を浮かべながら言う。


    「会えて、嬉うれしい……スラシュお姉様。もう死んだと聞かされていたから……。私はシェロ。あなたの……妹だ」


    「ちょ、ちょっと待って！　私には、姉し妹まいなんていないです。もう生き残っているはずがありません！」


    　我に返ったツグミが慌てて子供──シェロの言葉を否定する。というかこの子は女の子だったらしい。


    「スラシュお姉様は、私たちのことを知らされていなかったんだな……。けれど私は母からあなたのことを聞いている。間違いなく、私とあなたは血の繫つながった姉妹だ」


    「……噓うそです。《鵺キメラ》の一族であれば私はすぐに分かります。けれどあなたからは《鵺キメラ》の血を感じません」


    　はっきりと首を振るツグミ。先ほど僕にも言っていたことだ。ツグミは《鵺キメラ》の血族ならば世界のどこにいようと感じ取れる。だからこそもう家族はいないのだと確信するしかなかったのだ。


    「それは当然だ、スラシュお姉様。私は《鵺キメラ》の血を引いていない。しかし同じ母親の血を分けている。父親違いではあるが……私たちは確かに姉妹なんだ」


    「同じ……母親──」


    　絶句するツグミ。僕も息を呑のむ。


    　そうだ……確かにその可能性は残っていた。ツグミの母親は世界のどこかに、必ずいるはずなのだ。《鵺キメラ》の血統に拘こだわりすぎて完全に見落としていた。


    「スラシュお姉様に遺伝した精テ神レ感パ応スは母方の異能。その力は私たちにも受け継がれている。同じ異能を持つことが、血の繫がりを示す何よりの証拠……。さっき私に触れた時、スラシュお姉様は何も感じなかったのか？」


    「それは……でも……本当に？　あなたは本当に、私の……妹？」


    　ツグミ自身も何か思うところがあったのか、まじまじとシェロを見つめる。


    「私だけではない。彼女も──だ」


    　シェロは袖そで口ぐちからナイフではなくペンライトを取り出し、点灯させて橋はし桁げたの下を照らした。


    　そこには一人の少女が大きな犬に寄りかかって眠っていた。


    　ツグミが〝二つの気配〟と言っていたので、てっきりあと二人いると思っていたが……闇やみの中に隠れていたのは〝一人と一匹〟だったようだ。


    　少女の顔立ちはシェロと瓜二つだが、髪は長い。犬には見覚えがある。昨日鈴りんちゃんを連れて現れ、英え里り香かに吹っ飛ばされた大型犬だ。名前はたぶん……ベンだった気がする。


    「彼女はインフィー。私の……双子の姉だ。党首に精神を〝混ぜられた〟ことにより錯さく乱らん状態で……今は強引に眠らせている」


    　憎々しげに告げるシェロ。エノクもまさか相手がこんな子供だとは思わなかったのだろうが……さすがにこの光景は痛々しい。


    「……その子はもう、治らないんですか？」


    　ツグミは恐る恐るといった様子で問いかける。ようやく出会えた肉親の一人が重じゆう篤とくな状態であることに動揺しているのだろう。


    「いや──党首と敵対する以上、重度の精神汚染を受ける可能性は考慮していた。回復の手段はある」


    「それならどうして……」


    「今は使えないんだよ、スラシュお姉様。私とインフィーは二人で一人と言っていいほどの、一心同体な関係だ。互いが互いのバックアップとなり、万が一精神を汚染されたとしてもすぐに復旧できるはずだった。けれど今……インフィーの精神の一部はラスティの中にある。ラスティがいなければ、精神を元通りの形に組みなおすことはできないんだ……」


    　確かラスティというのはベンと色違いの大型犬の名前だ。エノクが魔獣の群れの司令塔だと看破し、精神を混ぜたのはその犬だったように思う。


    「……ラスティの居場所は、分からないんですか？」


    　深刻な表情で訊たずねるツグミ。


    「錯さく乱らんしたまま山中を彷徨さまよっているのは間違いない。捜しに行きたいが……すぐに目覚めて暴れ出すインフィーを、眠らせ続けるので手一杯だ。ベンだけを向かわせても、錯乱したラスティを捕えるのは難しい……。だから、スラシュお姉様──」


    　シェロは縋すがるようにツグミを見る。ツグミはしばらくシェロとインフィーを交互に眺めながら考えていたが、やがて意を決したように僕の方へ顔を向けた。


    「あの、センパイ。私……」


    　ツグミの表情を見れば、全てを聞く必要もない。僕は苦笑を浮かべて頷うなずく。


    「──分かってる。助けたいんだろ？　僕ももともとそのつもりで来たんだから、文句はないよ。ただ、その前に一つだけ確認させてくれ」


    　そう言って僕はシェロと視線を合わせた。


    「君は……インフィーが治ったら、その後どうするつもりだ？　またエノクを狙ねらうのか？」


    「ああ、もちろん。私たちはあの偽りの党首を殺すためにやってきたんだ」


    　恐れていた答えが返ってくる。僕はどうしようかと頭を搔かき、考えながらゆっくりと言葉を紡つむぐ。


    「うーん……あのさ、相談なんだけど……これから僕らが君に協力する代わりに、エノクの暗殺は諦あきらめられないか？　エノクがどうなろうと正直知ったことじゃないけど……あいつが死ぬと悲しむ人がいるんだよ」


    　ツグミも僕に続けて口を開く。


    「……あなたが攫さらった鈴りんという少女は、私の大切な友人です。鈴を危険に巻き込んだり、悲しませたりすることは、私も認められません。それに再び挑んでも前回の二の舞いでしょう。もうこの任務は──いえ、暗殺だなんてことはやめにできませんか？」


    「スラシュお姉様……」


    　鈴りんがツグミの友人だったということにはショックを受けた様子で狼狽うろたえるシェロ。だが歯を食いしばり、首を横に振る。


    「ダメだ……やるって決めたんだ。絶対に！」


    　頑かたくななシェロの様子に僕は不安を覚えた。


    「もしかして、任務に失敗すると殺されるとか……そういうことなのか？」


    　慎重に訊たずねる。けれど、シェロはそれも否定した。


    「──違う。そもそもこれは《群れクラウド》の任務ではない。私たちが勝手にしたことだ」


    「勝手に？　個人的な恨うらみでもあるのか？」


    「それは……」


    　言葉を濁らせるシェロ。


    「話してくれないと何も──」


    「いいえ。だいたい分かりましたよ、センパイ」


    　追及しようとした僕の言葉をツグミが遮さえぎる。


    「え？」


    「……シェロの感情が昂たかぶったせいで、必要な情報は勝手に頭の中へ流れ込んできました。この子は……母親のために行動を起こしたんです」


    「母親の？」


    「はい……シェロの母親は《群れクラウド》の幹部の一人で、結社の解体を望む派閥の筆頭らしいです。彼女がエノクの失脚を願っていると知った二人は、独断で党首を狙ねらったようですね」


    　淡々と説明するツグミ。その人物は自分の母親であるはずなのに、そうは言わなかった。


    「ずいぶん思い切ったことをするな……」


    　呆あきれ半分、感心半分でシェロを見る。


    「──やれると思ったんだ。自分たちの能力ならって……だから魔獣たちを持ち出して……」


    　悔しそうにシェロは呟つぶやき、河原の石を蹴けり飛ばす。闇やみの中に飛び去った小石はすぐに見えなくなり、ポチャンという小さな水音だけが耳に届いた。


    「君は……人を殺したことがあるのか？」


    　シェロの子供っぽい仕草を見た僕は、気になって問いかける。先ほどシェロが放ったナイフは、間違いなく僕を殺すためのものだった。殺気も感じた。けれどそれは──これまで戦った敵に向けられたものに比べれば、格段に薄いもの。だからこそ、体は反射的に動かなかったのだと思う。


    「……ない。でも、そのための訓練は積んできた」


    　返事は予想通りだった。そしてエノクが言った通りでもあった。《群れクラウド》の任務をこなしたことも、実戦経験もない新入り──それが彼女たちの正体。


    　ツグミは項垂うなだれるシェロを見下ろし、静かな口調で言う。


    「あなたたちの望みは分かりました。では……取引の内容を変更しましょう。私たちがラスティの捜索に手を貸す代わりに、あなたたちは一度《群れクラウド》へ戻り、母親に全てを話してください。これが交換条件です」


    「え……？　スラシュお姉様、それはいったい──」


    「私の勘ですが、母親はあなたたちが党首を殺すことなど望んでいないと思います」


    　その言葉にシェロは顔色を変える。


    「そんなことはない！　母は党首の失脚を望んでいた！　その死を願っていた。自分が党首に粛しゆく清せいされるかもしれないと恐れてもいた！　精テ神レ感パ応スで全て分かっているんだ。だから私は母に危険が迫る前に先手を──」


    「……シェロ。心は思考の土台でしかないんです。想いだけがその人の真実だとは限らないんです。きちんと言葉を交わさないと分からないことも、あるんですよ？　だから……母親のために行動するというのなら、その望みを言葉で確かめなさい」


    　気け色しきばむシェロに言い聞かせるツグミ。その表情と言葉には、ツグミが日常の中で培ってきたものの重みが感じられた。


    「そんなことをしても……無駄だ。母は絶対……」


    「もしあなたの話を聞いた母親が、あなたたちに党首の暗殺を命じたならば……戻ってくればいいだけの話です。ただその時は、私が敵として立ち塞ふさがります。鈴りんのために……そして、あなたたちに人殺しをさせないために」


    　ツグミはシェロに向かって、はっきりと告げる。


    「スラシュお姉様……そんな……」


    　シェロは狼狽うろたえる。するとツグミは表情を緩ゆるめて小さく笑った。


    「……さっきは勘と言いましたが、これはたぶん私の願望です。私は、自分の母親が子供に手を汚よごさせる人ではないと信じたいんです。だから……私をお姉様と呼んでくれるのなら、このお願いを聞いてくれませんか？」


    　ツグミは屈かがんでシェロと視線を合わせると、そう頼んだ。


    「う……」


    　間近から見つめられ、シェロの瞳が揺れる。


    　わんっ！


    　その時、ずっとインフィーの傍そばで体を伏せていた犬──ベンが小さく吠ほえた。びくっと体を震ふるわせたシェロは振り返り、目を閉じて眠る双子の姉を見つめる。


    「……分かった。スラシュお姉様の要求を呑のむ。インフィーが元気になったら、一度母の元へ帰る。だからラスティを……」


    　選択の余地はないと諦あきらめた様子で、渋々とシェロはツグミの提案を受け入れた。


    「はい……妹は必ず助けます。だから安心してください」


    　にっこりと笑って請け負うツグミ。


    「え？　あ──」


    　シェロは戸惑いの声を漏もらすが、すぐにはっとして顔を輝かせた。


    　インフィーはシェロの双子の姉なので、一瞬言い間違えたのかと思ったに違いない。けれどツグミが言った〝妹〟はシェロとインフィー二人のことなのだと、その表情が雄弁に語っていた。


    「……では、早速捜しに行きます。あの山の、どこかにいるんですよね」


    　ツグミが水みな傘かさ山やまの方を見ながら呟つぶやく。


    「スラシュお姉様、ベンを連れていってくれ！　この子なら匂においを辿たどって近くまで案内してくれるはずだ。あと、これも」


    　シェロはペンライトをツグミに手渡してから橋はし桁げたの下へ向かい、ベンに代わってインフィーの体を支えた。自由になったベンは立ち上がり、僕らの方へ歩み寄ってくる。


    　わんっ！


    　まるでついてこいとでも言うように吠ほえて、土手を駆け上がり、こちらを振り向くベン。僕らの会話を完全に理解していたような行動だ。


    「あのベンって犬……君が操あやつっているのか？」


    　シェロに問いかける。


    「いや、私にそんな余裕はない。ベンは自分の意思であなたたちを導いている。大丈夫、ベンとラスティは特別だ。魔獣の血は薄いが、高い知性を備えている。私やインフィーと共に育った姉妹のような存在で、たぶん私たちよりも賢いよ」


    　苦笑を浮かべて答えるシェロ。そういえばベンはさっきシェロに決断を促すようなタイミングで吠えていた。


    　わんっ、わんっ！


    　もたもたしている僕に向かってベンが再び吠える。


    「……センパイ、行きましょう！」


    「あ、ああ、分かった」


    　ツグミに促されて、僕も土手を登り始める。だがかなりの急斜面な上、暗いので足元が見えない。転びそうになる僕を見かねてツグミが腕を摑つかみ、引っ張ってくれる。


    「──あ」


    　その時、後ろから小さな声が聞こえた気がした。驚いて漏らした吐息のような音だ。


    　土手を登りきって振り返ると、橋桁の下から顔を出したシェロがこちらを見上げていた。


    　何な故ぜか呆あつ気けに取られたような表情をしている。その理由を訊たずねたかったが、ベンは既に走り始めていた。仕方なく僕は駆け出す。


    　曇った夜空の一部分がわずかに明るい。きっとあの向こうで月が輝いているのだろう。


    　だが淡く光る空とは正反対に、遠くに見える水みな傘かさ山やまは暗い闇やみに沈んでいた。
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    　僕らを先導して走るベンは川の土手を離れて自然公園へ向かい、そのまま昨日戦場となった水傘山麓ふもとの荒れ地まで来て、ようやく立ち止まった。


    　ツグミは悠々とベンのすぐ後ろを走っていたが、人並みの体力しかない僕はそこでやっとベンに追いつく。


    　わんっ！


    　情けないぞ──というように多少きつめの声で吠ほえたベンは、周囲の匂においを嗅かぎながら森の中へ進み始めた。


    「……センパイ、大丈夫ですか？」


    「はあっ、はあっ……だ、大丈夫だ……」


    　僕を気遣うツグミに息を切らしながら返事をし、藪やぶの中へ分け入っていく。


    　濃い緑の匂いと枯れ草の香りが入り混じった森の空気が僕らを包み込む。急に周囲の音が遠ざかり、虫の音が普段よりはっきりと聞こえるようになった。


    　地面に鼻を近づけ、慎重な足取りで匂いを辿たどっていくベン。ここからは走らないでいいようだと僕は安あん堵どした。暗い森を全力疾走するなど危険極まりないし、第一すぐに体力が尽きてしまう。


    　ツグミはベンがいる場所をライトで照らし、僕はその明かりを目印に歩く。闇から切り取られた丸い光の円の中には、ベンの茶色い尻しつ尾ぽが揺れている。


    　しばらくすると乱れていた呼吸が落ち着いてきて、辺りの闇にもわずかに目が慣れた。少し余裕が出てきた僕は、一歩前を進むツグミへ話しかける。


    「なあ、ツグミ」


    「……何ですか？」


    「家族──いたな」


    「…………そうですね。いましたね」


    　ツグミはちょっと考えるような間を挟んでから、短く答える。


    「嬉うれしかったか？」


    　二人と一匹の落ち葉を踏む音を聞きながら僕は訊たずねた。


    「……分かりません。驚きはしましたが、まだ感情がついてきていないんです。でも──」


    「でも？」


    「……時間が経たてば、だんだんと嬉しくなるような気はします」


    「そっか……」


    　僕は笑みを浮かべて呟つぶやく。


    「……センパイ、勝手に交換条件を変えてすみませんでした」


    「謝る必要はないって。ツグミはあれでいいと思ったんだろ？」


    「……はい。シェロから読み取った情報は断片的なものでしたが、それでも彼女たちが大切に育てられていたことは分かりました。だから彼女たちの母親を信じてみようと……」


    　ツグミはそう言うが、声こわ音ねには不安の色が滲にじんでいた。自分の判断が正しいのか自信が持てないのだろう。


    「直接──確かめなくてもいいのか？」


    　それは口にはしたくない言葉だったが……黙っていることもできずに問いかける。


    「……え？」


    「ツグミの変身能力なら《群れクラウド》に潜入するのも簡単だろう。だからシェロたちについていって……母親がどんな人物なのか、その目で見定めるって選択もあると思う」


    　その結果、ツグミが自分の居場所を見み出いだせば……この街へは戻ってこないかもしれない。正直言えば、そんなのは嫌いやだ。けれどあれだけ求めていた血の繫つながった家族が目の前に現れたチャンスを、ツグミは逃のがすべきじゃないとも思う。


    「…………母の顔を見たくないと言えば噓うそになりますが──センパイ、そんな話をするのはまだ早いと思います。まずはラスティを見つけて、連れ帰らないと」


    　ツグミは僕の方を振り返って苦笑を浮かべた。今は先のことを言われても困るという顔だ。


    「──そうだな。全部ツグミの妹を助けてからの話か」


    　考える時間が必要なのだろうと僕は引き下がる。


    「はい……その後どうするかは、その時になってみないと分かりません」


    　ツグミは前に向き直り、歩調を速めてベンとの距離を詰めた。


    　そこからは黙々と森の中を歩く。真まっ直すぐではなく、曲がりくねった滅茶苦茶なルートだ。ラスティがそれだけ錯さく乱らんしていたのだろう。


    　辺りは真っ暗で同じような森の景色。だんだんと時間の感覚が鈍くなり、どれだけ歩いたか分からなくなってくる。ただ地面の傾斜がきつくなっていることから、次第に山頂の方へ移動していることだけは確かだ。


    　一度は整った呼吸も、再び荒くなってくる。足にじわじわと乳酸が溜たまっていくのを感じる。光の中で揺れるベンの尻しつ尾ぽと前を歩くツグミの背中を眺めながら、機械的に足を動かす。何だか妙に眠い。


    「あのベンって犬──元気だな。昨日英え里り香かに思いっきり跳ね飛ばされたのにピンピンしてる」


    　意識をはっきりさせるため、しばらくぶりに声を出す。


    「……魔獣の血を引いていると言っていましたから、普通より丈夫で再生力も高いんでしょう。でも、さすがにあの子も疲れてますよ。歩くペースが落ちてます」


    　ツグミは振り返らないまま僕に答える。


    「そうなのか……全然気づかなかった」


    「……ほんのちょっとですけどね。まだまだ限界ではなさそうです。もしラスティもベンと同じぐらい丈夫なら、少し安心ですね。怪け我がや飢えで死ぬ可能性は低くなりますから」


    「ああ、確かにそれは安心──っと!?」


    　ぐぅー……。


    　同意の言葉を返そうとした途中で、腹の虫が鳴る。


    「センパイ、お腹空きましたか？」


    「まあ……普段なら夕食の時間だからな」


    「じゃあ、おやつ用に買ったチョコレートを半分あげます。特別ですよ？」


    　ツグミはそう言うと上着のポケットからスティック型のチョコを取り出し、自分が半分齧かじってから僕に差し出した。


    「ありがと、ホントに助かる」


    　礼を言って受け取り、口に放り込む。苦味を含んだ甘さが舌の上に広がった。


    「センパイ──間接キスですね」


    「……へ？　あ、そ、それはその……って、うわっ!?」


    　思いがけない言葉に動揺を隠せずにいると、突然ツグミが立ち止まってさらに驚く。何とか背中にぶつかる寸前で制動を掛け、ごくんとチョコレートを呑のみ込んでから口を開いた。


    「どうしたんだ？」


    「……ベンが足を止めたんです。この近くなんでしょうか」


    　ツグミのライトが照らす先でベンは足元の匂においを嗅かぎながら、迷うように左右を見回していた。


    「何か、そういう感じでもないな……」


    　ベンの傍そばまで行ってみると、そこには水が流れていることに気づいた。助走をつければ飛び越えられそうな細い沢だ。ベンはその前で立ち止まっている。


    「……沢のせいで匂いが途切れているんですね。とりあえず向こう岸へ行ってみましょう」


    　跳躍して向こう岸に移動するツグミ。ベンも後に続くが、そこでも匂いを見つけられないようでぐるぐる同じところを回っている。


    「そっちにも匂いがないなら、ラスティは沢の中を移動したんじゃないか？」


    　その様子を見て、僕は向こう岸のツグミへ話しかけた。ここまでラスティが来たのなら、錯さく乱らんして沢に落ちた可能性が高い。沢はとても浅いため、溺おぼれたり流されたりすることはないだろう。おそらくは沢の中を歩いて上流か下流かへ向かったと思うのだが……。


    「……そうですね。ただそうなると、どっちでしょう」


    　ツグミも僕と同じ結論を出したようで、沢の上流と下流を交互に見る。


    　わおーん！


    　悲しげに遠とお吠ぼえをするベン。ラスティへ呼びかけているのだろう。その声は高くこだまするが、応じる遠吠えはない。


    「ツグミ、精テ神レ感パ応スで呼びかけても無駄かな？」


    　そんなベンの姿を見て、僕は問いかける。


    「……錯乱していては私の声も届かないでしょう。ただ……もしラスティがこの付近にいるのなら、かすかな精神の波長を感じ取れるかもしれません。とりあえず精テ神レ感パ応スの感度を最大にして試してみます」


    　そう言って目を閉じるツグミ。ベンは吠えるのをやめて、その様子を見守る。集中するツグミの横顔はとても美しく、自然と視線がその唇くちびるに吸い寄せられる。


    「あの──センパイ、私が余計なことを言ったからだというのは分かりますが……間接キスのこと、しばらく意識しないでもらえますか？　恥ずかしくて……気が散ります」


    　頰ほおを赤くし、僕を注意するツグミ。僕は慌てて視線を逸らす。


    「へ？　あ、ご、ごめん……つい──」


    　今のツグミには僕の考えていることが全て伝わってしまう。無心にならなければ……。そんな僕を困ったような、それでいて嬉うれしそうな顔で眺めつつ、ツグミは再び集中を始めた。


    「……意外と生き物が多いですね。街の中よりも騒がしいぐらいです」


    　ツグミは眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやく。


    「やっぱり無理そうか？」


    「……もうちょっと待ってください。生き物は多くても人間は私たちぐらいしかいないはずです。ラスティにインフィーの精神が混ざっているのなら、人間っぽい思念だけを探れば……」


    　と言ったところで、ツグミは瞼まぶたを開く。


    「センパイ──それらしいものを見つけました！　ノイズだらけの波長ですが、その思念のところどころに言葉の断片が聞き取れます」


    「どっちだ？」


    　僕は勢いをつけて向こう岸へ跳躍し、ツグミに問いかける。


    「下流の方です。急ぎましょう」


    　先頭に立ち、早足で沢に沿って歩き始めるツグミ。その後に僕とベンが続く。


    　沢の上は枝葉が少なく、夜空が見えた。いつの間にか雲が晴れて、月が輝いている。わずかに欠けてはいるが、ほぼ丸に近い月だ。明日は満月になるだろう。


    　落ち葉が積もった地面と沢の水面は、月光の木こ漏もれ日に淡く照らされている。


    　これほど月が眩まぶしい夜ならば、由ゆ衣いの姿もはっきりと鏡に映ったはずだ。もしかしたら実体化さえできるかもしれない。今日神社へ行けなかったことを少し残念に感じながら、沢を下る。


    　やがて急な崖がけの上に出る。沢はそこから滝となって流れ落ちていた。高さは五メートルほどだ。降りるには迂う回かいするしかなさそうだが──。


    「センパイ、あそこ！」


    　ツグミが滝の下を指差す。月明かりが照らす沢の淵ふちに、倒れ伏す大型犬の姿があった。頭が茶色で尻しつ尾ぽが黒い、ベンとは逆の毛色……間違いない、ラスティだ。


    　わんっ！


    　それを見たベンが躊躇ためらいなく崖から飛び降りた。この高さだというのに岩場へ平然と着地し、倒れたラスティへと近づく。


    「……私たちも行きましょう」


    　ツグミの言葉に僕は慌てる。


    「行くって僕はこんな高いところから──」


    「……分かってます。センパイに無茶はさせません」


    　靴くつ裏から地面の感触がなくなり、視界が回る。一瞬でツグミに抱え上げられたと気づいたときには、もう僕らは落下していた。


    　ほとんど衝撃もなく、崖の下へ着地するツグミ。


    「はい、到着です」


    　お姫様抱っこしている僕に笑いかけ、地面に下ろしてくれる。


    「あ、ありがとう……」


    　恥ずかしいような情けないような、微妙な気分になりながら礼を言う。


    　きゃんっ!?


    　その時、甲かん高だかい鳴き声が響いた。見れば倒れていたラスティが起き上がり、ベンに襲いかかっている。ベンは嚙かみつこうとするラスティを振り払い、僕らのところまで逃げてきた。


    　ぐるるるるるるる……。


    　唸うなり声を上げ、僕らを睨にらむラスティ。ベンのことすら分からないようだ。見たところあちこちに怪け我がをしている。おそらくは沢を下るうちに、滝から落ちたのだろう。それでも骨折している様子がないのはさすが魔獣の血筋というべきか。


    「どうする、ツグミ？　何とか大人しくさせないと捕まえようがないけど……」


    「……怪我はさせたくありません。シェロがインフィーにしていたように、精神に干渉して一時的に眠らせましょう。そのためにはしばらくラスティを取り押さえておく必要があります。協力してもらえますか？」


    「もちろんだ。それぐらいしないと、ここまでついてきた意味がない」


    　僕は覚悟を決めて一歩前に出る。するとベンが僕の隣に進み出てきて、ちらりと僕を見上げた。


    　何となく「行くぞ」と言われている気がして、僕は頷うなずく。


    　ダッと駆け出すベン。僕も同時に地面を蹴ける。だが瞬発力で上回るベンは僕より早くラスティに迫り、そのまま体ごとぶつかった。


    　もつれ合うようにして転がる二頭の大型犬。一瞬どちらがどちらか分からなくなるが、月明かりに照らされた毛色を見定めて飛びかかる。暴れるラスティへ馬乗りになり、嚙かみつこうとする口元を両手で押さえ込んだ。


    「……くっ!?」


    　だが全体重をかけて動きを封じようとしても、凄すさまじい力で抵抗される。そのまま振り落とされそうになるが──その直前、僕の背中へ何かとても重いものがのしかかってきた。


    　見ればベンが僕の上に乗っている。一人と一匹分の体重でようやくラスティの動きが鈍った。


    「センパイ、もうしばらくそのまま押さえていてください！」


    　そこにツグミが駆け寄ってきて、ラスティの頭に右手を押し当てた。瞼まぶたを固く瞑つぶって集中するツグミ。血走ったラスティの瞳が大きく見開かれ……だんだんと抵抗が弱まってくる。やがてラスティは目を閉じて、すーすーと眠り始めた。


    「……上う手まくいったみたいですね。実はこういう精神への直接干渉は初めてだったんですが、何とかなりました」


    「ぶっつけ本番だったわけか」


    　僕は苦笑いを浮かべる。ベンは僕の背中から降りて、眠るラスティの顔を舐なめていた。


    「……はい。とりあえず眠いなあって気持ちを送り込み続けてみたんです。そうしたらだんだんこの子もそういう感じになってくれたみたいで……」


    　ツグミはラスティの頭を撫なでて笑う。


    　わんっ！


    　ベンが顔を上げ、まるで握手を求めるように前足を差し出す。お礼のつもりだろうか。


    「まあ、いい協力プレーだったよな」


    　僕はベンの前足を握って言う。何となく戦友を労ねぎらうような気持ちだったのだが、僕らの様子を見たツグミはこう言った。


    「……あ、センパイがお手してる」


    　僕はどうやら──犬にお手をさせられた男として、ツグミの記憶に刻まれてしまったらしい。


    　溜ため息いきを吐ついて肩を落とす僕を、ベンは憐あわれむような眼まな差ざしで眺めていた。
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    　実のところ、大変なのはそれからだった。


    　眠ってしまったラスティは当然自分では歩けない。だから僕らが運ばなければならないのだが……さすがのツグミも自分より大きく体重もある大型犬を抱えて歩くのは無理があった。


    　結局、色々試行錯誤した末、ツグミがラスティを背負い、僕が後ろから支えるという形に行きついた。


    　ペンライトを咥くわえたベンが先導し、僕らがそれについていくフォーメーションで下山を始める。


    「……初めての共同作業ですね」


    　ツグミは冗談ぽく笑ってみせたが、額には早くも大粒の汗が滲にじんでいた。ちゃんと支え続けていないとラスティの体がずり落ちてしまうので僕も力を抜けない。


    　何度も休憩を挟みながら、僕らは暗い山林を下っていった。


    　限界を訴える腕の筋肉と悲鳴を上げる腰。時間が経たつと空腹と眠気まで加わり、意識が朦もう朧ろうとしてくる。


    　一回の休憩時間が長くなり、一度に歩ける距離が短くなっていく。もう山に入ってどれぐらい経ったのか分からない。


    　疲労が積み重なり、休憩している時にうたた寝ねをしてしまう。揺り起こされて目を開けると、いつの間にかツグミに膝ひざ枕まくらをされていた。


    「わ、悪い」


    　慌てて身を起こすと、ツグミは笑う。


    「……別にいいですよ。私、ちょっと楽しいですから」
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    「楽しい？」


    「……はい。すごくしんどくて辛つらくて眠いですけど、何だか支え合ってる感じがして嬉うれしいです」


    　そう言ってツグミは再びラスティを背負い上げる。僕も立ち上がって、ラスティの体を後ろから支えた。


    　まあ確かに力を合わせているという感じはする。ただ、僕がツグミに頼っている割合の方がかなり多い気はするけれど。


    「……さあ、行きましょう！」


    　わんっ!!


    　ツグミの掛け声にベンが応じ、下山を再開する。


    　それからも何度となく休憩を挟み、ようやく麓ふもと近くまでたどり着く。平坦な地面が本当に懐かしくてほっとする。


    　あと少しだとペースを上げて、さらに進む。するといきなり視界が開け、僕らが森に入った場所である麓の荒れ地へと出た。


    「……やっと戻ってきましたね」


    「ああ……」


    　ツグミの言葉に僕は頷うなずく。


    　自然公園の小高い丘を見上げ、大きく息を吐いた。東の空はもう白み始めている。辺りからは鳥が鳴き交わす声が聞こえていた。


    　どうやらもう夜明けのようだ。そんなにも長い間、僕らは山中を歩いていたらしい。


    　人に出くわさないことを祈りながら、自然公園を通り抜ける。薄汚れた格好で大きな犬を運ぶ僕らの姿は間違いなく不審に見えるだろう。


    　幸いもともとあまり人ひと気けのない場所だったこともあり、僕らは誰ともすれ違うことなく川の土手までやってくることができた。急な土手を下るのが最後の大仕事。息を切らして河原へ降りると、橋の下からシェロが顔を覗のぞかせた。


    「──ラスティ！」


    　こちらへ駆け寄ってきて、ツグミに背負われたラスティの無事を確かめるシェロ。


    「……大丈夫、眠っているだけです。あとは、お願いします。この子とインフィーを治してあげてください」


    　ツグミはそう言って微ほほ笑えむと、橋はし桁げたの下まで移動してラスティをインフィーの隣へ横たえる。


    「ありがとう──スラシュお姉様」


    　シェロは短く礼を言い、眠るラスティとインフィーの額に手を当てる。


    　彼らの体がぴくんと動いて、瞼まぶたが震ふるえた。シェロの額からは汗が伝い、とても集中していることが分かる。混じってしまった二つの精神を再び分離させて組みなおすという作業は、決して楽なものではないのだろう。


    　ツグミとベンはじっとその様子を見つめている。僕も固かた唾ずを呑のんで見守った。


    　ブゥーン……という軽いエンジン音が橋の上を通り過ぎる。新聞配達のバイクだろうか。


    　十分以上の時が経過し、だんだん不安になってきた頃──シェロは大きく息を吐いて河原に倒れ込んだ。


    「……復元、完了だ」


    　絞り出すようにして告げるシェロ。すると倒れていたラスティが身を起こして伸びをする。遅れてインフィーも目を擦こすりながら立ち上がった。


    　ちょっと癖のある長い黒髪に縁どられた顔はシェロと瓜二つだが、どことなくぼうっとしている印象を受ける。


    　尻しつ尾ぽを振りながらラスティの周りを嬉うれしげに駆けまわっているベンを見た後、インフィーはこちらへ視線を移す。


    「先ほど情報は共有した。感謝する、スラシュお姉様。それと、よく分からない人」


    　よく分からない人というのは僕のことだろう。まあ確かにまだ名乗っていないし、シェロたちからしてみれば謎な人物だとは思う。


    　わんっ！


    　ベンとじゃれていたラスティがこちらに向かって短く吠ほえる。


    「ラスティも礼を言っている。交換条件については多少不満だが、シェロが約束した以上、仕方ない。言われた通り《群れクラウド》に一度帰って母の意思を言葉で確かめよう」


    　ラスティの意思を通訳したインフィーはそう言うと、倒れているシェロを助け起こした。


    「……スラシュお姉様」


    　シェロが何か言いたげにツグミを見る。


    「何ですか？」


    「私たちと一緒に……《群れクラウド》へ戻らないか？」


    　ツグミの肩がかすかに震ふるえる。それはラスティを探している時に、僕が選択肢の一つとして提示したことでもあった。


    　その時になってみないと分からない──。そんなふうにツグミは言っていたが、どうするつもりなのだろう。


    　行ってほしくないと僕は思う。日常からツグミが欠けるのは嫌いやだと感じる。《群れクラウド》に戻ったら何をさせられるか分からないという心配もある。けれど……ツグミが夢を叶かなえられるまたとない機会を、邪魔することもできない。


    「母は──あなたを自分の手元に置けなかったことを、とても悔やんでいた」


    　返事に窮しているツグミを見て、シェロは言葉を続ける。


    「……悔やんで？　《鵺キメラ》の研究に進んで協力したのではないんですか？」


    　ツグミは訝いぶかしげな表情を浮かべて問いかけた。


    「卵子を含む、様々なサンプルを提供したのは確かだ。しかしそれは混血者の細胞や遺伝子研究のためという名目だった。《群れクラウド》の中で地位を上げ、多くの情報を得られるようになった後で、ようやく母はスラシュお姉様の存在を知ったんだ」


    「……そういうことですか」


    「ああ、決してスラシュお姉様を売り渡したわけではない。党首直属の戦力だった《群鶫スラシユ＝クラウド》には母でも手が出せなかっただけなんだ。そして《群鶫スラシユ＝クラウド》が全滅したと聞いた母は、あなたの死を悲しんでいた。生きていると知れば、絶対に喜ぶ」


    　断言するシェロ。彼女は心が読めるのだから、それはきっと真実なんだろう。


    「……母は、そういう人なんですね。おかげで確信できました。あなたたちが再び党首の暗殺に赴おもむくことはないでしょう。間違いなく長いお説教が待っていると思います」


    「そんなことはない。私たちは母の心の中にあった望みを──」


    「……まだそんなことを言っているんですか？　今自分が言ったことを思い返したら分かるでしょう？　一度も会ったことのない私の死すら悲しめる人が、あなたたちに危険なことをさせると思いますか？」


    「それは……でも母は、そんなことを考えていなかった……私たちの方が精テ神レ感パ応スは強いから、見み逃のがしているはずはない」


    　ツグミの勢いに押されながらも反論するシェロ。


    「そういう状況になっていないのだから、考えないのは当たり前です。人は考えて、とてもたくさん悩んで結論を出すものなんです。だからこそ──言葉というのは、重いんですよ」


    　しかしツグミは嚙かんで含めるように言い聞かせる。姉として妹を諭さとそうとしているのだろう。


    「まったく……こんな当たり前のことを教えていないなんて、母親にも少し責任はありますね。一言文句を言ってやりたい気分です」


    「え？　じゃあ──」


    　シェロは期待に顔を輝かせるが、ツグミは首を横に振る。


    「いいえ……私は、《群れクラウド》には戻りません。この美み傘かさ市が……今の私が生きる場所なんです」


    　はっきりと思いを告げたツグミは隣に立つ僕の腕を摑つかんだ。


    　たぶんその瞬間、伝わったはずだ。僕の安あん堵どと嬉うれしさと、本当にそれでいいのかという戸惑いが。


    『──いいんですよ、センパイ』


    　心の中に返事が届く。ツグミの横顔に憂いはなかった。


    「そうか……けれど──そうやって触れられる相手がいるのなら、仕方ないことなのかもしれないな……」


    　シェロは僕を見ながら諦あきらめの表情を浮かべた。彼女にとっても〝触れる〟というのは特別なことなのだろう。だからツグミが僕に触れるのを初めて見た時、あんなにも驚いたに違いない。


    「はい。私はこの日常の先にある未来を望んでいます。だから《群れクラウド》の一員にはなれませんが──いつか母には……あなたたち家族には会いに行きたいと思います」


    　そう言って笑いかけるツグミ。シェロとインフィーはその言葉を聞いて、表情を少し和やわらげた。


    「分かった──母にはスラシュお姉様の無事とその言葉を伝えておく。私たちはすぐにまた戻ってくるつもりだが……もしスラシュお姉様の言うように母からお説教をされ、党首の暗殺を止められた場合はしばらく会えないだろう。だから念のため、母の《鳥の名コードネーム》を教えておこう」


    　インフィーが一歩前に出て、ツグミに言う。


    「母の……」


    　ごくんと唾つばを呑のみこむツグミ。


    「母の《鳥の名コードネーム》は《黒歌鳥ブラツクバード》。聞いたことはあるか？」


    「……名前は知っています。若くして《群れクラウド》の支部を任された才さい媛えんだと──」


    「それだけ分かっていれば十分だ。その支部を訪ねれば、母に会える」


    　そしてインフィーはかすかに笑い、言葉を続けた。


    「──私としては、スラシュお姉様とは支部で会いたいな。この街で再会すれば、きっと敵同士になってしまうだろうから」


    　そう言うとインフィーはこちらに背を向けて、河原を上流の方へと歩き始める。ラスティも身を翻ひるがえして、インフィーの傍そばに付き従う。


    　シェロも彼らの後に続くが、少し歩を進めたところで足を止めた。


    「スラシュお姉様……私たちは本当に、お説教されると思うか？」


    　振り返り、ツグミに問いかけるシェロ。


    「……はい、必ず」


    　にっこりと笑って頷うなずくツグミ。


    「そうか──」


    　どこか安あん堵どしたようにシェロは微ほほ笑えみ、足を踏み出した。


    　わんっ！


    　ベンがこちらへ走り寄ってくる。後ろ足で立ち上がり、僕の頰ほおをぺろりと舐なめた後、尻しつ尾ぽを振りながらシェロの後を追っていった。


    「センパイ、気に入られたみたいですね」


    「……みたいだな」


    　べたべたになってしまった頰を手で拭ぬぐった僕は苦笑する。


    　東の山際が紅に染まり、眩まばゆい太陽が顔を出した。空を覆おおっていた夜が西の方へと追いやられ、新しい一日が始まる。


    「なあ、ツグミ。こうして家族が見つかったんだから──もう焦あせる必要はないんじゃないか？」


    　遠ざかっていく二人と二匹の背中を見送りながら、僕はツグミに話しかけた。


    　家族が欲しいから、手遅れになるからと僕に訴えていたツグミ。けれど今、あそこにツグミの家族はいる。


    　しかしツグミは僕の言葉を聞いて、おかしそうに笑った。


    「……何言ってるんですか、センパイ。家族は多い方が──きっと、もっと幸せですよ」


    　僕の腕を引いて、ツグミは土手を駆け上がる。


    「うわっ、ととと……」


    　慌てて足を動かしながら、僕は気づく。


    　ツグミはもう、巣立った鳥なのだと。


    　同じ血を分けた三羽の鳥は、朝焼けの中を別々の方へと飛んでいく。


    　たぶん、再会を当たり前のように信じて──。
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     第三章　レストタクト＝エンデ
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    　体が重い。腕と足はだるくて力が入らず、腰と関節がぎしぎしと軋きしむ。


    　意識は薄く霞がかかったようにはっきりとしない。周囲の音がやけに遠く感じる。そして昨日以上にどうしようもないほど──。


    「……眠い」


    　放課後の教室で、僕は机に突っ伏して唸うなる。別に風か邪ぜを引いたわけではない。


    　夜を徹して山中を歩き回った後の疲労が、相当なものだっただけだ。寮へ戻って一時間半ほど泥のように眠ったが、その程度では回復できるわけもない。


    　学校を休んでしまいたい衝動に駆られたものの、僕は何とか気力を振り絞って登校した。今日は十一月二十六日木曜日。アリッサが《方はこ舟ぶね》から戻ってくる予定の日だ。話を聞きたいし、心配させたくもない。


    　けれど教室へ着いた僕に未み由ゆはこう言った。


    「おはよう、啓けい介すけくん。あのね、九く棚だなから連絡が来たんだけど……アリッサさん、まだ屋敷に帰ってないみたいだよ」


    「あ……そうなのか」


    　肩透かしを食らった気分だったが、それほど心配はしなかった。


    　ここと《方舟》では時間の流れ方が違う。おそらく別れを惜しんで少しだけ遅刻しているのだろうとその時は考えたのだ。


    　けれど一時間目が終わっても、昼休みになっても、アリッサは現れなかった。六時間目に僕はとうとう耐えきれずに爆睡してしまい、気がつけば放課後。そしてやはりアリッサの姿はない。


    「……アリッサ、来なかったな」


    　欠伸あくびをしながら僕は言う。独り言ではない。僕の周りには集まった友人たちの姿がある。


    「そうだね、何かあったのかな……」


    　不安げな顔で呟つぶやくのは未由。《方舟》で色々な事件に巻き込まれた経験があるので心配なのだろう。


    「まあ、十年ぶりぐらいにお母さんと会えたんでしょ？　きっともうちょっと一緒にいたくて、滞在が長引いているんじゃない？」


    　冬ふゆ上がみが軽い口調で言う。


    「……私も、そう思います。家族と再会できた喜びは、よく分かりますから」


    　それに同意するのはツグミ。教室にはもう僕ら以外残ってはいないので、気兼ねなく中に入ってきたのだろう。昨日の夜間登山にはツグミも消耗したようで、顔には疲労の色が残っていた。それでも僕ほどぐったりしていないのはさすがだ。


    「何にしても連絡の取りようがないですから、待つしかありませんね。となると……今日はどうしますですか？」


    　陽ひ名なちゃんが皆を見回して問いかける。ん……？　何の話だ？


    「アリッサさんがいないんじゃ延期した方がいいんじゃないか？」


    　山やま崎ざきが口を開く。


    「そうだな……俺たちだけでやるっていうのも、何か違う気がするしな」


    　腕を組み、頷うなずく宮みや島じま。いっこうに話が見えない。僕は突っ伏していた机から体を起こすと、眠い目を擦こすりながら訊たずねた。


    「なあ──いったい何の話をしてるんだ？　というか、どうして皆ここに集合してるんだ？　何か約束してたっけ？」


    　ツグミ以外全員下校してしまっていた昨日とは正反対だ。記憶を辿たどるが、今日の放課後に何かすると聞いた覚えはない。


    「ああ、私が皆に集まってもらったの。ちょっと相談したいことがあったから」


    　すると未み由ゆが小さく手を挙げて言う。


    「未由が？」


    「うん、昼休みにも話したことなんだけど……啓けい介すけくんは半分寝てたから聞いてなかったんだね」


    　苦笑する未由。確かに昼休みの記憶はほとんどない。未由と陽名ちゃんがまたお弁当を作ってきてくれたことだけは覚えているのだが……。


    「ごめん……そうみたいだ。どんな話だったんだ？」


    　気まずい思いをしながら僕は問いかけた。


    「お泊まり会の話だよ」


    　お泊まり会……？


    「あ……今夜が──満月？」


    　僕は思わず声を上げる。以前、由ゆ衣いと約束したのだ。満月の日は由衣が実体化できるかもしれないから、皆で神社に泊まろうと。


    　その話をしていた場に未由はいなかったが、おそらくアリッサから聞いていたのだろう。


    「思い出した？　そのお泊まり会、やるなら今日なのかなって思ってたんだけど……アリッサさんがいないんじゃ延期した方がいいよね？」


    　訊ねられて僕は悩む。由衣は全員が揃そろっていなくても喜ぶだろうが、アリッサの方は間に合わなかったことをきっと残念がる。


    「……そうだな、皆で集まるのは次の機会にしようか」


    　僕がそう答えると、冬ふゆ上がみも頷く。


    「それがいいでしょうね。由ゆ衣いちゃんを可愛かわいがれないのは残念だけど、今日は兄きよう妹だい水入らずで過ごしたらいいわ」


    「センパイ、由衣さんとの時間……大切にしてくださいね」


    　昨日家族と出会うことができたツグミは、温かい微笑を浮かべて言う。


    「──ああ、分かった。じゃあ今日は僕一人で神社へ行くよ。それで本当に由衣が実体化できたなら……今夜は向こうに泊まることにする」


    　僕はツグミに笑みを返し、欠伸あくびをしながら席を立つ。問題はこの眠気だ。由衣との時間を居眠りして無駄にしてしまわないよう気をつけなければ。


    　そうしてお泊まり会は来月への延期が決定し、僕らは教室を出る。がやがやと喋しやべりながら廊下を通り、下駄箱で靴くつを履きかえ、校舎を出て煉れん瓦がの道を歩く。


    「遠とお見み、また明日なー」


    「ああ、また明日」


    　校門の前で山やま崎ざき、宮みや島じまと別れた。男子寮は神社とは完全に逆方向なのだ。


    「ではセンパイ、私もここで…………ふわぁ……今夜は早く寝ます」


    　ツグミも欠伸をしながら手を振った。教会も方向が違うため、ここでお別れだ。


    「あら──遠見くんだけじゃなく、今日はツグミちゃんも眠たそうね？」


    　だがツグミが歩き出そうとする直前で、冬ふゆ上がみがそんなことを問いかけた。どことなくワザとらしい口調だ。そういえば昨日、僕とツグミの寄り道をセッティングしたのは冬上だったことを思い出す。


    「はい……まあ、色々とあって……」


    　ツグミはちらりと僕を見てから頷うなずく。その視線を見み逃のがす冬上ではない。


    「あれ？　今、遠見くんを見たわよね？　もしかしてツグミちゃん……昨日、遠見くんと何かあった？」


    　目を輝かせてツグミに問いかける冬上。ぞくりと背筋が震ふるえる。恐る恐る会話に加わっていない未み由ゆと陽ひ名なちゃんを見ると、底冷えのする笑顔と出会った。


    　間違いない。冬上はわざと二人の前で昨日の〝成果〟を確かめようとしている。


    　ツグミはちょっと困った表情を浮かべて口を開いた。


    「……何かあったというか、昨日は一晩中センパイと一緒にいましたよ」


    「「一晩中っ!?」」


    　未由と陽名ちゃんの声が重なる。


    「へえー……一晩中ねぇ……いったい何をしていたのかしら？」


    　冬上はにやりと嫌いやらしく笑って僕に訊たずねた。


    「お、おい、違うぞ？　冬上の考えているようなことは何もないからな！　昨日、僕らは山の中を──」


    「ええっ!?　山の中でっ!?　意外と大胆なことをするわね……」


    　口元に手を当てて慄おののく冬ふゆ上がみ。非常に演技臭いが、それでも未み由ゆや陽ひ名なちゃんを煽あおるのには十分だった。


    「啓けい介すけくん……説明してくれる？」


    「啓介さん……今の話、本当なのですか？」


    　鬼気迫る表情で僕に詰め寄ってくる未由と陽名ちゃん。


    「いや、誤解だ誤解！　ツグミもちゃんと最初から説明してやってくれ！」


    「えっと……最初、私はセンパイに子供が欲しいと頼んだんです。でも…………あ、すみません。やっぱり長くなりそうですから、明日にさせてください。本当に眠くて……」


    　ごしごしと目を擦こすり、ツグミはぺこりと頭を下げる。


    「……それでは、また明日」


    　ふらふらとした足取りで歩き去っていくツグミ。とんでもないところで話を中断され、事態はさらに悪化した。


    「こ、子供？　え？　と、遠とお見みくん……まさか本当に？」


    　事態を面白がっていた冬上でさえ、真ま面じ目めな顔で狼狽うろたえている。


    　未由と陽名ちゃんに至っては言葉を失った様子で呆ぼう然ぜんとしていた。


    「違う！　本当に違うからな！　えっとな、ツグミの家族がいきなり現れてさ、でも精神が混ざっていて……それを治すには犬を探さなきゃいけなくて──」


    「──啓介くん、訳の分からないことを言ってごまかさないで。子供って……何？　そのことについて話してほしいな」


    　僕の必死な弁解を未由は低い声で遮さえぎる。


    　ダメだ。ツグミという証人がいないところで何を言っても出まかせとしか思われない。そもそも昨日の話をするには、一昨日の事件から詳しく伝える必要がある。それを待ってくれるような雰囲気ではない。


    「いや……ツグミに子供──家族が欲しいって言われたのは確かだけど……それと一晩中山を歩いたことは直接関係な──」


    「なるほど……やはり、ツグミさんの言っていたことは本当なのですか」


    　陽名ちゃんも興味があるのは〝子供〟という部分だけのようで、話を聞いてくれない。このままでは終わりのない追及が始まってしまう。


    「待て！　待ってくれ！　変なことは何もしてない！　明日ツグミから話を聞けば絶対わかるから！　だ、だから……お願いだから、明日まで待ってくれっ！」


    　僕は少しずつ後あと退ずさり、ある程度の距離が開いたところで一気に駆け出した。


    「あ、逃げた」


    　冬上の呟つぶやきが耳に届く。


    　僕は全速力で一切振り返らずに校門前の橋を渡って、住宅街の細い道へ入り込む。この状況でほかに選択肢は思いつかなかった。明日になれば確実に解ける誤解なのだから、今は逃げることを許してほしい。


    　不意を突いたおかげが、未み由ゆたちが追いかけてくる様子はない。焼け石に水かもしれないが、一応メールで言い訳はしておこう。


    　僕は走るのをやめて携帯を取り出し、歩きながら事のあらましを文章で打ち込む。言葉で説明しても一いつ蹴しゆうされるだろうが、メールでなら冷静に読んでくれるかもしれない。


    　歩きながら文字を打つが、文面はかなり長くなり──メールを書き終わった頃には神社の前にたどり着いていた。


    　未由と陽ひ名なちゃん、あとついでに冬ふゆ上がみにも、昨日の出来事を説明したメールを送信し、僕は大きく息を吐く。


    　とりあえずやれることはやった。あとはこのメールを信じてくれるよう祈るしかない。


    　僕は携帯をズボンのポケットにしまい、神社の鳥居を潜くぐる。


    　次は由ゆ衣いのことだ。もしお泊まり会を楽しみにしていたのなら、事情を説明しなくては。


    　僕は気持ちを切り替えて石段を登り始める。


    　落ち葉の降り積もった長い石段の先を眺めてみるが、ほかに人影はない。いつも通り参拝客は皆無だ。


    「英え里り香かは来ているかもしれないと思ったんだけどな……」


    　小さく呟つぶやく。今日アリッサが帰ってくる予定だったことを英里香は知っている。なのに神社へ来ていないのは意外だった。


    　少し心配になるが、一昨日のように捜し回る必要はないだろう。《群れクラウド》が美み傘かさ市にやってきたのは党首暗殺が目的だったし、エノクも〝おしまい〟と英里香の関係を知らなかった。今のところは英里香が狙ねらわれる可能性は低いはずだ。


    　そういえば正まさ行ゆきさんはいつ事情を話しに来てくれるのだろう……。


    　エノクが言うには過去にも同じことがあったらしい。確か……レストタクトの予言、と言っていた。正行さんの話はその予言とも関係があるのだろうか──と考えていた時、ポケットの中の携帯が震ふるえた。


    　かなりの長文を送ったというのに返信が思ったより早い。恐る恐る僕は携帯を取り出す。意外なことに送信者は冬上だった。何となく嫌いやな予感を覚えながらメールを開くと、そこにはこう書かれていた。


    『長すぎ。読むの面倒くさいから明日ツグミちゃんに聞くわ』


    　…………書くのに二十分ぐらいかかったんだけどな。


    　冬上にまで送る必要はなかったなと後悔しながら、僕は携帯をポケットに押し込んだ。


    　昨日の疲労が蓄積している重い足を動かして、石段を登りきる。普段なら息を切らすこともないのだが、今日ばかりは足元がふらつく。疲れを自覚すると再び睡すい魔まが襲ってきた。


    　ダメだ……やっぱり眠い。


    　僕は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら社殿横の木造家屋へ自分の鍵かぎを使って入る。ここは管理人用の住居みたいなもので、キッチン・バス・トイレと一通りのものは揃そろっている。神社は定期的に掃除されている形跡があるため、おそらくは正まさ行ゆきさんか、その部下も使っているのだろう。まあ一度も出くわしたことはないので断言はできないが。


    　僕は社殿には向かわず奥の六畳間に入り、押し入れから布ふ団とんを引っ張り出す。


    　日没にはまだ時間がある。それまで少し眠ろう。このままだときっと途中で居眠りし、貴重な時間を無駄にしてしまう。


    　寝過ごさないように携帯のアラームをセット。肌身離さず持ち歩いている幾き何か学がく模様が刻まれた人ひと形がた──由ゆ衣いの媒介を鞄かばんから出し、携帯と一緒に枕元へ置いた。


    　布団に包くるまると……眠気はあっという間に僕を呑のみこむ。


    　目を閉じる寸前、枕元の人形が淡く輝き始めたように見えた。だがそれ以上睡魔には逆らえず、僕は眠りに落ちる。


    　落ちて、落ちて、落ち続けて──そして、とても奇妙な夢の中に囚とらわれた。


    



    
      ２

    


    



    　──壊れた物は美しい。


    　割れたグラス、砕けた壺つぼ、ひび割れた宝石、潰つぶされた果実、四し肢しを捥もがれた昆虫、解体された家畜、燃え尽きた森、磔はりつけの罪人、晒さらされた首、崩壊した城、焼け落ちる国……。


    　そういったものはどれもこれも背筋が震ふるえるほどに綺き麗れいだ。


    　存在の崩壊は、個の喪失と散さん逸いつを招く。冠されていた名は剝はく奪だつされ、役割は失われる。けれどゴミとなった宝物の残ざん骸がいにこそ、在りし日の価値を見み出いだせると私は思う。


    　人は何かを失って初めて、その大切さを知る。


    　それは真理。有と無の落差を見つめなければ、存在の価値は決して正しく測れない。


    　だからこそ、失われ、損なわれ、壊れる瞬間を観察することには意義がある。その物に内包されていた価値が[image: ]あふれ出し、虚空に散っていく姿を、しかと胸に留とどめるのだ。


    　そうして心に刻まれた価値は決して忘れない。亡なき骸がらを見つめることで、いつでも思い出せる。つまりその物の価値を──本質を、私は心の中に所有することができるのだ。


    その喜びは何物にも代え難い。


    　ゆえに私は積極的に壊す。あらゆるものを、無差別に砕く。


    　見事に咲いた花を散らし、足元に近づいてきた蟻ありを踏み潰し、頭上を飛ぶ鳥を射落とし、目に留まった家畜を切り刻み、誰もが奪い合う宝石を粉々にし、厳おごそかな聖堂を蹂じゆう躙りんし、祝福されて生まれた命を即座に刈り取る。


    　そうして多くの価値を蒐しゆう集しゆうしながら、より素晴らしい残ざん骸がいを探求した。


    　やがて滅びの規模が大きくなればなるほど、喪失の美しさが際立つことに気づく。


    　私は多くの場所を壊して回った。


    　豊かな森を灰に変え、命[image: ]あふれる湖を汚お泥でいで満たし、小さな村の住人を皆殺しにした。


    　廃はい墟きよと化し、死臭が満ちる村の中で過ごした一夜は格別だった。家も、畑も、道具も、何もかもが意味を失くしていた。人がいなくなったことで同時に死んでいた。


    　それは今まで見たどの滅びよりも美しい光景。けれど必ず、これより素晴らしい残骸があるはずだという予感も覚えた。


    　だから次は町を滅ぼした。旅をしながら順々に、手当たり次第に。


    　繰り返しているうちに、一つの国が亡びた。失われた命と想いの尊とうとさに、私は泣いた。


    　感動で三日三晩泣き続けた。この涙は永遠に止まらない気さえした。


    　しかし四日目に私の涙は枯れた。


    　そして思った。


    　今度は〝世界の死し骸がい〟を見てみたい──と。


    



    



    「────っ!?」


    　僕は布ふ団とんを跳はね上げ、飛び起きる。


    　背中が汗でぐっしょりと濡ぬれていた。吐き気を覚えて口元に手を当てる。


    　なんて……嫌いやな夢だ。


    　どうしようもないほど自分と乖かい離りした価値観、嗜し好こう、願望に鳥肌が立つ。理解できない思考が気持ち悪い。


    　とても自分が見た夢とは信じられない。こんな夢の元になるものが自分の内面にあるだなんて認めたくない。


    　悪夢という言葉で片付けられないほど、今の夢は異質だった。まるで別人の夢が流れ込んできたという方がしっくりくる。


    　そういう経験がないわけではない。《道パス》が繫つながっているアリッサとは夢を共有したこともある。けれどそれも近くにいればの話だ。今、僕は一人きり。傍そばには誰も──。


    「あ……」


    　六畳間を見回して気づく。枕元に置いた人ひと形がたが淡く発光していた。これは由ゆ衣いと繫がる媒介だ。一瞬これのせいかと考えるが、すぐに自分で否定する。


    　由衣があんな夢を見るはずない。僕以上にそんなことは有り得ない。


    　となるとあれはいったい何なんだ？　信じたくはないが、やはり僕の夢だったのだろうか。昔観た映画などから影響を受けた可能性はある。


    　ピピピピピピピ──。


    　考えていると携帯のアラームが鳴った。時刻は五時半。もう日が沈んでいる頃合いだ。


    　答えの出ないことを考えても仕方がないなと僕は頭を振り、人ひと形がたを持って立ち上がる。鞄かばんは部屋に置いたまま社殿へと向かう。


    　渡り廊下に出ると、冷たい風が吹きつけてきた。来た時よりも気温が下がっている。


    　西の空はまだかすかな赤みを残していたが、太陽は既に沈んでいた。空の低いところには、小さな星の輝きをかき消してしまうほど眩まばゆい満月が光り輝いている。


    　その時、手にした人形の輝きが一際強くなった。満月の光を吸収するかのようにどんどん眩まぶしくなり、熱を持ち始める。


    　人形に膨ふくれ上がる光。手に伝わるのは体温と同じぐらいの温度。やがてそれに柔らかな感触も加わる。


    　光は実体を持ち、青いワンピースを着た少女の姿になった。彼女の頭には犬耳が生え、スカートの裾すそからは尻しつ尾ぽが覗のぞいている。その容姿から分かるように彼女は人間ではない。人間ではないけれど──僕の妹だ。


    「……本当に今日は実体化できたな、由ゆ衣い」


    　神様になってしまった妹・遠とお見み由衣へ僕は話しかける。


    「お兄ちゃん！」


    　ポニーテールを弾ませて、僕の胸に飛び込んでくる由衣。僕はその小さな体を受け止める。感触がある。体温を感じる。それがとても、とても、嬉うれしかった。


    「やっと……触さわれた……お兄ちゃんに触れたよぉ……」


    　由衣も僕と同じ気持ちらしい。いや……普段は由衣の姿が見えない僕とは違い、由衣の方は僕をいつでも見ることができる。けれど僕に気づいてもらえないし、触れもしない。たぶん由衣の方がこの時をずっと待ち望んでいたのだろう。


    　ぎゅっと僕にしがみつく由衣の頭に手を置き、僕は微ほほ笑えんだ。


    「ああ──今日だけは……こうして頭も撫なでられる」


    　さらさらとした黒髪を指で梳すくと、由衣はくすぐったそうな顔をする。


    「あはは……何だか、すっごく懐なつかしいよ。まだ一か月ぐらいしか経たってないのにね」


    「そうだな……僕もすごく久しぶりに思える。なあ──今日は、何かしたいことあるか？　アリッサがまだ帰ってきていないから、皆でのお泊まり会はまた今度ってことになったんだけど……」


    　由衣が残念がらないか不安に思いながら問いかける。けれど由衣は表情を曇らせることなくこう言った。


    「──その話は傍そばで聞いていたから知ってるよ。でもあたし、お兄ちゃんにこうして触れていられるなら、一緒にいてお話ができるなら、それで十分」


    　つまりそれは放課後の教室に由ゆ衣いもいたということ。目には見えないが由衣はいつでも傍そばにいる。声も届かないというのに見守ってくれている。それを改めて思い知った。


    「じゃあ、散歩しながら話すか。いつもは社やしろの中でしか会えないもんな」


    　普段は社殿に安置された御神鏡に月光と人ひと形がたの光が反射した時だけ、由衣の姿が映し出される。だから会話ができる場所は社の中に限られてしまうのだ。


    「うんっ！　いっぱいお話ししよう、お兄ちゃん！　っ……くしゅんっ！」


    　顔を上げて元気よく頷うなずく由衣だったが、その直後くしゃみをした。そういえば由衣の服は薄手のワンピース。完全に夏服だ。神様といえど、寒いものは寒いらしい。


    「由衣、これ着てろ」


    　僕は来ていた黒い上着を脱いで、由衣の肩に掛けてやる。


    「……ありがと。わ、あったかい」


    　上着はぶかぶかで、由衣が着るとロングコートのようになってしまった。けれどほかに防寒着はないので仕方ない。


    　僕は右手で由衣の左手をしっかりと握り、木造家屋へと引き返す。月の光が遮さえぎられた途端に由衣の姿が薄れだしたので、急いで玄関から外へ出た。


    「──それにしても、どうしてここまで月の満ち欠けが影響しているんだろうな」
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    　再びしっかりとした実体を取り戻した由ゆ衣いを見て、僕は言う。


    「えっと、たぶんだけどね。あたしが月の神様でもあるからだと思う」


    　由衣は少し考えてから答えた。それを聞いて僕は何となく納得する。


    　かつて僕と由衣は地球の《連なる世界セフイロト》を総すべる《天牢ウオルフ＝ライエ》となり、エノクが支配する月の《連なる世界セフイロト》──《世界蛇ウロボロス》と戦った。そして僕らは勝利し、《天牢ウオルフ＝ライエ》は《世界蛇ウロボロス》をその一部として取り込んだのだ。


    《天牢ウオルフ＝ライエ》とはアリッサの祖父・ヒース＝ストーリングによって作り出された《高次存在ヴイナー》であり、千年にわたって世界の境界を閉ざしていた壁そのもの。千年間、地球上の魂を取り込み続けることにより《連なる世界セフイロト》の頂点──《王冠ケテル》にまで至る存在へ昇華した。


    《世界蛇ウロボロス》も月の《王冠ケテル》に上り詰めた存在で、二柱の最高神は互いを喰くい合って雌し雄ゆうを決した。


    　そうして統合された二つの《連なる世界セフイロト》を管理する由衣は、確かに月の神ともいえる。ゆえに月からの影響が最大となる満月時に最も存在の密度が濃くなるのだろう。


    「月か……由衣はあの場所まで簡単に行けるのか？」


    　境けい内だいから眩まばゆい月を見上げて由衣に問う。


    「たぶん行けると思うよ。でも──怖いから行かない」


    「怖い？」


    「うん……この街から離れるほどにね、あたしがあたしじゃなくなる感じがするんだよ」


    　山に囲まれた僕らの街──美み傘かさ市の夜景を見下ろして由衣は答える。


    「自分じゃなくなる？　どういうことだ？　まさか──由衣は消えたりしないよな？」


    「消えるとか、そういう意味じゃないよ。この世界には色んな人がいて、色んな国があるでしょ？　もしあたしが違う国へ行ったら、その国の人たちにとっての神様になっちゃう気がするんだ。あたしの意識はそのままだけど、名前が変わっちゃう」


    「名前……」


    「そう、あたしの名前。遠とお見み由衣って名前が遠くなっちゃう感じがするの。だから……あたしはお兄ちゃんの妹でいたいから、この街から離れるのは怖いの」


    　僕の手をぎゅっと強く握って由衣は言う。


    　そうか──神様というのは、人間によって定義されるものなのだ。由衣を知る僕や未み由ゆたちがいて、遠見由衣を祀まつる神社がある美傘市だからこそ、由衣は遠見由衣でいられるんだと思う。


    　正まさ行ゆきさんはこういったことを分かった上でこの神社を建てたのだろうか。こうして由衣の拠より所となる場所を作ってくれたことはありがたいが、相手方のメリットがはっきりしていないのは少々不気味だ。


    「気軽に月面旅行とかできたら楽しそうだなって思ったけど……そんな状況じゃないんだな」


    「うん──あ、でもお兄ちゃんが一緒だったらどこへ行っても平気だと思うよ」


    「そうなのか、じゃあ奈な波なみへ帰省する時はついてこれそうだな」


    　僕らの故郷、奈波市は電車で何時間もかかるほど遠くにあるが、今の話だと大丈夫そうだ。


    「そうだね、あの町はたぶんここの次に特別だから絶対平気だよ。だってあたしの家とお墓があるし」


    　由ゆ衣いは明るく答えるが、僕は少し動揺して言葉に詰まる。奈波市は由衣が人間として生きていた痕こん跡せきと死んだ証あかしがはっきりの残る場所なのだ。


    　僕がしばらく黙っていると、由衣はこちらを見て笑う。


    「神社でお祭りがやってる日なら、あたしも今日みたいに実体化できるはずだから……また一緒に回ろうね？」


    「──ああ、分かった」


    　由衣に気を遣わせてどうするんだと僕は感傷を振り払って頷うなずく。


    　そしてふと思った。この神社でも祭りが開かれれば楽しいのに──と。敷地をゆっくり歩きながら、屋台が並んでいる姿を思い描く。うん、なかなか賑にぎやかだ。まあ……再建し、名前も変わってしまったこの神社では、誰も祭りをしようなどと言い出さないだろうが。


    「でも普段はこの街から離れられないのなら、毎日何をして過ごしてるんだ？」


    　誰にも見えない由衣は、誰とも関われない。それはまるで透明人間のような生活だ。毎日が退屈ではないかと心配になる。


    「お兄ちゃんを見ていることが多いかな……あとは電気屋さんでテレビを見たりとか」


    「電気屋で見てるのか？　わざわざ？」


    「うん、あたしはどこでも行けるけど……人の家へ勝手に入るのは泥棒みたいで嫌いやだもん」


    「そっか──確かにそういうことを忘れちゃダメかもな」


    　自分の心が年相応に汚れているのを感じて、僕は苦笑する。


    「あ、でも昨日はいつもと違うことをしたよ。教会に行って、鈴りんちゃんとお話ししてきたの」


    「ああ……鈴ちゃんは由衣の姿が見えて、声も聞こえるんだったな」


    　多少の羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを感じつつ、僕は言う。


    「そうだよ、だからすっごくたくさんお喋しやべりしたんだ。外国を旅行していた時のこと、色々聞かせてもらったよ」


    　鈴ちゃんはこの一か月、エノクと一緒に海外へ行っていたらしい。その旅はどうやら鈴ちゃんにとって楽しいものだったようだ。それを伝え聞いた由衣がこうして笑顔になっているのだから確かだろう。


    「……よかったな、由衣。あ、そういえば一昨日は助かった。由衣が正まさ行ゆきさんを説得してくれなかったら、どうなっていたか──」


    　あの時、正行さんとエノクは一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気だった。


    「あれは鈴ちゃんのおかげだよ。鈴ちゃんがあたしの言葉を伝えてくれなかったら、あたし何もできなかった。昨日だって……必死に頑張るお兄ちゃんとツグミさんを何も手伝えなかったし」


    　ラスティを捜して山中を歩き回っていた僕らのことも、由ゆ衣いは見ていたらしい。


    「──でも、応援していてくれたんだろ？　だったら、それで十分だよ」


    　僕は由衣の頭を少し乱暴に撫なでて、笑う。


    「……お兄ちゃん、ありがと」


    　由衣は小さな声で礼を言った。上着の下で尻しつ尾ぽが、わさわさと揺れている。


    　気づくと、いつの間にか境けい内だいを二周していた。


    　それほど広くない場所なので仕方ないといえば仕方ないが、このままぐるぐると同じところを回り続けるのも面白みがない。


    「由衣、せっかく実体化したんだから体がないとできないことをしよう。何か、食べに行かないか？」


    　麓ふもとへと下る石段の前で立ち止まって提案する。


    「行きたい！　あ、でもあたし……月の光が届かないお店の中へは入れないかも。それにこの姿じゃ……」


    　自分の犬耳を気にする由衣。それを見た僕は由衣が着ている上着のフードを頭に被かぶせてやる。


    「耳はフードで隠せば大丈夫だ。飯はコンビニかファーストフードで買って、外で食べれば問題ない」


    　そう言って僕は由衣の手を引き、石段を降りようとする。だが数段下ったところで、由衣の姿が薄れ始めた。


    「──なっ!?」


    　僕は慌てて引き返す。石段の終点にある鳥居を潜くぐった瞬間、由衣は再びはっきりとした実体を取り戻した。


    「満月でも実体化を保てるのは神社の境内だけなのか……」


    　僕は落胆を覚えながら呟つぶやく。それだけこの神社が由衣にとって特別な場所なのだろう。こうして触れ合えるだけでも喜ぶべきなのだが、どうしても悔しさを感じてしまう。


    「いいよ、お兄ちゃん。あたし別に……食べなくても平気だから」


    　由衣はそう言うが、表情にはやはり残念そうな色が見えた。


    「まだ諦あきらめるのは早い。ちょっとキッチンを探してみる」


    　僕は木造家屋へと足を向ける。由衣に玄関で待っていてもらい、キッチンの中を探る。この場所は生活するための設備が揃そろっている。押し入れに布ふ団とんがあるのなら、キッチンに何か食べ物があってもおかしくない。


    　その予想は当たり、戸棚の中に大量のインスタント食品を見つけた。僕は大声で玄関の方へ呼びかける。


    「由ゆ衣い─っ！　カップ麺めんでもいいかー！」


    「いいよーっ！」


    　だが返事は思いがけず近くから返ってきた。声が聞こえた方を見ると、由衣がキッチンの窓からこちらを覗のぞいている。一人で待っているのが寂しくなって、外から回り込んできたのだろう。


    「……了解。じゃあまずはお湯を沸かそう」


    　僕はその窓を開けてから、やかんに水を入れて火をかける。


    「本当はね、お兄ちゃんにはもっと栄養のあるものを食べてほしいんだけど……今日だけは見み逃のがしてあげる」


    　窓枠に寄りかかり、笑う由衣。以前も似たようなことを言われた気がする。由衣が僕のために朝食を作ってくれたこともあった。用意されたのは黒くろ焦こげのトーストと沸ふつ騰とうしたホットミルクで、正直食べるのは辛つらかったが──もうあの日々を取り戻せないのだと思うと苦いトーストの味が少し懐なつかしくなった。


    「──それを言うなら僕も由衣にもっと美お味いしいものを食べさせてやりたかったよ。来月は、きちんと用意してこなきゃな」


    「ほんと？　じゃあ楽しみにしてるね」


    　そうしてお湯が沸くまで由衣と他愛ない話をして過ごし、沸騰したお湯をカップ麺に注いでさらに三分待つ。


    　でき上がったカップ麺を持ち、僕らは外から社殿に向かった。賽さい銭せん箱ばこの後ろにある殿上への階段に二人並んで腰掛ける。ここならば月明かりも遮さえぎられない。多少食事をするのが躊躇ためらわれる場所ではあるが、当の神様が隣にいるのだ。罰ばち当たりとは言われないだろう。


    　ずずーっと麺を同時に啜すすり上げる。


    「美う味まいか？」


    　一口食べたところで由衣に訊たずねる。


    「うん……おいしくて、あったかい」


    　湯気が立ち上るカップ麺を見つめて由衣は答える。風は冷たいが、隣にある体温と温かい食事のおかげで、それほど辛くはない。むしろ居心地がいいほどだ。


    「なあ──由衣」


    「ん……なぁに？」


    　僕が名前を呼ぶと、由衣は麺を口に頰ほお張ばりながらこちらを見た。


    「今……幸せか？」


    「え？」


    　きょとんした顔をする由衣。確かに少し唐突すぎたかもしれない。けれどこれは僕がずっと気になっていたことだった。いつか訊たずねようと思っていて……しかしなかなか踏ん切りがつかず、口に出せなかった疑問なのだ。


    「由ゆ衣いはさ、あの世にはお袋や親父がいるから寂しくないって言った。だから僕が一緒に神様をやる必要はないんだって、手を離すことを……僕が人間に戻ることを望んだ。でも──由衣はまだ、こうしてこっち側にいる」


    「お兄ちゃん……」


    　由衣が表情を曇らせる。


    「普段は鏡を通してしか僕らと話せなくて……近くにいても気づいてもらえなくて……それで寂しくないのか？　僕はこうして由衣と話せて嬉うれしいけど……由衣はそれで幸せなのか？」


    　本来ならこうして触れ合うことはおろか、言葉を交わすことすら叶かなわないはずだった。けれど由衣はまた僕の前に現れてくれた。それが悲しむ僕を放っておけなかったという理由だとしたら、あまりに自分が不ふ甲が斐いない。今日話してみて、強くそう思った。


    　由衣に無理をさせているのなら……親父やお袋のいる場所へ送り出してやるべきだ。兄として……そうするべきなのだ。それが〝遠とお見み啓けい介すけ〟にとって、耐え難いことであったとしても。


    　だが覚悟を決めて問いかけた僕を見て、由衣はバツが悪そうに笑った。


    「あの──ごめんね、お兄ちゃん。あれ……ウソなの」


    「へ……ウソ？　って何が？」


    「お父さんとお母さんが向こうにいるって話だよ。世界を隔へだてる壁がなくなって……千年間溜ためこまれていた魂も《連なる世界セフイロト》を循環し始めたの。停滞していた魂の進化がまた始まったんだよ」


    「《連なる世界セフイロト》を循環？　魂の進化？　どういう意味だ？」


    《天牢ウオルフ＝ライエ》としての知識をある程度有している由衣は当然のように語るが、僕にはさっぱり意味が分からない。


    「えっと、分かりやすく言うと……お父さんとお母さんは新しい命になるための旅に出たんだよ」


    「それって……輪りん廻ね転てん生しようとか生まれ変わりってことか？」


    「うん。まあ個としての転生じゃなくて、世界の一部となってからの新生なんだけど……似たようなものだと思う」


    　どこか大人びた顔で頷うなずく由衣。こういったところを見ると、由衣が神様になってしまったことを実感する。


    「つまり親父とお袋は……由衣を置いていったのか？」


    「そういう言い方をしたらダメだよ。《高次存在ヴイナー》でもない普通の魂は世界の流れに逆らえない。あたしでもその理ことわりは変えられないの」


    　責めるような口調になった僕を由衣は窘たしなめる。


    「それが分かっていたなら……どうしてあの時、噓うそを吐ついたんだよ？」


    「ああでも言わないと、お兄ちゃんは手を離してくれないって思ったから」


    　苦笑を浮かべる由ゆ衣い。


    「確かに……確かにそうだけど……だったら今、由衣は──」


    　これじゃ何もかも辛つらい役回りを押し付けただけだ。幸せになんて、なれるわけもない。


    　僕は奥歯を嚙かみしめる。


    　だが由衣は小さく笑うとカップ麺めんを持ったまま立ち上がり、僕の膝ひざにちょこんと腰を下ろした。


    「あたしは、幸せだよ」


    　そしてはっきりとそう言った。


    「え？」


    「──お兄ちゃんの幸せがあたしの幸せだって前に言ったよね？　アリッサお姉ちゃんや未み由ゆお姉ちゃん、それに陽ひ名なさんやツグミさんたちとお兄ちゃんが、毎日楽しそうに過ごしているのを見てるだけで、あたしは幸せなの」


    　断言し、そのまま食事を再開する由衣。


    　その優しさに涙が出そうになるが、堪こらえて僕は言う。


    「そう言ってくれるのは、嬉うれしい。でも何か……少し悲しくも感じるんだ。由衣をもっと幸せにできる方法は何かないのか？　僕にできることは、何もないのか？」


    　すると由衣は僕の胸に背中を預け、顔を上向けてこちらを見た。


    「お兄ちゃんにこうして甘えられて、あたしはいつも以上に幸せだよ。あ、でも一つだけ──お兄ちゃんにお願いしたいことはあるかも」


    「何だ？　何でも言ってくれ」


    　僕が勢い込んで訊たずねると、由衣は真剣な表情になってこう言った。


    「お兄ちゃん……もう危ないことはしないで。禍まがつ神かみや魔獣と戦った時……あたし傍そばで見てたけど、本当に怖かったんだよ」


    「それは……僕も自分から危険に飛び込むのはできるだけ避けようと思ってる。だけど、どうしても逃げられなかったり、見過ごせなかったりする時もあるから──」


    「うん、分かってる。仕方ないことだって、そうするのがお兄ちゃんなんだって……でもやっぱり、戦ってほしくない。もう法術は、使ってほしくないの」


    　まるで何かを恐れているように由衣は言葉を続ける。


    「全部断ち切ったはずだったの……でも、まだ《天使王ミトロン》なんて抜け道が残ってた。お願いだからお兄ちゃん、人間以上の力を求めないで」


    《天使王ミトロン》……抜け道……？　断ち切ったって……いったいどういう意味だ？


    　いまいち由衣の言っていることが分からない。


    「法術を使うと……何か不ま味ずいのか？」


    　けれどあまりに由ゆ衣いが必死なので、僕は恐る恐る問いかけてみた。


    「別に副作用があるってわけじゃないよ。魔術みたいに精神が浸食されることもないと思う。ただ……不安なの。道があることが──怖いの」


    　道？


    　由衣の言っていることがまた理解できず、僕は首を捻ひねる。だが由衣にこんな顔をさせたままではいけない。


    「──分かったよ。そこまで言うなら法術は無む闇やみに使わない。今まで寝る前とかに練習してたけど、それもやめる」


    「ありがとう……お兄ちゃん。でも、自分の命が危ない時は別だよ？　死んじゃうのが一番ダメだからね？」


    　安あん堵どしたように由衣は笑い、優先順位の確認をした。


    「了解だ。由衣に貰もらった命を、無駄にはしない」


    「お兄ちゃん……その台詞せりふ、全然説得力ないよ」


    　ジト目で睨にらまれ、僕は苦笑する。


    「あ……やっぱりか？」


    　日常に戻ってからの一か月足らずで、僕はもう何回も命を散らしかけた。正まさ行ゆきさんに憑とり付いた禍まがつ神かみ、《方はこ舟ぶね》でのドールの暴走……エノクの一件はそこまで危機的な状況にはならなかったが、一歩間違えれば大怪け我がをしていた可能性も否定できない。そして記憶に新しいのが、昨夜シェロが僕に放ったナイフだ。ツグミが止めてくれなかったら、僕は呆あつ気けなく死んでいただろう。


    「お兄ちゃんはすぐ誰かのトラブルに巻き込まれるから、あたし安心できない。もうちょっと付き合う人を選んでほしいよ。特にあの、英え里り香かって子とは……あんまり仲良くしてほしくないな……」


    　顔を伏せて躊躇ためらいがちに由衣は言う。何だか由衣らしくない台詞だ。


    「英里香と？　どうしてだ？」


    「あの子と知り合ってからいろいろな事件が起きるようになった気がするし……それにあの子、お兄ちゃんのことお兄様なんて呼ぶし……」


    　トラブルが増え始めたのは英里香に関わってからというより、正行さんと出会ってからのようにも思うが……倉くら野の親子がらみの事件が多いのは確かだ。けれど由衣が最後に言ったことについては、いまいち意味が分からなかった。


    「どうして英里香がお兄様って呼んだらダメなんだ？」


    「だ、だってお兄ちゃんはあたしのお兄ちゃんだもん！　あの子のお兄ちゃんになっちゃダメだよ……」


    　由ゆ衣いと英え里り香かは外見上の年齢が近い。僕と英里香が一緒にいるのを見た時、自分の居場所が取られたように思えるのだろう。


    「──大丈夫、僕の妹は由衣一人だ」


    　だがそんな心配は杞き憂ゆうだと、僕は由衣の頭を撫なでる。


    「ほんと？」


    「本当だ。親父とお袋の子供は僕たち二人だけなんだから、妹は由衣のほかにいないだろ？　これから先、増えたりするものじゃないから安心しろ」


    「じゃあ……あの子に、もうお兄様って呼ばないでって言ってくれる？」


    「え？　いや、それは英里香次第というか……個人の自由というか……僕が言っても聞いてくれるとは限らないし……」


    　思わぬ要求に僕は少し狼狽うろたえる。すると由衣の視線が冷たくなった。


    「お兄ちゃん、やっぱりお兄様って呼ばれるのが嬉うれしいんでしょ？」


    「そ、そんなことないぞ？」


    「……ほんとかなぁ？」


    　疑わしげに僕をじろじろ見る由衣。


    「ほ、本当だって！　ほら、あんまり喋しやべってばっかりだとカップ麺めんが冷めるぞ？　さっさと食おう」


    　僕は強引に話を打ち切り、麺を一気に啜すすった。


    「むー……」


    　由衣も渋々食事を再開するが、納得していない顔で呟つぶやく。


    「お兄ちゃん、この話は後でじっくりしようね」


    　どうやら今の話をここで終わらせるつもりはないようだ。


    　僕は暗あん澹たんとした息を吐き、少し温ぬるくなったカップ麺を口に運ぶ。


    　黙々と食べ始めるとすぐに麺はなくなってしまう。少々物足りないが、今日はこれで我慢しよう。


    　食べ終わったカップ麺の容器を脇に置き、空を見上げる。月は先ほどよりわずかに高度を上げていた。黄色みがかっていた光も、少し白っぽくなっているように思う。


    「ごちそうさまー」


    　由衣も食べ終えたようで、容器を置いて手を合わせていた。ただ僕の膝ひざからはどくつもりはないらしく、椅い子すに深く腰かけるように体重を全て預けてくる。


    「食べ物っていいね……何だかすごく、心が満足するよ」


    　由衣はお腹なかに手を当てて笑う。約一か月ぶりの食事には感慨があるらしい。カップ麺一つでこんなに喜べるほど、今の由衣は僕らの日常から遠い場所にいるのだ。そう思うと切なくなって由衣を後ろからそっと抱きしめる。


    　由ゆ衣いは満月の下でしか実体化できない。だから今、肉体があるからこそ感じられるものを、もっと伝えてやりたかった。


    「お兄ちゃん、あったかい……」


    　気持ちよさそうに由衣は目を閉じる。


    　静かで穏やかな時間がしばらく続く。だが──。


    　──タッタッタ……。


    　石段の方から足音が聞こえてきて、僕らは顔を見合わせた。


    「誰だろ？　未み由ゆお姉ちゃんか陽ひ名なさんかな……」


    　首を傾かしげる由衣。神社へ来る前に出したメールの返事は特に来ていない。未由か陽名ちゃんが直接事情を確かめにやってきたとしてもおかしくないとは思う。もしくは神社を管理している誰かだろうか。帰ってきたアリッサが様子を見に来た線も有り得る。


    　一瞬でいろいろな可能性を思いつくが、僕の予想はどれも外れた。


    　石段を登りきり、境けい内だいに現れたのはさっき話に出たばかりの少女・倉くら野の英え里り香か。彼女は肩で息をしながら何かを探すように視線を巡らせる。


    　そして賽さい銭せん箱ばこの後ろ──社殿の階段に座っている僕と目が合った。


    「啓けい介すけお兄様？」


    　名前を呼ばれた僕は慌てて由衣の頭に上着のフードを被かぶせる。英里香にはまだ由衣のことを詳しく話していない。


    　近づいてきた英里香は僕の膝ひざに座る由衣を見て、不思議そうな顔になる。驚いてはいないようなので頭の犬耳は遠目で見えなかったのだろう。


    「そちらは……どなたですか？　最初は陽名さんかと思ったんですが、初めて会う方ですよね？」


    「──あたしはお兄ちゃんの妹だよ。ほ・ん・と・うの妹、遠とお見み由衣」


    　由衣は〝本当〟を強調して答える。かなり不機嫌な声こわ音ねだ。やはり英里香が僕をお兄様と呼ぶのが気に入らないのだろう。


    「あ、啓介お兄様の妹さんですか。初めまして、倉野英里香です」


    　ぺこりとお辞儀をしてから、僕に目を向ける。


    「以前冬ふゆ上がみさんが啓介お兄様のことをシスコンだと言っていたので、妹さんがいるんだろうなとは思っていたんですが……可愛かわいい方ですね」


    「あ、ああ……まあ、そう、かな？」


    　反応に困り、僕は曖あい昧まいに頷うなずく。敵てき愾がい心しんを軽くいなされたうえに可愛いと言われ、由衣も複雑な表情をしていた。こういう社交辞令をさらっと言える辺りが、小学生離れしていると思う。


    「いくら褒ほめても……お兄ちゃんはあげないよ？」


    　疑わしげな眼まな差ざしを英里香に向けて言う由衣。


    「え？　別に啓けい介すけお兄様なんていりませんけど……」


    　不思議そうに英え里り香かは首を傾かしげる。さらっと酷ひどいことを言われた気がした。


    「じゃあどうして〝お兄様〟って呼んでるの？　っていうかお兄ちゃんのこと馬鹿にしないで！　お兄ちゃんはすごいんだから！」


    　僕以上に「なんて」という部分に反応した由ゆ衣いが英里香に食ってかかる。


    「啓介お兄様がそれなりにすごい方だというのは分かっています。だから敬意を払って〝お兄様〟とお呼びしているんですが……変ですか？」


    「変！　すっごく変！」


    「じゃあ何とお呼びしたらいいんでしょう……啓介様、とか？」


    　その響きに僕は表情を引きつらせる。何だか小学生の女の子に言われると、微妙に背徳的な雰囲気だ。これだけは不ま味ずい気がする……人間として。だが僕が拒絶するまでもなく、由衣が即座に英里香の提案を却下した。


    「だ、ダメ！　それもダメ！　今よりもお兄ちゃんと距離が縮まってる感じだもん！」


    「困りましたね……ほかには敬意を払える呼び方を思いつけません。やはりここは啓介お兄様と呼ばせていただきたいです」


    「むうー……」


    　不満そうに頰ほおを膨ふくらませるが、由衣もいい案が出てこないらしい。


    「そういうわけで、よろしくお願いします──由衣さん」


    　にこやかに微ほほ笑えんで議論を打ち切り、手を差し出す英里香。


    「うー………………よろしく」


    　ここで握手を拒むのは子供っぽいと思ったのか、由衣は渋々手を握り返した。


    　ようやく二人の自己紹介が終わったのを見て、僕は英里香に問いかける。


    「なあ、英里香。こんな時間にどうしたんだ？」


    　陽が沈むまでには家へ帰らなければいけないのだと、以前英里香は言っていた気がする。普段ならとっくに帰っている時間だ。


    「えっと、実はその……今日は学校が終わってすぐにここへ向かったんですけど、事情があって……」


    　英里香は急にしゅんとして答える。


    「事情？」


    「荷物を運ぶのが辛つらそうなおばあさんを見かけて手伝うことにしたんですが……そのおばあさんの家が思いのほか遠くて……やっと家に着いたと思ったら、おばあさんがお礼にお金を渡そうとしてきて……それをお断りするのに手間取っていたらこんな時間に……」


    「……すごいな、英里香は。日常的に正義の味方をしてるんだな」


    　僕は感心して呟つぶやくが、英里香は気落ちした表情で首を振る。


    「でも、遅刻をしたことには変わりありません。今日はお師匠様が帰ってくる日だったのに……。お師匠様、怒って帰っちゃいましたよね？」


    「ああ、その話だけど──アリッサは今日ここに来てないぞ」


    「え？」


    　驚く英え里り香かに、僕はアリッサがまだ《方はこ舟ぶね》から帰ってきていないのだと教えた。


    「……そうですか。お師匠様を怒らせてしまわずに済んでよかったです」


    　ほっとした顔で胸を撫なでおろす英里香。


    「まあ、もしアリッサが待っていたとしても怒ったりはしないと思うけどな。心配して飛び出していくことは有り得るけど」


    「確かに……お師匠様はそういう人かもしれません」


    　僕の言葉に英里香は笑う。すると、きゅぅーと誰かの腹の虫が鳴いた。僕と由ゆ衣いは食事をした直後なので残るのは──。


    「──お腹なか、減ってるのか？」


    　胃の辺りを押さえて顔を赤くしている英里香に訊たずねる。


    「え、あ、は、はい……安心したら、何だか少し……」


    「インスタント食品でよければ少し食べてくか？　家に帰って食事の準備をするのにも時間がかかるだろ」


    　食べ終わったカップ麺めんにちらりと目をやってから、そう提案してみる。


    　英里香は正まさ行ゆきさんとの二人暮らしだ。しかし多忙な正行さんは帰りが遅くなることが多いらしく、英里香は一人でご飯を食べることが多いらしい。


    「お気持ちはありがたいですが……でも……」


    　きゅぅぅぅ～……。


    　迷いながらも断ろうとする英里香。だが言葉の途中でまたもや腹が空腹を訴えた。


    「英里香、あんまり無理すると体に悪いぞ？」


    「…………すみません、ご馳走になります」


    　英里香は苦笑を浮かべながら、小さく頭を下げる。


    「ご馳走なんていうほど、大したもんじゃないけどな。というか……そもそも僕が買ったものでもないし」


    　もし正行さんが買い置きしたものなら、むしろ僕らがご馳走になった立場だともいえる。


    「そうなんですか？　くしゅんっ！」


    　首を傾かしげる英里香が急にくしゃみをした。ここまで急いできたようなので、汗が冷えて寒いのかもしれない。


    「ここは風が直接当たるし、社やしろの中へ入ろう」


    　僕はそう言って由衣の肩を叩たたく。膝ひざの上からどいてくれというサインだ。


    　社やしろの屋根は一部がガラス張りになっている。屋内でも月の光が降り注ぐので、由ゆ衣いは実体化を保てるはずだ。


    「お兄ちゃん、優しいねー」


    　何か言いたげな目で僕を見上げ、由衣は膝ひざから飛び降りる。


    「悪いな、由衣。今日は社に泊まって、ずっと一緒にいるから勘弁してくれ」


    　由衣の頭を撫なでて僕は詫わびた。社の中に布ふ団とんを運び込めば、一緒に眠ることもできる。英え里り香かが帰った後は、全部の時間を由衣のために使うつもりだった。


    「……分かったよ。それなら、許してあげる」


    　由衣はそっぽを向いて答えるが、羽は織おった上着が少し波打っていた。恐らくその下で尻しつ尾ぽが揺れているのだろう。


    「じゃあ英里香、ここから上がってくれ」


    　僕は靴くつを脱いで社殿に上がる。木造家屋を経由すると由衣の姿が薄れるのを見られてしまうので、説明が面倒だ。魔術や《方はこ舟ぶね》について知っている英里香ならば話しても構わないとは思うが、今は由衣との時間を大切にしたい。


    「っしょっと……」


    　社殿正面の重い板戸を開ける。その瞬間、眩まぶしい光が目に飛び込む。部屋の奥に祀まつられた御神鏡が満月の光を反射して煌こう々こうと輝いていた。普段はそこに由衣の姿が浮かび上がるのだが、今日は人ひと形がたを媒介に実体化しているため、鏡には何も映っていない。


    　そのせいだろうか──いつもなら鏡の光を見ると心が落ち着くのに、何だか妙に胸が騒ぐ。


    　これは……そうだ、誰かにじっと見られて落ち着かない感覚に似ている。僕は薄暗い社の中を見回すが、誰かがいる様子はない。そもそも祭壇しかないこの部屋に、隠れられる場所など皆無だ。


    　──気のせい、か？


    　そう考えて頭を振るが、胸のざわめきは去ってくれなかった。


    「どうかしましたか？」


    　入り口で足を止めた僕の横から英里香が不思議そうに訊たずねてくる。


    「いや……別に何かあったわけじゃないんだけど……」


    　これは日常的にこの場所を訪れている僕だからこそ感じる違和感なのだろうか。英里香は特に何も感じていないらしい。


    「では、ここの神様にご挨あい拶さつしてきますね。啓けい介すけお兄様たちは〝遠とお見み〟神社に縁のある方なんでしょうが……私は部外者なので、ずかずか上り込んではバチが当たりそうです」


    　英里香はそう言うと祭壇へと歩いていく。


    「あ──」


    　待て──と反射的に手が伸びそうになる。だが何な故ぜ止める必要があるのかと疑問を覚え、動きが鈍る。どう見てもこの社やしろの中に危険はない。


    　僕が自分の行動に戸惑っている間に、英え里り香かは御神鏡の前に立つ。


    「神様、お邪魔します……」


    　パンパンと二回柏手を打ち、礼をする英里香。その姿が、鏡の中に映り込む。


    「うぅっ……」


    　その時、僕のすぐ傍そばから小さな呻うめき声が聞こえた。見れば由ゆ衣いが膝ひざをついて、お腹なかの辺りを押さえている。


    「お、おい、どうしたんだ？　大丈夫か、由衣！」


    　僕は屈かがんで由衣の顔を覗のぞき込む。フードの下の額には玉のような汗が噴き出ていた。


    　まさかカップ麺めんでお腹を壊したのだろうかと考える。普段は実体を持たないものが一時的に肉体を得て食事をする……この行為に何か無理があったのかもしれない。いや、でもアリッサが精神体だった時、食事は普通にしていた……。


    「お兄ちゃん……変、だよ……何か、出てくる……抑えられない……」


    　由衣は苦しみながら僕に言う。この様子、食中あたりではなさそうだ。


    「で、出てくる？　いったい何が──」


    　けれど原因が分からず、僕は由衣の背中をさすりながら問いかけた。


    



    「──ひっ!?」


    



    　小さな悲鳴が社の中に響く。由衣ではない。顔を上げて祭壇の方を見ると、英里香が鏡の前で立ち竦すくんでいた。


    　鏡面に映し出された──大きな眼球を見つめながら。


    　ぞわっと全身が総毛立つ。


    　社の扉を開いた時に感じた胸騒ぎ。どこかから見つめられているような不安。それらの違和感を何百倍も濃縮したような気持ち悪さが僕の体を強こわ張ばらせた。


    　何だ……あれは。どうして御神鏡にあんなものが──。


    



    『──（見たい）──』


    



    　頭の中に雑音が流れ込んでくる。意味不明な音の羅列なのに、何な故ぜかそこに込められた感情と想いは明確に伝わってきた。一方的に、自分と乖かい離りした思考が僕を侵す。この異物感はつい最近味わったばかりだった。さっき仮眠を取った時に見た悪夢……その感覚と似ている。


    『───（見たい）───（見たい）───（見たい）───』


    　ただ鏡の中に映し出されていただけの眼球が、こちら側にせり出してくる。鏡面を越え、ぬらぬらとした角膜が月明かりの下に晒さらされる。


    「あ、あ……」


    　血走った眼球にすぐ傍そばから見つめられ、英え里り香かは掠かすれた声を漏らした。あまりのことに足が竦すくんで動けないようだ。


    「っ……！」


    　それを見て僕は駆け出す。何が起こっているのかは分からない。だがこのままでは英里香が危険だと感じた。


    「ダメ、逃げてぇぇぇぇぇ───！」


    　背後から由ゆ衣いの絶叫が響く。


    　その瞬間、鏡面の向こう側から眼球と共に筋肉繊せん維いに似た赤黒い無数の糸が[image: ]あふれ出た。


    「き──」


    　悲鳴を上げる間もなく、英里香は赤黒い繊維の奔ほん流りゆうに呑のみこまれる。祭壇が重みに耐えきれず崩壊し、木の破片が辺りに飛び散った。


    　眼球の生えた御神鏡を中心にして伸びる赤黒い繊維は寄り集まり、タコのような足を形作って自立する。


    　その異様を前にして僕は足を止めるしかなかった。


    　何だ……何なんだよ、この化け物は……。


    「英里香っ！」


    　大声で呼びかけるが、化け物に呑まれた英里香から返事はない。


    　くそっ……どうする、どうする……。


    　突然の事態で麻ま痺ひしていた思考回路を必死に動かそうとする。


    　こいつの正体はどうでもいい。とにかくまずは英里香を助け出さなければ。けれど今僕の手元には武器がない。


    　辺りに視線を巡らせる。散乱した祭壇の破片の中に、ちょうどいい長さの折れた細い角材があった。あれならば木刀の代わりになるかもしれない。法術は無む闇やみに使わないと約束したばかりだが、今はほかに英里香を救う術すべがない。


    　ただ問題は、それがこの化け物の足元にあるということだ。僕は化け物を見据えながらタイミングを計る。赤黒い繊維の足で立ち上がった眼球の化け物は、高みから僕を見下ろす。いつの間にか二メートル以上の大きさになっていた。


    『────────（見たい見たい見たい見たい見たい見たい）──────────！』


    　頭の中に雑音が鳴り響く。気味の悪い感情が脳内に[image: ]れる。


    　そして化け物は繊維の足を蠢うごめかせて、僕の方へ突進してきた。


    「な──」


    　反射的に避よけようとするが、背後には蹲うずくまる由衣がいることを思い出す。


    　僕は化け物に背を向けて由ゆ衣いの元へ駆け寄った。びたびたびたびたと湿った足音を立てて化け物が迫る。


    「由衣っ！」


    　僕は由衣の体を抱えて横へ跳ぶ。後ろ足が化け物に接触して態勢が崩れ、背中を強く床に打ち付けた。息が詰まり、体がしびれる。


    「うぅ……っ」


    　胸に抱いた由衣が小さく呻うめく。


    　化け物は倒れた僕らには目もくれず、突進した勢いのまま社やしろの外へと転がり出た。賽さい銭せん箱ばこにぶつかって動きを止めた化け物は、再び繊せん維いを束ねて立ち上がり、石段の方へと歩き出す。


    「っ!?　ま、待てっ！」


    　──英え里り香かが、連れていかれてしまう。


    　僕は由衣を床に寝かせると、震ふるえる足で立ち上がる。そして祭壇のあった場所へ行き、落ちていた角材を拾い上げた。


    「お兄ちゃんダメ！　あれはダメだよっ！」


    　しかし身を起こした由衣が這はうようにして社の入り口に移動し、両手を広げる。


    「由衣、どいてくれ！　急がないと英里香が──」


    「ダメなの！　あれは……《高次存在ヴイナー》だよ！　どうしてだか分からないけど、すごい力であたしから──《連なる世界セフイロト》から這い出てきて、鏡を媒介に具現化しちゃったの！　今のお兄ちゃんじゃ殺されちゃう！」


    　殺される……。


    　その生々しい言葉に体が震える。由衣が言うならばそれは事実なのだろう。でも──。


    「だからって……このまま何もしないで見送るのか？　それとも、由衣なら何とかできるのか？」


    　僕は焦あせりを堪こらえながら問いかける。由衣の肩越しに見える化け物は、今にも石段を降りようとしていた。


    「わ、分からないよ……あたし、自分に何ができるか知らないの。どうやって戦えばいいのかも──」


    　狼狽うろたえる由衣。何もしない神様でい続けていた由衣にとって今の要求は無茶なものだったことに気づく。


    　それにかつて《天牢ウオルフ＝ライエ》になった時に戦っていたのは僕で、由衣は力の制御をする側だった。由衣はおそらく、かろうじて力の管理はできても行使はできないのだ。たぶんそれは僕が人間に戻ったせいでもあるのだろう。


    「……やっぱり、僕が行くしかない」


    　覚悟を決めて僕は足を踏み出す。


    「待って！　未み由ゆお姉ちゃんに連絡して！　未由お姉ちゃんならきっと何とかできるから！」


    　由ゆ衣いが僕の足に縋すがりつく。確かに未由の王剣レッドロウなら《高次存在ヴイナー》相手でも戦える気がする。だが今は時間がない。


    　僕は携帯をポケットから取り出し、由衣に渡す。


    「未由には由衣が連絡してくれ。僕はあいつを──足止めする」


    「ダメ！　待って！　戦わないで！」


    　由衣の制止を振り切って僕は駆け出す。既に化け物の姿は石段の下に消えていた。このまま見失うわけにはいかない。せめて未由が到着するまで、時間を稼がなければ。


    　折れた角材をぐっと握りしめて境けい内だいを走る。石段にたどり着いて下を見ると、化け物との距離は思った以上に離れていた。滑るように階段を下る化け物を追って、僕も石段を駆け下りる。


    　だがなかなか差が縮まらない。焦しよう燥そうが胸を満たす。


    　その時──辺りが少しだけ暗くなった。見れば満月に薄い雲がかかっている。すると化け物の動きが鈍った。速度が落ち、赤黒い繊せん維い質の体がわずかに透ける。


    　──そうか、あいつも満月の光で実体を保っているのか。


    　あの化け物の具現化は由衣と同じように制約があるものだと気づく。


    　由衣は満月と媒介である人ひと形がた、それに遠とお見み神社という場の力で今夜、実体化した。あの化け物もおそらく、実体化するための条件が整ったために現れたのだろう。


    　本来《高次存在ヴイナー》の顕けん現げんには《召喚サモン》という特別な魔術が必要になる。そのプロセスを経ていない以上、化け物の具現は不完全で不安定なものに違いない。


    　現在、由衣と──《連なる世界セフイロト》たる《天牢ウオルフ＝ライエ》と繫つながっている媒介は、人形と御神鏡の二つだけ。化け物が媒介にしているのは、その一つである御神鏡だ。


    　満月と媒介。二つの要素は由衣と重なっている。だがあと一つ──遠見神社という場の力が化け物には作用していないようだった。


    　何な故ぜなら由衣は石段を少し降りただけで体が透け始めた。境内から出ることができなかったのだ。しかし化け物は月が翳かげるまで、平然と石段を下っていた。


    　それを証明するように、満月から薄雲が晴れた途端に化け物はしっかりとした実体を取り戻す。


    　あの化け物を実体化させているもう一つの要因は何なんだ？　由衣にとって遠見神社が特別なのは、そこが自分のために作られた場所であり、深い縁があるからだ。けれど化け物と縁がありそうなものなど、社やしろの中にはなかった。


    　考えて思いつくのは……化け物が現れたのは英え里り香かが御神鏡に近づいた時であるということ。


    　もしかして……英里香が？


    　いや、あんな化け物と深い繫がりがあるとは考えにくい。英里香は魔術師の修業をしているが、基本的には普通の女の子なん──。


    　──困ったことに〝おしまい〟の原因は……私の娘、英え里り香かなのさ。


    　と、そこで正まさ行ゆきさんの言葉が脳裏を過よぎる。


    　まさか、あのことと何か関係があるのか？


    　自問するが、それは今いくら考えても答えが出ることではなかった。それに──熟考している余裕などない。


    　一度速度が鈍ったおかげで化け物との距離はずいぶん縮まっていた。だがしばらくすればまた引き離されるだろう。仕掛けるなら──今だ。


    「だああああああああああっ!!」


    　僕は思い切って石段を蹴けり、跳躍する。この距離なら、届く。化け物の頭上へと落下しながら、僕は角材を大きく振りかぶって叫んだ。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト！」


    　軽い眩暈めまいに襲われるが歯を食いしばって耐える。掲げた角材が淡い光を纏まとう。有り得ざるものを正す法の力が、ただの角材に加護を与える。


    　化け物が足を止めて、体ごと振り返った。血走った大きな一つ目が僕を見上げる。


    『─────────（見たい見たい見たい見たい）──────────』


    　また頭の中にノイズが流れ込む。気味の悪い感情を垂れ流す化け物に向けて、僕は角材を全力で振り下ろした。


    「英里香を──返せっ!!」


    　風を裂く音。化け物の眼球を叩たたき潰つぶす勢いで放った一撃。


    　だが化け物は繊せん維いを束ねた触手で角材を受け止めた。湿った鈍い感触が腕に伝わる。纏った法術の光が有り得ざる魔に触れて火花を散らす。


    　世界の理ことわりを歪ゆがませて具現した魔物と、それを矯正する法。相反する力がぶつかり、そして──。


    　ぱぁんっ！


    　一瞬で角材を包んでいた光が弾け飛んだ。


    「え……？」


    　視界が霞かすむ。体から力が抜ける。


    　禍まがつ神かみを相手にした時は拮きつ抗こうし、競せり勝った法術が……呆あつ気けなく消し飛ばされた。どうしようもないほどの意志力の差。気合いでは埋めることのできない格の違いがそこにはあった。


    　残留思念や怨おん念ねんでしかない禍神と同列に考えてはならなかった。《高次存在ヴイナー》とは、人間より高次の精神存在を意味する名。人間が精神力で戦いを挑むこと自体、愚かな行為だったのだ。


    



    『────（見たい見たい見てみたい）────（早く、世界の死し骸がいを）─────！』


    



    　直接接触したことにより、喧やかましいほどのノイズが脳内に響き渡る。


    　……この思念……やっぱり夢で見た、あの──。


    　酷ひどい虚脱感に襲われながら僕は気づく。仮眠をしていた時、由ゆ衣いの媒介を通して流れ込んできたのは、こいつの意思だったのだと。


    　化け物は角材を触手で絡めとり、僕を空中へ放り投げた。


    「っ──!?」


    　僕は残った力を振り絞って体を丸め、腕で頭を庇かばう。がんっと強い衝撃が最初背中に走り、続いて全身を滅多打ちされるような痛みが意識を揺さぶった。


    　視界が凄すさまじい勢いで回転し、方向感覚が消失する。やがて体のあちこちに加えられる痛みの周期が次第に長くなり、ぐるぐる回っていた景色がようやく止まった。


    　瞳に映るのは満月が輝く夜空。そして天まで続いていそうな長い石段。何十段も転げ落ちたらしく、化け物の姿はかなり小さい。だがおそらくすぐにここまで降りてくるだろう。


    　体中が痛い。特に左腕が酷い熱を持っている。頭を庇った時に強く打ち付けてしまったようだ。


    　起き上がろうとするが、力が入らない。動けという意思が指先まで伝わらない。肉体を動かす力が僕の精神には残っていなかった。


    　次第に化け物が近づいてくる。視界の中で、その姿が大きくなる。


    　──もうどうにもならない。今できることがあるとすれば、あいつが僕にトドメを刺さないで通り過ぎてくれるのを祈ることだけ。


    　認めたくないが、それが事実だった。


    　ずるずると湿った重い足音を立てて、化け物が迫ってくる。数えきれない繊せん維いの触手を蠢うごめかせて石段を下ってくる。


    　絶望が心に広がる。僕にとっての〝死〟が、視界を占領する。


    　…………ずるずるずるずる。


    　しかし化け物は倒れている僕の脇をそのまま通り過ぎていった。まるで僕の価値など路ろ傍ぼうの石ころに等しいと言うように。


    　安あん堵どが心の中に広がる。


    　これで僕の命だけは助かるはずだ。英え里り香かは連れていかれてしまうが、僕は死なずに済む。


    　それは幸運なことだ。もう僕には抵抗する術すべもないのだから、見み逃のがされたことを感謝するべきだ。英里香を──諦あきらめるべきだ。


    　ああ、そうだ。僕は既に一度、自分の命を危険に晒さらして英里香を守っている。だから、今回は、諦めてもいいはずだ。未み由ゆが化け物を倒して英里香を助けてくれる可能性に賭かけてもいいはずだ。


    　僕は今回も命の危険を顧かえりみず、こんな化け物に立ち向かったんだ。十分なはずだ。


    　ん？　そうなると二回か。もう二回も英え里り香かのために由ゆ衣いからもらった大切な命を無駄にしかけたのか。


    　由衣には悪いことをした。あとで謝らなければ。


    



    　──〝三回〟もこの命を危機に晒さらしたことを。


    



    「くっそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああっ!!」


    　叫ぶ。肺に残っていた空気を全て絞り出して絶叫する。


    　体は動かないが、声は何とか出てくれた。


    　喉のどから放たれる音に意味はない。ただ僕が路ろ傍ぼうの石ころではないことを示せればよかった。


    　遠ざかりかけていた化け物の足音が止まる。血走った眼球が僕へと向けられる。


    　僕はいったい何をやっているんだろう。戦う力も逃げる力も残っていないのに化け物を引きとめて、どうしようと言うのか。


    　自分に問いかけても分からない。何もできないことがはっきりしているのだから、分かるわけがない。


    　ただ──見過ごせなかった。もう摑つかんでしまっていた小さな手を、離すことができなかった。


    　赤黒い繊せん維いの触手がこちらに伸びてきて、僕の首に巻き付く。そしてそのまま宙に吊つり上げられた。気道が狭まり、息がほとんどできなくなる。もう声すら上げられない。


    『──────（見たい見たい）──────（オマエ見たいヒトか）─────（見たくないヒトか）─────？』


    　またもや頭に雑音が響くが、それは今までのものとは少し違っていた。


    　……見たい？　いったい何を──。


    『────（世界の死し骸がい）────』


    　僕の思考を読んでいるのか、返答のノイズが届いた。


    　──そんなもの、知るか！　いいからとっとと英里香を返せ！　その子を殺したら許さない！


    『──────（殺す？　何な故ぜ？）──────（私は死骸が見たいのに）─────』


    　しかし次に伝わってきたのは意味の分からない返答。こんな化け物が正常な思考を有しているわけがなかったのだと、僕は知る。


    　──お前は何なんだ！　英里香をどうするつもりだ！


    　無駄かとは思ったが心の中で叫ぶ。


    『──────（私はレストタクト）──────（この楔くさびは私の物）──────』


    　──レストタクト？


    　その名前に目を見開く。過去に終末の予言をし、世界中に滅びのビジョンを振りまいた魔術師。何な故ぜそいつがここに……こんな姿で……。


    　酸素が足りず、意識が薄れてくる。


    　もう頭が働かない。何も考えられない。


    　ガァンッ!!


    　ゆえにその轟ごう音おんが響いた時、僕には何が起こったのか全く理解できなかった。首を絞めつけていた圧力が消え、石段に尻しり餅もちをつく。見上げると僕を拘束していた触手が千ち切ぎれ飛んでいた。


    「──全く、教会に隠してあった武器を護身用に持ってきて正解だったよ。まさかこんなわけの分からない状況になっているとはね。これで一昨日の借りは返したからな、啓けい介すけ」


    　呆あきれたような声が石段の下から聞こえてくる。視線をそちらへ向けると、そこには大口径の銃を構えたエノクの姿があった。金の刺し繡しゆうに縁どられた白い法ほう衣いの裾すそを風に靡なびかせ、エノクはこちらを見上げている。


    「エノク……？　何で──」


    「キミの妹に会いに行きたいと鈴りんにせがまれてね。今日は何か特別な日だったんだろう？　それで仕方なくここまでエスコートしてきたのさ」


    　よく見れば遥はるか下に見える鳥居の傍そばに、人影がある。あれが鈴ちゃんか。


    『──────（見たい痛い見たい見たい痛い）──────！』


    　化け物は雑音をまき散らしながらエノクの方に体を向けた。千切れた触手はあっという間に再生し、地面に落ちた触手の先も自ら動いて化け物の体に融合する。


    「生物を馬鹿にした出で鱈たら目めで醜しゆう悪あくな姿だな……こいつはいったい何だ？」


    　エノクが僕に問いかける。


    「具現化した《高次存在ヴイナー》だ！　体の中に英え里り香かが捕まってる！」


    　僕の言葉を聞いてエノクは舌打ちした。


    「……それはまた、凄すさまじく面倒なことになってるな。具現した《高次存在ヴイナー》に物理攻撃は有効だが、殺し切ることは不可能に近い。啓介、死にたくなければそこから離れろ。オレも鈴を連れて退散させてもらう」


    「生あい憎にく……体が動かなくてね」


    　僕は苦笑して答える。


    「ふん、だったら観念するしかないな。オレにはこいつを倒すことはできない。借りはさっきので返した。だから遠慮なく見捨てさせてもらおう。啓介、これは未いまだに英雄ごっこをしているキミへの報いだよ。キミは──自分が人間であることを忘れているんだ」


    　エノクは銃を構えながら、石段を後ろ向きにゆっくりと降りていく。


    「待ってくれ！　未み由ゆが今こっちに向かっているはずなんだ！　未由なら英里香を助けられる！　だから頼む、それまで時間を稼いでくれ！」


    　プライドなど投げ捨てて、僕はエノクに頼む。もうほかに英里香を救う手段はない。かつての宿敵であろうとも、懇願するしかなかった。


    「……キミの頼みを聞く義理はない」


    　ガァンッ!!


    　エノクは石段を降りようとしていた化け物の足元に一発撃ち込んで牽けん制せいし、冷たく告げた。


    「だったら……英え里り香かへの借りを返してやってくれ！　英里香がいなければ鈴りんちゃんを助けられなかったかもしれないだろ！　昨日お前だって礼を言ってたじゃないか！」


    　ぴたりとエノクは後退を止める。


    「確かに……英里香という少女には借りがあるね。けれど、オレにとっては鈴の夢を叶かなえることの方が大切だ。オレは死ぬわけにはいかない」


    「エノク！」


    「──だから、死なない範囲でなら時間を稼いでやろう」


    　口元を歪ゆがめ、獰どう猛もうに笑うエノク。


    「え……？」


    　呆ほうける僕には構わず、エノクは化け物へ銃弾を四連続で撃ち放つ。弾丸は化け物の体重を支えている繊せん維いの足に着弾し、肉片が飛び散った。


    「おい！　あいつの中には英里香が！」


    　僕は思わず声を上げる。


    「喚わめくな。オレは体の末端しか狙ねらっていない」


    『────────（痛い痛い痛い見たい痛い）────────！』


    　数本の足を失った化け物はバランスを崩すが、すぐに失った部位を復元して体を支える。そして複数の触手を束ね、エノクに向けて勢いよく伸ばした。


    「何だ──キミ、魔法は使わないのか？」


    　だがエノクは拍子抜けした顔をして、前進しながら触手を躱かわす。石段を上りつつ法ほう衣いの上着を脱ぎ、駆けぬけざまに自らの服で化け物の眼球を覆おおった。


    『────────（見たい見たい見たい見えない見えない見えない）────────』


    　視界を閉ざされ、化け物はもがく。触手を滅め茶ちや苦く茶ちやに動かしているうちに転倒し、数メートルほど石段を転げ落ちた。


    「おや、ろくな知性もないようだね。眼球だけという時点で違和感はあったが、どうやらずいぶん中途半端な具現らしい。これなら獣を相手にするのと、さほど変わらない」


    　動けない僕の傍そばで足を止めたエノクは、弾丸を銃に込めながら言う。


    　確かに化け物はこれまで一度も魔法を使っていない。魔法とは詠唱すら必要とせず、魔術よりも強力な現象を引き起こせる力だ。《高次存在ヴイナー》ならば使えて当然の能力といっていい。


    「啓けい介すけ、この程度の相手ならいくらでも戦いようはあったはずだよ。それなのに、これほどボロボロになるとは情けないな」


    　エノクは馬鹿にした顔で僕を見下ろしてから、銃口をもがく化け物へ向けた。


    「大方、己おのれの分ぶも弁わきまえず無茶な戦い方をしたんだろう。また英雄のつもりでな」


    　言い返せない。僕は愚かにも法術で《高次存在ヴイナー》へ精神力勝負を挑んでしまったのだ。あれならまだ《彼の右手に天の光剣ライト＝ライト》を使わず、ただの角材で殴りかかった方が何倍もマシだった。


    「よく見ておくんだな、啓けい介すけ。オレが──キミとは違うことを」


    　ようやく法ほう衣いを振り払った化け物に向けて一発威い嚇かく射撃をし、エノクは石段の脇に広がる鬱うつ蒼そうとした林へ飛び込んだ。


    　化け物はエノクを追うように触手を伸ばすが、途中で動きを止める。木々の暗がりに身を隠したエノクを見失ったようだ。


    　ガァンッ!!


    　闇やみの中でマズルフラッシュが閃ひらめき、化け物の足がまた吹き飛ばされる。


    『──────（見たい痛い見たい痛いまた痛い痛い痛い）───────！』


    　雑音の悲鳴を上げながら、そちらへ触手を殺到させる化け物。だが今度は少し離れた場所で火薬の光が瞬またたいて、伸ばした触手が弾け飛ぶ。


    　それを繰り返し、化け物を翻ほん弄ろうするエノク。


    　銃という武器はあるものの、エノクはあくまで人間の持てる範囲の力で時間を稼いでいた。しかも余裕を持って。


    　これなら未み由ゆが間に合うかもしれない。その安あん堵どと同時に悔しさも覚える。何もできないことが情けなかった。


    　思えば最近はこんなことばかりだ。せっかく日常へ戻れたと思ったのに、様々な出来事が僕や周囲の人たちを脅おびやかす。その脅威に僕は無謀にも立ち向かい、結局は誰かに助けられる。自分一人では生き残ることさえ困難だったろう。


    　魔術を使って挑み、何度も奇跡を起こして抗あらがい、神のごとき存在となって戦い、ようやく手に入れた日々。


    　だけどそれは──人間以上の力を用いて手にした平和は、人間以上の力がなければ守り通せないものなのかもしれない。


    　エノクは今、人間の力で戦っているが……結局は未由が来なければ事態は解決しないだろう。


    　レッドロウという人間以上の力がなければ、英え里り香かは救えない。


    　僕の法術なんかじゃ意味がない。そんな付け焼き刃じゃどうにもならない。


    　繫つないだ全ての手を離さないためには、人間の力じゃ不足。僕の願いは、人間の分ぶを超えていた。


    　響く銃声と、閃ひらめく火花。頭の中に流れ込んでくる化け物の雑音。空に輝く、大きな満月。


    　全てが遠いものに思えた。


    　何一つ干渉できないのだから、事実どうしようもなく遠いのだ。


    　もっと近づきたいのに。この手で──摑つかみたいのに。


    　次第に思考が支し離り滅めつ裂れつになってきた。意識を保つのも、そろそろ限界かもしれない。


    　だがその時、化け物の様子が少し変わった。


    　エノクが銃を撃つたびに伸ばしていた触手を引き戻し、血走った眼球でじっと暗い林を見つめる。


    　その足元に銃弾が当たっても微動だにせず、鏡からせり出した眼球の瞳どう孔こうを開く。


    「──っ!?」


    　嫌いやな予感を覚えた時には、もう〝それ〟は放たれていた。


    　白い閃せん光こうが林を薙なぎ払う。木々が吹き飛び、闇やみが消え去る。轟ごう音おんが鼓膜を揺らす。


    　──魔法。


    　あいつは魔法を使えなかったんじゃない。さっきまでは使おうと思わなかっただけなのだと悟る。思考力が低いため、必要に迫られるまで魔法を行使する発想が生まれなかったのだろう。


    　舞い上がった土砂が、辺りに降り注ぐ。細かい石に全身を叩たたかれながら僕は惨状に慄おののいた。化け物が〝見つめた〟方角は、薙ぎ倒された木々や地面ごと捲まくりあげられた岩が散乱していた。もはや人が隠れられる場所はなく、荒れた大地の上に煌こう々こうとした月の光が降り注いでいる。


    　エノクの姿は見えない。今の魔法に巻き込まれていたらタダでは済まないはずだ。仮に無事だったとしても、不用意に姿を見せれば二撃目の餌え食じきとなる。


    　化け物は薙ぎ払った林に動く者の姿がないことを確認すると、瞳孔が開いた眼球をこちらに向けた。


    『──────（見たい見たい見たい見たいのに）──────』


    　脳内で響く雑音に、先ほどまではなかった敵意と殺意を感じる。


    　エノクから何度も銃弾を受けたことで警戒心が強まったのだろう。僕のことも殺す気だ。


    　瞳孔の奥にちかちかと光が瞬またたく。


    　終わった──と、ただそう思った。けれど化け物から閃光が放たれる寸前、倒れ伏す僕の前に小さな背中が立ち塞ふさがった。


    　今にも消え去りそうな半透明の体で両手を広げ、僕の妹は──遠とお見み由ゆ衣いは叫ぶ。


    「ダメっ!!」


    　その瞬間、膨ふくれ上がろうとしていた光が消え去った。化け物は不思議そうに体をうねらせ、何度も瞳孔を収縮させる。


    「もう……魔法は使わせないよ。戦い方は分からないけど、力の管理ならできるもん。あなたの魔法を封じるぐらいは──」


    　バシッ！


    　だが言葉の途中で、由衣の体が宙に舞った。化け物が繊せん維いの触手を伸ばして由衣を薙ぎ払ったのだ。魔法が使えないならこっちで構わないというように、ただ無造作に、容赦なく。


    　僕を守るために無理をして石段を降りてきたであろう妹が、枯れ葉のように飛んでいる。


    　透き通った幼い体たい躯くが揺らぎ、空中で搔かき消えた。媒介となっていた人ひと形がたと羽は織おっていた黒い上着が、僕の傍そばにぽとりと落ちる。


    「あ──」


    　頭の中が真っ白になる。


    　──由ゆ衣いが傷つけられた。


    　今、目にした光景が、ほかの全てを押し流す。


    　忘れた、体の痛みを。忘れた、傷の熱さを。忘れた、己おのれの無力を。忘れた、敵の強大さを。忘れた、腕が動かないことを。忘れた、立ち上がれないことを。


    　忘れた──僕がただの人間であることを。


    　いつの間にか僕は、左手で由衣の人形を摑つかんでいた。指先一つ動かせなかったはずなのに、気がつくと両の足で立ち上がっていた。


    　空からっぽになり、肉体と嚙かみ合わなくなっていた精神に力が満ちていく。まるでせき止められていた水が一気に流れ込んでいるような感覚。人形を握った左手が熱い。


    　近くに落ちていた折れた角材を右手で拾い上げる。


    「…………っ！」


    　走り出す。由衣を傷つけた敵に向かって。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト！」


    　加護を呼ぶ言葉を告げて、角材を横薙なぎに振るう。これが先ほど通じなかったことすら忘れていた。頭の中にあるのは、宙に舞った由衣の姿だけ。


    　化け物は容易たやすく角材を繊せん維いの触手で受け止める。接触した瞬間に角材を包んでいた金色の光は弾け飛び、膝ひざから力が抜けた。


    　だが──踏み止とどまる。底をついたはずの精神力が、瞬時に満ちる。


    「……彼の右手に天の光剣ライト＝ライトっ!!」


    　喉のどから声を、心から力を振り絞り、再び金色を纏まとった角材を振り上げた。


    　結果はまたもや同じ。しかし僕は諦あきらめることも忘れていた。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト!!」


    　さらに繰り返す。触手で打ち払われても立ち上がり、何度も、何度も挑みかかる。それでも──通じない。


    　あれ……？　違う、これじゃない。


    　その時、ふと違和感を覚えた。これは僕の力じゃない。《彼の右手に天の光剣ライト＝ライト》はアリッサのために定義した術だ。なのに何で僕は《天使王ミトロン》の力を使っている？


    　それしかないからだ。ほかになかったからだ。本来の力を失なくしてしまっていたからだ。


    　そう、僕には自分の牙きばがあった。呪のろいのごとく刻まれた獣を飼っていた。


    　僕が持っていた力は──敵を倒してきた牙は、こんな紛まがい物じゃない！


    『──────（見たいのに見たいのに見たいのに）──────』


    　苛いら立だったような思念を発して化け物が角材を触手で絡めとる。そしてそのまま僕を勢いよく振り払い、奪った角材をばらばらに砕いてしまった。


    　これでもう法術は使えない。


    　だが、焦あせりはなかった。僕は武器を失っていなかったから。


    　そう──僕はずっとこの〝右腕〟で戦ってきたのだ。


    　求める。《天使王ミトロン》の先にいる世界そのものである獣を。今は神となった狼が、僕と共にあった時の姿を。


    



    「……フェンリル」


    



    　唇くちびるから、自然とその名が零こぼれた。


    　右腕が青白い光に包まれる。全身に力が漲みなぎっていく。


    　ああ……これだ。これなんだ。これが僕の……。


    　僕を捕えようと化け物が触手を伸ばす。やけに遅い。いや──遅く見える。


    　首元に迫った触手を落ち着いて右腕で打ち払う。触手はじゅわっと音を立てて蒸発し、赤黒い霧へと変わった。


    　石段を蹴けり、一気に化け物の懐ふところへ潜り込む。


    「──喰くらえっ!!」


    　僕は青白い光を纏まとった右手を、繊せん維いの束が寄り集まった化け物の胴体へ叩たたきつけた。右手が触れた場所を中心にして、化け物の体に大穴が空あく。具現化した《高次存在ヴイナー》の肉体が、物質化を解かれて虚こ空くうへ返る。


    　その向こうに英え里り香かの姿が見えた。僕は右腕をそのまま化け物の体に突っ込んで穴をさらに開げ、左手で英里香の腕を摑つかんで強引に引っ張り出す。英里香に纏まとわり付いていた繊維がブチブチと嫌いやな音を立てて千ち切ぎれた。


    　英里香はぐったりとして意識がなかったが、抱きとめた体からは小さな鼓動が伝わってきた。よかった──生きてる。


    『──────（見たい見たい見たい見ぃたいいいいっ）──────!!』


    　体の中心を抉えぐられた化け物は自立することができなくなり、悲鳴に似たノイズを放ちながら石段を転げ落ちていく。その姿は次第に透き通り始め、再生もままならないようだった。


    　やはり英里香があいつを具現化させた要因の一つだったのかもしれない。


    　だが今はそんなことより──あいつの息の根を止めなければ。由ゆ衣いを傷つけたあの化け物を──。


    　僕は英え里り香かを石段に寝かせ、無ぶ様ざまに石段を転げていく化け物を見据える。このまま消えて逃げることは許さない。


    　僕は右腕を構え、足を踏み出そうとする。


    「ダメ、お兄ちゃん！　もういいよ！　それ以上こっちに踏み込まないで!!」


    　だが急に右腕が動かなくなった。視線を下ろすと由ゆ衣いが僕の右腕にしがみ付いている。


    　媒介は僕の左手に握られているというのに、何な故ぜかその姿がはっきり見えた。声も聞こえるし感触もある。


    「……無事だったんだな、由衣」


    　僕はほっとして言うが、由衣は目に涙を浮かべて首を振った。


    「無事じゃないよ……全然、お兄ちゃんが無事じゃない！　ごめんね……あたしが……実体化を無理に解かれて……そのせいでしばらく意識を失ってたからこんなことに……」


    「何のことを……言ってるんだ？」


    　いまいち意味が分からずに問い返す。


    「いいから！　じっとしてて！　すぐに閉じるから……戻してあげるから！」


    　由衣はそう言うと僕の右腕に額を押し付ける。すると右腕を包んでいた光が薄れ、冴さえていた意識に薄い靄もやがかかっていく。体に満ちていた力が抜けていくのを感じ、僕は慌てた。


    「由衣、待ってくれ！　まだあの化け物が──」
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    　化け物にまだトドメを刺していない。それに石段の一番下にはエノクが連れてきた鈴りんちゃんがいるはずだ。どこまで離れれば完全に実体化が解けるかは分からない。まだ戦う力を失うわけにはいかなかった。


    「大丈夫だよ、お兄ちゃん！　もう十分頑張ったの！　間に合ったんだよ！」


    「間に合った……？」


    　何のことか分からず眉まゆを寄せた時、石段の下で赤い光が瞬またたいた。その場所を中心にして、赤く輝く幾き何か学がく模様が円形に広がる。


    　これは──。


    「……今日は何とか間に合ったよ、啓けい介すけくん」


    　円陣の中央に立つ黒髪の少女──友とも月づき未み由ゆが僕を見上げて微ほほ笑えんだ。


    　かつ、かつ、と音を立てて未由が石段を上ってくる。展開する幾何学模様もそれに伴い移動した。


    「この赤い円は、私の領土。レッドロウが存在する場所が月の王国なの。今日は満月のせいか──どこまででも広げられる気がするよ」


    　未由が呟つぶやくと同時に円陣が爆発的に拡大する。


    　円の内側に化け物を捉えた途端、幾何学模様は生き物のようにその体を縛り上げた。


    『──────（見えない見えない見えない見えない）──────！』


    　赤い戒いましめに囚とらわれて騒ぐ化け物。


    　王剣レッドロウを携たずさえた未由はゆっくりと化け物へ近づき──巨大な眼球を紅くれないの刃やいばで無造作に貫いた。


    『────────────────────────────────────────────────────────────────────────────!!』


    　甲高いノイズが頭の中に反響する。そして圧縮された断末魔の思念が心の中を搔き回した。


    （見たい見たい見えない痛い左目見えない見たい返せ見たい左目それは楔くさび見たい私の楔見たい終末の楔ミタイ次は右目世界のシガイ私の楔レストタクトのモノ見えない左目私の物楔返せ楔もう一つの楔終末の楔レストタクト＝エンデの物楔見たい見えない左目見たい右目で世界の死し骸がいシガイ死体残骸終末最後─────）


    　あまりに滅め茶ちや苦く茶ちやで理解することはできないが、いくつかの単語が頭に残った。


    　……見えない左目、次は右目、返せ、終末の楔、レストタクト＝エンデの物、世界の死骸……。


    　化け物の体が赤い塵ちりとなって消えていく。最後に残ったのは月の光を反射する御神鏡だけ。赤い幾何学模様の蔦つたに絡めとられた御神鏡を手に取ってから、未由はレッドロウの刃を納めた。すると円陣も瞬時に消え去る。


    「啓介くん、よく分からないけどやっつけたよ。やっつけて……よかったんだよね？」


    　未み由ゆはこちらを見上げて首を傾かしげた。


    「あ、ああ……もちろんだ。未由、ありがとう」


    　苦笑を浮かべて頷うなずく。あれだけ苦戦した相手を〝よくわからないけど〟で倒してしまえる未由は、やはり本当の力を持っているのだろう。


    　気がつけば右腕を包んでいた光は消えかけている。そしていつの間にか──由ゆ衣いの姿も薄くなっていた。感じる体温も頼りない。


    「ゆ、由衣？　な、何で透けてるんだ？」


    　慌てて問いかける。やはり何かダメージを受けていたのかと血の気が引く。


    　だがそんな僕を見て由衣は笑った。


    「──平気だよ。あたしは別にさっきから何も変わってない。お兄ちゃんの目に見えづらくなっているだけ。もうすぐ完全に見えなくなると思うけど、境けい内だいに戻ったらまた実体化できるから安心してね」


    　そう言っている間にも由衣の姿はどんどん薄くなり、やがて消えた。同時に僕の右腕からも輝きは失われる。


    　これはつまり……さっきの僕は精神体の由衣を見られる状態にあったということだろうか。僕の手に媒体の人ひと形がたがある以上、由衣は実体化をしていなかったことになる。


    　周囲を見回し、目を凝らすが、もう由衣の姿は見えない。


    　──ガサ。


    　石段横の茂みが揺れ、期待を込めた眼まな差ざしを向けるが……現れたのは全身が土で汚れたエノクだった。


    「何だ──エノクか」


    「……何だとは酷ひどいね。危あやうく死にかけたんだぞ？　やはり安請け合いするんじゃなかったよ」


    　服についた汚れを払いながら愚ぐ痴ちるエノク。


    「まあ生きててよかったよ。それと……ありがとな。おかげで英え里り香かを助けられた」


    　抵抗はあったが、助けられたのは確かなので素直に礼を言う。


    「キミに礼を言われる筋合いはないな。オレはその子に借りを返しただけだよ。少しばかり割に合わなかったけどね。というかキミ、動けないんじゃなかったのかい？　力の出し惜しみはしないでほしいな」


    　嫌いや味みっぽく言うエノク。どうやら僕が戦っていたところは直接見ていないらしい。おそらく未由が全てを解決したと思っているのだろう。


    　エノクは僕の横を通り過ぎて石段を下り、落ちていた法ほう衣いを拾う。


    　石段を上ってきた未由はエノクとすれ違う時に小さく会釈をした。


    「……こ、こんばんは」


    「ああ、こんばんは」


    　法ほう衣いに袖そでを通しながら答えるエノク。


    　ぎこちない挨あい拶さつを交わした未み由ゆは、足早に僕のところへやってきた。手には御神鏡を持っている。


    「未由……何でそんなに緊張してるんだ？」


    「だ、だって……一昨日も会ったけど、どう接していいか分からないんだもん」


    　気まずそうな表情を浮かべて未由は答える。


    「えーくん！」


    　たったったと軽い足音を響かせて鈴りんちゃんが石段を駆け上がってくる。


    「──走るな。こけるぞ」


    　エノクはそう注意するが、鈴ちゃんはスピードを緩ゆるめずにエノクの腹へ頭から突進した。


    「ごふっ！」


    　凄すさまじい勢いで抱きつかれて、苦く鳴めいを漏もらすエノク。


    「えーくん、よかった！　すごいバクハツだったから、死んじゃったかと思った……」


    「……分かったから離れるんだ。悪いが今日はもう帰るぞ、鈴。啓けい介すけの妹もゆっくり話ができる状況じゃないだろう」


    「あ、うん。ゆいちゃんとはさっき話して、また今度って約束したよ。早くえーくんの手当しないといけないから」


    　擦すり傷だらけのエノクを見上げ、鈴ちゃんは頷うなずく。


    　エノクは小さく息を吐いて、僕らの方へ顔を向けた。


    「──そういうことだ。では、失礼させてもらうよ」


    　短く告げて歩き出そうとしたエノクだったが、ふと何かを思い出したように振り返った。


    「啓介、あの《高次存在ヴイナー》……何か面白いことを喚わめいていたな？」


    「……っ!?」


    　息を呑のむ。あの断末魔の叫びはエノクにも聞こえていたようだ。


    「レストタクトとか、終末の楔くさびとか聞こえたが……まさかあの《高次存在ヴイナー》は世界を揺るがせている予言と関係があるのかい？」


    「…………」


    　問われるが答えられない。僕にも分からないのだ。


    「それに、返せとも言っていた。あの状況で返せというのなら、それは英え里り香かという少女のことだろう。あの子も何か関わりがあるのかな？」


    　さらにエノクは質問を重ねる。その瞳は石段に横たわった英里香を見つめていた。


    　ぞくり、と背筋が震ふるえる。


    　一番まずいところに興味を持たれてしまった。何とか、これだけはごまかさなければ。


    　化け物と英里香の関わりなど僕の方が知りたいが、エノクに相談するわけにはいかない。


    「英え里り香かは、あいつが出現した時に近くにいたせいで捕まったんだ。それだけだよ」


    「……ふん、まあそういうことにしておこう」


    　意味ありげに笑い、エノクは肩を竦すくめる。


    「何か、言いたいことがあるのか？」


    「別に──いや、一つだけあるな。たった今浮かんだ疑問なんだが……レストタクトの予言はどうして今になって甦よみがえったんだと思う？」


    　目を細め、感情の読めない顔で問うてくるエノク。


    「そんなこと……知るわけないだろ」


    「本当に？　何か原因は考えられないか？　オレには一つだけ思い当たるんだ。予言が囁ささやかれ始めたのはオレとキミの戦いが終わった後からだ。それが何を意味するか、分からないかい？」


    「……どういうことだ？」


    　エノクの言いたいことがさっぱり分からず、僕は問い返す。


    「あの戦いは十中八九オレが勝つはずのものだった。様々な偶然と奇跡が積み重ねられなければキミに勝利はなかった。その自覚はあるかい？　まさか勝って当然だったとは言わないだろう？」


    「それは……まあ」


    　曖あい昧まいに頷うなずく。


    「つまり、だ。キミはオレに勝利することで、未来を変えたとも言える。キミたち兄きよう妹だいが神になったことで未来が大きく変動し、消えたはずの終末の予言が復活した。オレが神になっていれば予言は消えたままだった。そうは考えられないか？」


    「な……いくらなんでも、暴論だろ」


    　今まで考えもしなかったことを言われて戸惑い、同時に難癖をつけられたような気分になる。


    「そうだな、これはオレの適当な思いつきだ。しかし──一つの可能性だ。もしもキミたち兄妹の不始末が終末を招くというなら……それが鈴りんの夢を妨げるのなら、オレはまたキミの敵になるよ」


    　そう言い捨てて、エノクは鈴ちゃんと共に石段を下っていった。


    「…………」


    　小さくなっていく二人の背中を何も言えないまま見送る。


    　エノクの言葉には何ら明確な根拠はなかったが、否定することもできない。《連なる世界セフイロト》を総すべる存在として、由ゆ衣いが不完全なことは事実なのだ。今回のことでそれははっきりした。


    　力の管理はできても、行使はできない。おそらく──僕という半身が欠けているために。


    「……フェンリル」


    　小さく呟つぶやいてみるが、もう先ほどのように右腕が光に包まれることも、力が[image: ]あふれてくることもなかった。


    　それは僕が人間である証あかし。今は、ただの人間だという証拠。じゃあさっきの僕は何だったんだ？


    　まるで怒りによってタガが外れたような感覚だったが、感情の昂たかぶりで力が覚かく醒せいするならば同じことが既に起きているはずだ。禍まがつ神かみと最初に戦った時も目の前で大事な人が──未み由ゆが傷つけられ、頭の中が怒りで白熱したのを覚えている。だからおそらく、何か別の要因があるのだろう。


    　右手を見つめながら考えていると、未由が僕の顔を下から覗のぞき込んできた。


    「啓けい介すけくん、大丈夫？　全身傷だらけだけど……」


    「え？」


    　そう言われて自分の体を見下ろす。石段を転がり落ちたせいで制服は汚れ、あちこちに血が滲にじんでいる。


    「ぐっ……」


    　次第に忘れていた痛みが甦よみがえってきて、僕は呻うめき声を上げて蹲うずくまった。特に左腕の痛みが酷ひどい。じんじんと熱を持っている。


    「し、しっかりして、啓介くん！　すぐに病院へ──」


    　未由が血相を変えて僕の体を支えた。しかしその言葉の途中で違う声が割り込む。


    「……啓介お兄様？」


    　石段に横たわっていた英え里り香かが身を起こして僕を見ていた。未由の大声で目を覚ましたのかもしれない。


    「あの、私……何な故ぜこんなところに？　あ……啓介お兄様、ど、どうしてそんなにボロボロなんですか？　す、すぐに治療します！」


    　混乱しながらも僕の傷を見た英里香は、慌てて僕の傍そばにやってきて両手を翳かざす。


    　口の中でぶつぶつと《姿の言葉シヤープワーズ》を唱えた後、《起動言語トリガー》告げる英里香。


    「癒しの光アベートライト！」


    　温かい光が僕の全身を包み込み、痛みが遠のく。左腕の熱さも次第に収まっていった。


    　治すべき範囲が広いせいか治療は数分間続いたが、それが終わった時には傷は痛みと共に消え去っていた。


    「──ありがとう、英里香」


    「いえ、当然のことです。それより……いったい何があったんですか？　私、鏡の中に大きな目玉を見て……それからの記憶がないんです」


    　不安げな顔で英里香は問いかけてくる。


    「えっと……実はな、目玉の化け物に英里香が攫さらわれて……それを未由が助けてくれたんだ」


    　あの化け物が具現した要因が英里香にあるかもしれないという推測は口にせず、僕は起こったことだけを簡潔に教えた。


    　だが僕の説明を聞いた未み由ゆが口を挟む。


    「ううん、違うよ。化け物にトドメを刺したのは私だけど、英え里り香かちゃんを助けたのは啓けい介すけくんだよ。お礼なら啓介くんに言ってね」


    「私、また啓介お兄様に助けられてしまったんですか……」


    　複雑な表情で溜ため息いきを吐つく英里香。


    「ありがとうございます、啓介お兄様。それとすみません……私が未熟なばかりに……」


    「い、いや、英里香を助けるのに一番貢献したのは時間を稼いでくれたエノクだし……そんなに畏かしこまらないでくれ」


    「えっ？　そうなんですか……あの方が──」


    「ああ、英里香への借りを返すためだって言ってな。要するに英里香は、正義の魔術師として行動してきたからこそ助かったんだ。つまり、日頃の行いのおかげだよ」


    　僕がそう言うと英里香は苦笑を見せる。


    「啓介お兄様は人をおだてるのが上手ですね。子供騙だましの慰なぐさめなのに、つい嬉うれしくなってしまいます」


    「別に騙しているつもりはないけどな……。っていうか英里香は子供なんだし、子供騙しがどうとかいちいち気にしないでいい」


    「あ……子供の私は子供騙しも真に受けて構わないんですね。じゃあ素直に喜んでおきます」


    　にっこりと笑う英里香を見て、今度は僕が苦笑いを浮かべた。


    　こういう理屈っぽいところが子供らしくないのだが、英里香にはあまり自覚がないようだ。


    　倉くら野の英里香。


    　大人びた言葉づかいをする子供らしくない子供。正義の魔術師を目指す真ま面じ目めな少女。


    　英里香はとてもいい子だ。


    　どうして正まさ行ゆきさんは、こんな子が〝おしまい〟の原因だというのだろう。


    　あの化け物は楔くさびを返せと言っていた。終末の楔、レストタクト＝エンデの物、そんな単語も混じっていた。


    　もし楔というのが本当に英里香を指しているのなら、あの化け物を具現化した要因が英里香にあるとしたら……この子はいったい何者なのか。


    　だがそれを英里香に直接訊たずねても、困らせるだけだろう。


    　この子は何も隠していないし、噓も吐ついていない。見ていればそれは分かる。きっと何も知りはしない。


    　だからおそらく英里香を〝何者か〟にした誰かがいる。何かの役割を課した奴がいる。


    　それがあの化け物なのか、レストタクトという魔術師なのか、正行さんなのか、それともほかの誰かなのか……それは分からない。


    　しかしその誰かに──僕が怒りを感じているのは確かだった。


    　当人の想いや夢を無視して、運命を決めつけていいはずがない。今回のようにいきなり危険に晒さらされるなんて理不尽すぎる。


    　役割は誰かに押し付けられるものではなく、自分で選び取るものだ。


    　英え里り香かの人生は英里香のものであるべきだ。


    　もし誰かがその所有権を主張するのなら──。


    　右の拳こぶしをぐっと固めて、静かに決意する。


    　──僕はそいつを許さない。
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     終章


    



    　遠とお見み神社の境けい内だいへ続く長い石段を、僕と未み由ゆはゆっくり上っていく。満月の明かりはとても眩まぶしくて、石段の亀裂や転がる小石までもがよく見える。


    　未由は両手で御神鏡を大事そうに抱え、僕の左手には由ゆ衣いの媒介が握られていた。由衣に貸していた上着も回収して、今は僕が着ている。


    　英え里り香かの姿はない。もう家に帰ったのだ。送っていくと言ったのだが、そこまで迷惑はかけられないからと走って逃げられてしまった。心配ではあるが、逃げる小学生を追いかけるのも不審者みたいなのでやめておいた。


    　辺りは静かなものだ。山林の一部が薙なぎ倒されるほどの爆発があったというのに、集まってくる野次馬は皆無。サイレンの音も聞こえない。周囲に人家は少ないので偶然誰も目撃していなかったとも考えられるが……多少違和感を覚える。たとえ警察や消防が察知していなくても、正まさ行ゆきさんの組織が気づいていないとは思えない。何しろこの神社は、彼らの管轄であるはずなのだから。


    　しかし正行さんが現れない以上は、それを確かめる術すべはない。


    　いつも意表を突いて現れるくせに、出てきてほしい時には姿を見せないのだから厄やつ介かいだ。電話番号ぐらい聞いておくべきだったなと考えながら、重い足を動かして石段を上る。


    「──私、すごく驚いたよ。啓けい介すけくんから電話がかかってきて……出てみたら由衣ちゃんで、いきなり助けてって言われちゃったから」


    　動きの鈍い僕に歩調を合わせてくれている未由が、思い出したように口を開く。


    「びっくりさせて悪かったな。でも本当に助かった。思っていたよりかなり早かったけど、走ってきてくれたのか？」


    「うん、全速力で。ホント電話に出てよかったよ。私、無視しようか迷ったもん」


    「え？　無視って、何でだ？」


    　驚いて問いかけると未由に冷たい目を向けられる。


    「啓介くん……放課後のこと、忘れてる？」


    「……あ」


    　言われて思い出す。ツグミとのことを追及された僕は未由と陽ひ名なちゃんから逃げ出したのだ。


    「もう、やっぱり忘れてたんだ。私、結構怒ってるんだからね？　メールで大体の事情は分かったけど、だったらちゃんと説明してほしかったよ」


    「いや、でも、あの時は全然聞く耳を持ってくれなかっただろ？　だからメールなら落ち着いて読んでくれるかなって……」


    「確かにツグミさんの家族がどうこうって、あの時は出で鱈たら目めな言い訳をしてるようにしか聞こえなかったけど……それでも逃げてほしくなかったんだよ。何て言うか、そんな合理的に割り切れないの！」


    　頰ほおを膨ふくらませて僕を睨にらむ未由。


    「ご、ごめん……」


    　理屈ではないのだと気づき、僕は謝る。


    「──うん、じゃあ許してあげる」


    　すると未み由ゆはあっさりそう言った。


    「え？　もういいのか？」


    「正直さっきのことで、色々頭から吹っ飛んじゃったよ。だから、もういい。ねえ、あの化け物……いったい何だったの？」


    　真剣な顔で訊たずねられ、僕は先ほどの出来事を自分の推測も交えて簡単に語る。


    　あらましを聞いた未由は難しい表情になった。


    「──鏡から出てきた《高次存在ヴイナー》、か」


    　自分が抱える御神鏡を見つめ、呟つぶやく未由。


    「ああ、未由が逃がさず倒してくれたけど……念のため英え里り香かは御神鏡に近づけない方がいいかもな」


    　御神鏡を持った未由に英里香が近づいた時は、もう何も起こらなかった。だから心配しすぎなのかもしれないが、不安に思う理由はある。


    　眼球を貫かれた時、化け物は左目が痛いと喚わめいていたように聞こえた。それにエノクも言っていたが、あの知性の低さからして不完全な具現だったことも有り得る。考えたくはないが〝ほかの部位〟が残っている可能性があるのだ。


    　そんな不吉な想像をしているうちに、境けい内だいまで戻ってきた。荒らされた社殿の姿が目に飛び込んでくる。賽さい銭せん箱ばこは倒され、正面の板戸は片側が外れている、社やしろの中に見える祭壇はバラバラだ。


    　左手に持った人ひと形がたが輝き始め、由ゆ衣いが再び具現する。


    「──くしゅんっ！」


    　やはり半はん袖そでのワンピース姿は寒いようで、現れるなり体を震ふるわせる由衣。


    「ほら、またこれ着とけ」


    　僕は上着をすぐに脱いで、由衣に羽は織おらせてやった。


    「……お兄ちゃん、ありがと」


    　由衣はどことなく元気のない声で礼を言い、袖を通す。


    「こんばんは、由衣ちゃん」


    「──未由お姉ちゃん、こんばんは」


    　未由の挨あい拶さつに答える声も張りがない。


    「由衣、どうしたんだ？」


    「ん？　何？　あたしはどうもしないよ？」


    　しかし僕が問いかけると由衣は首を傾かしげて、笑みを返す。どう見ても何かあるように思える。無理をしている気がする。けれどこういう時に問い詰めても無駄であることを、僕はよく知っていた。由ゆ衣いはある意味、僕より強がりで頑固なところがある。


    「……じゃあとりあえず、後片付けをするか。このままじゃ社やしろの中で寝れそうにないからな」


    　だから僕は話題を変えた。まずは目の前にある問題から解決していこう。


    「え……？　お兄ちゃん、泊まってくれるの？　あんなことがあったのに？」


    　驚きに目を丸くして、由衣は僕を見上げる。その反応には僕の方が戸惑った。


    「何言ってるんだ？　当たり前だろう？」


    　きょとんとしながら答えると、由衣の表情が一気に明るくなった。


    「うん！　そうだね、当たり前だね！」


    　尻しつ尾ぽをぱたぱた振って喜ぶ由衣。少し元気が戻ったようで、僕は内心ほっとする。


    　すると、服の裾すそを未み由ゆがくいくいと引っ張った。


    「未由？　何だ？」


    　声をかけると、未由は躊躇ためらいがちに口を開く。


    「あの……啓けい介すけくん。心配だから、もしよかったら私も──」


    　だがその言葉は途中で途切れる。僕らの頭上からよく知る声が響いてきたからだ。


    



    「ケースケ────────────っ!!」


    



    　見上げると満月が君臨する夜空に、一人の少女が浮いていた。月光を浴びて輝く金色の髪を靡なびかせ、幾き何か学がく模様が描かれた法ほう衣いを纏まとい、空を舞っている。


    「アリッサ？」


    　僕は少女の名を呟つぶやく。


    　アリッサは猛スピードでこちらへ飛んできている。落ちてきていると言ってもいい。このままでは衝突しそうな速度に僕は慌てる。


    「お、おい、待て、ぶつか────がふっ！」


    　おそらくある程度の制動はかけたのであろうが、アリッサは完全に停止することなく僕の鳩みぞ尾おちに飛び込んできた。


    　一瞬エノクに抱きついた鈴りんちゃんを思い出すが、あんな可愛かわいいものではない。


    　僕はアリッサを受け止めきれずに数メートル吹っ飛ぶ。呆あつ気けに取られた未由と由衣の顔が視界の端に映った。アリッサを抱きしめたような体勢で僕は背中から地面に倒れる。その衝撃で息が詰まり、激しく咳せき込んだ。


    「ごほっ、ごほっ──アリッサ、お前な……」


    「よかった、会えて。今日は満月だったから絶対ここにいると思ったの」


    　僕の文句は聞こえていない様子で、アリッサは安あん堵どの表情を浮かべた。身を起こして僕へ馬乗りになり、白い息を吐く。


    「ん……？　何かあったのか？　今朝《方はこ舟ぶね》から帰ってくる予定だったのに、ずいぶん遅れたみたいだけど……」


    　何か事情がありそうな雰囲気を察し、僕は問いかける。


    「あのね、大変！　大変なのよ！」


    「落ち着けって。大変って……何がだよ？」


    　興奮しているアリッサを宥なだめて再度訊たずねる。だが、アリッサは切羽詰まった様子で言葉を続けた。


    「方舟の結界がもうすぐ消えちゃうの！　伯お母ば様たちでも、もう止められないって！　そうしたら──」


    　表情を悲痛な色に染め、ごくりと唾を呑のみ込んでから大きく息を吸い、アリッサは叫ぶ。


    「あたしのお爺じい様──ヒース＝ストーリングが、エリカを殺しにやって来るの!!」

  



  
     　あとがき


    



    　最近はなかなか時間がなくて手を出しづらくなりましたが、私はゲームが大好きです。アクションは下へ手たっぴで、格ゲーは弟に全然勝てなくて、ＲＰＧはクリアまでにやたら時間がかかりますが、それでも好きです。


    　特に登場キャラクターが多く、いろんなパーティーの組み合わせで楽しめるゲーム（シミュレーションやＲＰＧなど）は何度も繰り返しプレイしました。


    　キャラクターを一人一人メイキングするタイプのものでは、好きなアニメや小説の登場人物をモデルにすることが多かったです。


    　けれど『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』（第一部）を出して間もない頃にプレイしたゲームで、私は初めて自作品のキャラクターを模したメイキングをしてみました。最初はちょっと気恥ずかしかったのですが、やっているうちにノリノリに。


    　ですがそのゲームの必要キャラクター数は多く、すぐにネタ切れを起こしてしまいました。当時の『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』に登場していた名前付きのキャラは十人に満たなかったのですが、必要とされるキャラ数は三十人近かったのです。


    　仕方なく私は妄想力を全開にして、設定のみのキャラや設定すらなかったキャラを作りまくりました。正直、まず表に出ることはないだろうというキャラもいました。


    　けれど気がつけば──久しぶりにそのゲームを覗のぞいてみると──いつの間かその八割が本編に登場しています。今巻に出てきた双子も、その中にいました。


    　今思えば、何年も前にひねり出したこの妄想があったからこそ作品世界が自然に広がり、ここまで物語を紡つむいでこられたのでしょう。


    『ＲＩＧＨＴ∞ＬＩＧＨＴ』も、もう三巻目。因縁深いあの少年が帰還し、不気味な怪物も現れ、メインキャストは大体出で揃そろいました。起・承・転までやってきた感じです。


    　次の巻はいよいよクライマックス。前シリーズの十二巻で日常編はファンディスク的な雰囲気になると言いましたが、シメに取っておいたラストエピソードは映画版的なノリです。ド派手に盛り上げようと思うので、ご期待ください。


    　それでは謝辞を。


    　近衛このえ乙おと嗣つぐさん、毎巻本当に素晴らしいイラストを描いて下さり、ありがとうございます。表紙のツグミ、笑顔が最高です。思わず見とれてしまいました。


    　担当のＨさん。私が見逃しがちな違和感の指摘や、やりすぎた際のブレーキなど、すごく助かってます。色々ご迷惑をおかけするかと思いますが、今後もよろしくです。


    　そして最後に読者の方々へ心よりの感謝を。本当にありがとうございます！


    　では、また。

  



  
     おまけ　放課後いんふぃにてぃ～雪絵の部屋～


    



    [image: ]


    



    　　　　　夕日が差し込む放課後の教室。ストーブ前の席に陣取る冬ふゆ上がみ。


    



    



    冬上　　「まったく……前回、誰かさんが余計なことを言うから本格的にレギュラー化しちゃったじゃない。そりゃまあ〝雪ゆき絵えの部屋〟とか余計なことを口走ったのは私だけど、友月さんが〝語呂いいね〟なんて言わなければただの冗談で終わってたのよ。なのに、なのに……」


    



    　　　　　机の上に積んだ漫画を順に読みながら愚ぐ痴ちる冬上。


    　　　　　その時、教室の扉が開く。


    



    



    アリッサ「へ？　あれ？　何でこんなところに？」


    冬上　　「……こんにちは、アリッサさん。雪絵の部屋にようこそ」


    アリッサ「ユキエの部屋？　ここ、どう見ても教室だけど……？」


    冬上　　「ああもう細かいことは気にしないで。適当に駄だ弁べる場所としては適当かなって、今回の舞台に選んだだけだから」


    アリッサ「舞台[image: ]」


    冬上　　「いいからこっちに来て。ほら、お茶は用意するから」


    



    



    　　　　　冬上がそう言うと同時に、隣の机にティーセットが出現する。


    



    



    アリッサ「わ、何それ！　まさかユキエの魔術？」


    冬上　　「違うわよ。ここは〝私の思い通りになる誰かの夢〟なの。それ以上詮せん索さくしても無駄だから、さっさとこっち来て座りなさい」


    アリッサ「う、うん……何かユキエ、不機嫌？」


    冬上　　「三回連続居残りだから、さすがにね。アリッサさんこそ不満はないの？　今回全然出番なかったじゃない」


    アリッサ「出番って意味がよく分からないけど、今のあたしはお母様とたくさんお話しできて幸せ一杯よ」


    冬上　　「そう、だったら別にいいけど……あんまり油断してると遠とお見みくんを誰かに取られちゃうわよ？」


    アリッサ「それは大丈夫。ケースケはあたしがいないとダメだから」


    冬上　　「う……すごい自信ね。けど余裕を見せられるのも今のうちよ。ツグミちゃんの猛攻を知れば、さすがのアリッサさんも慌てること必至ね。ああーもうー、今回のツグミちゃん可か愛わいかったー」


    アリッサ「？　ツグミがどうかしたの？」


    冬上　　「ふふ、それはまだ秘密。後で恐れ慄おののくといいわ。うふふふふふふふふふ……」


    アリッサ「不気味な笑い方しないでしよ。それよりさっきから気になってるんだけど、机に積まれた本の山は何？」


    冬上　　「漫画よ。アリッサさんを待っている間ヒマだったから、ツグミちゃんの教育用に使えそうなものを見み繕つくっていたの」


    アリッサ「へー、見せて見せて。漫画は外界に出てから知った文化なんだけど、あたし結構好きなの。あれ…………でもこれ恋愛ものでしょ？　何か教育に使えるの？」


    冬上　　「もちろんよ。恋愛における心理的な攻防や言葉の駆け引きを学ぶのに、これ以上分かりやすいバイブルはないわ」


    アリッサ「ふぅん……（ぱらぱら）」


    冬上　　「たった一言が、どれだけ他人に影響を与えるのか。私はツグミちゃんにそれを理解してほしいのよね。思考を読めるだけじゃ、相手の心を変えることはできないから」


    アリッサ「…………（ぱらぱら）…………ねえ、どうしてこの本には女の子しか登場しないの？　男ばっかりのもあるし……本当に恋愛もの？」


    冬上　　「そうよ。恋愛には色々な形があるの。多様性を知ることも大事なことなのよ」


    アリッサ「ふぅん……（ぱらぱら）……わ、何これ、この人たち何してるの[image: ]」


    冬上　　「ん？　ああ、その本はちょっとアリッサさんには早いわ。見なかったことにしてね」


    アリッサ「あ、ちょっと返してよ。今の何なの、どういうことなのよー」


    冬上　　「アリッサさん……この世界にはね、一度踏み込むと取り返しがつかない領域というものが確実に存在するの。あなたの求めるものがその場所にしかないと確信できた時……その時にこそ勇気を持って踏み出すべきで、覚悟もなく興味本位で覗のぞき見ていい世界じゃないわ」


    アリッサ「ゆ、ユキエ……顔が怖いわよ。そんなに恐ろしいものなら、もう見ない。何となく、早く忘れた方がいい気がしてきた」


    冬上　　「それが賢明ね。ツグミちゃんは不幸にもわたしの心を通して、その領域に触れてしまったの。この前買ってきた漫画を見たけど、あの子はもう手遅れ。だからせめてアリッサさんは、新鮮なままでいてほしいわ」


    アリッサ「……新鮮？　変な表現ね。ぴちぴちってこと？」


    冬上　　「もっと精神的な意味よ。最近、新鮮なままの人は意外と少ないの。その心を……大切にしてね？」


    アリッサ「うわ、ユキエが今まで見たことのないような優しい微ほほ笑えみを浮かべてるっ[image: ]」


    冬上　　「あら？　基本的に私は優しいわよ？　だから人望があるの」


    アリッサ「……確かにユキエは人気者ね。学校のどこにいても声をかけられてるし。どうしてあんなに友達が多いの？」


    



    冬上　　「特別なことは何もしてないわ。顔を合わせた時に短い挨あい拶さつでもいいから、言葉を交わすようにしている程度ね。私は友人が多いんじゃなくて、大勢に浅い好印象を持たれているだけなの。でもそういった大多数の曖あい昧まいな支持こそが、場を支配する力になるのよ」


    アリッサ「うーん……何だか難しい話ね」


    冬上　　「アリッサさんはそういうことが自然にできてるから気にしなくていいと思うわ。言わば天然のアイドル体質。私が一番御しがたいタイプよ」


    アリッサ「ユキエはもしかして…あたしのこと苦手？」


    冬上　　「まあちょっとね。敵に回したくないというか、敵視し辛づらいというか……そんな感じ」


    アリッサ「ふうん、あたしは最近のユキエは面白くて嫌いじゃないのに……。それって何か不公平な気がする。ねえ、どうやったらユキエと仲良くなれる？」


    冬上　　「いきなりそんなこと言われても困るわね……」


    アリッサ「じゃあ一般論でいいから、友達と仲良くなれる方法教えて」


    冬上　　「一般論？　それならまあ……共通の趣味を持つとか、かしら」


    アリッサ「だったらユキエの趣味は？」


    冬上　　「え……わ、私の趣味は……その──」


    



    



    　　　　　ちらりと机に積まれた本の山を見る冬上。


    



    



    アリッサ「あ、これね！　ユキエこの本どれか後で貸してくれない？」


    冬上　　「いいけど……ノーマルなやつなら。あ、でもどうせここでのやり取りは忘れるんだし、約束しても意味ないか」


    アリッサ「大丈夫よ。あたし、約束は絶対に忘れないから」


    冬上　　「何の根拠もないのに、アリッサさんが言うと妙な説得力があるわね。まあホントに覚えてたら貸してあげるわ」


    アリッサ「やったー。あれ……キーンコーンカーンコーンって、チャイムが鳴ってるわよ？」


    冬上　　「そろそろ下校時刻ってことね。帰りましょうか」


    



    



    　　　　　席を立ち、教室を出る二人。終幕。

  



  
    ツカサ
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